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BAYXEAR 和 LE 


- | 2 洒 5 宇 軸 生 人 設 以来 、 最 
_ | 機 と し て 、 今 な お 人 々 の 記憶 に 留 
、 | g9 選 紀 初 頭 の 知性 体 と の 接 般 事 件 。 こ こ ・ 
、 | は 、 そ の 知 的 生命 体 =UIMB( 及 び UIMS・ 
2) と の 接 骸 か ら 戦闘 まで を 綴っ た ら つ の 
録 を 連邦 ライ ブラ リ か ら 収録 し た 。 


す 


ム 23 世 紀 初 頭 の 22x% 年 に 発生 し た UIMS ( 侵 略 機械 集団 ) と の 戦闘 中 「 
の ] コマ 。 号 真 申 央 に 玉 っ て いる の が 、 ヨ 時 ON で 導き まれ | キ b h  〔。 |「 ト 「 ト NO 上 [ R : 


進 直後 に 実戦 投入 され た 戦闘 能 < ドラ グー ン >〉 で ある “ 


So っ ィ ン が あり 、 こ れ が UGSF 艦 隊 侵 攻 の 際 の ネッ ク で あっ 
ペ > を 中 心 と し た 肖 機 の 大 諸 了 に 頼ら ざる を 得 な か っ た の で ある 


3 世紀 初頭 、 銀 河 系 外 に 進出 し た 人 類 は 初 
の 地球 外 知 的 生 硬 体 =UIMS と 接 杏 、 戦闘 状 
態 に 入る 。 戦 闘 は 昔 烈 を 極め 、 


連邦 宇宙 軍 は 
戦力 の 一 部 を 失い 敗退 し た 。 こ れ に 対し 連邦 
首脳 部 は 計画 を 発動 。 大 型 戦闘 艇 数 隻 を 投 
入 し て の < く UIM 壊 滅 作戦 > を 実行 し た 。 結 
果 は 連邦 市 民 の 誰 も が 知る よう に 、 成 功 で あ 
っ た 。 だ が 、 ご これ は 当時 奇跡 と まで 言わ れ た 
ほど 、 無 謀 な 作戦 で あっ た ……。 


” リ ダ ヌ ス 座 イプ シロ ン 星 域 。 銀河系 の 

『 辺境 出 域 で ある 。22 淡 年 、 そ の 一 月 に 

位置 する アル フ ア 星 がら 、 異 常 な 地殻 変動 を 

示す 観測 デー が 届い だ 。 そ の 後 、 同 惑 星 及 
び 、 周 辺 惑 星 こ の 連 総 は 依 絶 し だ 。 

当時 、 人 類 の 宇宙 進出 を 先導 し て い だ 連 邦 


宇宙 軍 (UGSF) は 同 星 域 に 調査 団 を 派遣 。 


そこ で UGSF は 人 類 に と つて 最初 の 「 敵 」 と 
な る 地球 外 知 的 生命 体 に 接 ー し だ 。 

員 べき こと だ が か が 、 フ ァ ー ズ トコ L 
ンタ クト は 戦闘 と いう 形 で 行わ れ だ 。. 
正体 不明 の 敵 の 無 差別 攻撃 に よ つ て り GF は 
大 き な 痛 手 を 被り 撤退 。 そ の 際 、 撃 墜 し だ 敵 
の 破片 を 回 収 し て 調査 し 結果 、 頑 べ べき 事 
実 判 明 す る 。 

敵 は 大 小 無数 の 戦闘 機械 群 。 自律 行 動 す る 
無機 物 で 構成 これ だ 「 生 き て いる 兵器 (フイ 
ブ ・ ウ エボ ポン )」 で あつ だ 。UGSF は 彼ら を 
UIMS (侵略 機械 集団 ) と 命名 。 ご これ に 対す 
る 緊急 対策 機関 を 発足 させ る と 同時 に 、UIMS 
の 調査 を 続行 な せ だ 。 後日 、 軍 上 層 部 に 提出 
され だ UIMG 調 査 報告 書 に よる と 、 彼 ら は 本 
来 、 異 星人 の 手 に よる 惑星 開拓 機械 だ つ だ ら 
し い 。 だ が 、 何 ら か の 原因 に より プロ グラ ム 
が 狂い 、 他 の 存在 を 即刻 「 如 理 」 
し て いく ぐ 自 動 戦闘 体 へ 変化 。 そ ビ ム 
生生 g 期 間 で 合理 化 を 続け 、 様 々 

は 形態 の 兵器 生命 体 へ 進化 し て 
0 phsee o 

一 万 、UGSF 本 部 で は 調査 報 
告 の 提出 後 、 対 り | MS 用 兵器 開 
発 計画 < く プ ロジ ェクト ・ ド ラグ ー 
ン (D 計 画 ) > に より 開発 し た 新 


ます ェ うす わら る て つ ょ fo マヤ 
人 


は り 党 人 主 帳 豆 計測 澤 へ 0w 汗 
旧 寺 個 @o の ミー この 6@ の て 展 諸 
。 の りーS 胞 細 の Si 訓 邊 Y ロ さ 
へ 了 脱 層 ニーH マズ 肌 敵 人 る 


型 戦闘 艇 の 実戦 投入 を 決定 、32 人 の 乗員 を 選 
抜 し て いた だ 。 そ の 折 、 イ プシ ロン 星 域 に 派遣 
され だ 探査 衛星 RPV-45-C か ら 了 暗号 変換 ご 
れ だ 緊急 機密 通信 が 入る 。 そ れ は 宮 星 ドグマ 
ス に 設置 され だ UIMS の 対 惑 星 破 壊 爺 の 照準 
が 地球 に 向け られ て いる と いう 内 容 で あつ た 。 
惑星 自体 の エネ ルギー を 集束 させ て 発 敵 す る 
ご の ビー ム 砲 は く キ ャ ノン シ ー ド > と 釧 付 け 
られ だ 。 そし て 一 刻 を 争う 中 、 UGSF 本 久 部 
で は 、 新 型 牧 く ド ラグ ー ン > に よる 強行 突入 
で < こく キ ヤノ ン シ ー ド > を 破壊 する 作戦 を 実行 
に 移し ただ 。 以 下 は 現在 、 連 邦 の 公文 書 資 料 館 
に 残る 、 当 時 の 戦闘 記録 で あめ る ……。 
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HHHUHHHUOI 
ここ 


る 4A 地 球 周回 軌道 付近 の ラグ ラジ ェ ポ イン ト に 浮か ぶ UGSF 基 
地 く キリ ング ・ ム ー ン >。 地球 駐留 艦隊 の 防御 用 拠点 と し て 
機能 し て いる 。 緊急 展開 用 の ワー プ ブ ー ス トカ タバ パ ルト を 持 
ち 、 く ドラグ 一 ン > ク ラス の 戦闘 艇 が 数 隻 格納 で きる 


ポイ ント 上 の 基地 か ら 射 出さ れ だ 我々 

胡 部 隊 は 、 ワ ー プ ( 高 次 空間 忠和 
行 ) で 前 線 へ 侵攻 。 ワ ー プ アウ ト と 同時 に FOS 
CK 器 管制 シス テム )、ECM( 電 子 防 害 装置 等 
を 作動 させ UIMS 軍 と 接触 。 戦 力 格差 を 考慮 
し 、 敵 の 攻撃 を 避け る だ め に 陣 石 群 へ 突入 し 
拠 乱 を 図る 。 そ の 後 、 敵 の 基地 を 発見 、 こ れ 
を 破壊 する こと に 成功 し だ 。 


- だ っ 


る 人 ム く キャ ノン シー ドッ > 攻略 戦は 、 機 吾 と 了 
石 群 が 漂う 敵 妨 衛 ラ イン 前 面 に ワー プア ウト 
し た 奇襲 部 隊 が 強襲 を か ける 作戦 だ っ た 。 そ 
の た め 、 投 入 さ れ た 艦艇 は 新型 艇 < ドラ グー 
ン > と 戦闘 艇 < ホー ク > 4 隻 だ け だ っ た 


OPERATOR: "前 方 巨大 陽 石 に 英 基 地 発 見 / 
距離 500/, 
CAPTAIN :「 敵 基地 を 総 攻撃 せよ 
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人 ム く キリ ング ・ ム ー ン > 内 部 の トラ ンス ポー 
タ に 乗せ られ 、 機 体 張 送 エレ ベー タ を 経て 、 
射 由 ケー ジ に 向かう ドラ グー ン を 撮影 し た 貴 
重 な フ ィ ル ム 。 当時 、 D 計 画 に より 建造 され 
た この 戦闘 散 は 作戦 の 数 週間 前 に ロー ルアウ 
ト し た ば か り で あっ た 。 そ の た め 、 こ の 戦闘 
艇 | 隻 を 中 心 と する だ け の 奇襲 作戦 は 戦略 的 
に 無謀 で ある と の 意見 が UGSF 上 層 部 の 中 に は 


あっ た と 言わ れ て いる 


『 の 最前 線 基 地 を 破壊 し て アス テロ イド 

。 ベ ルト を 通過 し た 我々 は 針路 を 敵 主 力 
艦隊 へ 向け 、 最 大 戦 速 で 中 央 突破 を 開始 。 先 
ざ UIM ら 巨大 戦艦 < デル マタ ノー ズ 〉 の 上 方 よ 
り 同 艦 の 左 航 に パワ ー ダ イブ を 敢行 し た 。 


AUIMS 宇 宙 艦 隊 の 中 で も 、 前 衛 部 謗 に 属す る < デル タ ノ ー ズ >。 4 門 の 巨 
大 砲塔 等 の 武装 を 持つ 。 UGSF 将兵 に と っ て 恐 也 の 対象 で あっ た 


の 人 砲台 を 集中 砲火 。 プ ロト ン 加 速 科 
砲 の 直撃 を 受け だ 砲台 は 米 散 け する も 、 く デル ツタ 
ノー ズ 〉 その も の に ダメージ は 生え 上 られ ず 、 
破壊 は 困難 を 極め る 。 時 間 的 猫 包 の な い 状 況 
下 、 艇 長 の 判断 に より 6 秒 後 、 や む な ぐ く 門 束 
離脱 。 敵 戦闘 機 群 の 追撃 を 振り 切り つつ 、 巡 
洋 艦 < ダッ クボ ー ン >〉 の 艦 体 下 万 に 侵入 。 ご 
れ に より 敵艦 隊 を 混乱 に 陥れ だ 我々 は 英 主 力 
艦 < く ハン マー ヘ ツ ド > の 左 源 へ 接近 し 、 ご れ 
を 破壊 し た 後 、 敵 惑星 へ の 針路 公 正 を 図 つ だ 。 
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OPERATOR. 「 散 戦艦 群 、 捕 捉 / ん 
CAPTAIN :「 急 速 降下 、 
敵艦 の 砲台 を 狙え 女 
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4 惑星 ドグマ ス の 周回 軌道 上 に 浮か ぶ く < ドル ド ヴ ァ >。 同 艦 は 戦 
闘 機 群 の 旗艦 と し て の 役割 だ け で は な く 、UIMS 艦 隊 に エネ ルギー 
を 供給 する 補給 艦 と し て の 役割 も 併せ 持っ て いた 。 独特 の シル エ 
ッ ト が 20 世 紀 後 期 の ヴィ クタ ー 級 原潜 を 連想 させ る 
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に 召 を 路 修正 を 図 つた く ド ラブ ー ン > の 前 に 
い 喝 工 虹 』 出 現し た の は UIMS 艦 隊 の 旗艦 と 思わ 
量 れる 航 軸 田 艦 くに ルド ヴァ 〉 で あつ だ 。 我々 
際 せ だ は ミサ イル 艦 と 戦闘 機 群 を 回 避 し つつ 、 全 長 
提 る 入 上 0 2km の 〈 く ドル ド ヴ ァ 〉 へ 接近 。 左 般 上 甲板 ガ 
胃 ヽ た ら 艦 橋 脇 を 抜け て 同艦 の 後 万 で 90 度 回 頭 、 内 
で 汗 で 部 飛行 甲板 へ 侵入 し た 。 内 部 で は 瑞 戦 闘 機 と 
9 | タ の 混戦 状態 に 也 つ だ が 、 や が て 我々 は 艦 の 動 
2 力 妨 ら し き ユ ニッ ト を 発見 。 こ れ に 集中 砲 炎 
直結 を 加え 、 破 壊し た 。 づ 秒 後 、 誘 爆 レ 始め だ 同 
人 前 艦内 部 か ひら < く ド ラブ ー ン >〉 は 脱出 。 そ の まま 、 
大 機 


惑星 ドグマ ス 大 気 圏 へ 侵入 し た 。 
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は CC 号 S 球 再 . 貴 蒲 辻 < ぐ 3 
と 4 て 衣 回 


で 二 > 蘭 画 3(( 三 firY( ( 全 


で 蒲 混 中 草 者 直 よ の 
寺村 すさ ざめ ぷ 端 行 民 沖 十 対 論 人 る 


y UIMS の 防衛 網 は 人 類 の 想像 
を 湊 し て いた 。《 ド ラグ ー ン > 
の 大 気 圏 突 入 と 同時 に 、UIMS 側 
は 要 撃 機 < ブル ー・ フ ライ >〉 を 
即座 に 100 機 以上 戦線 に 投入 。 
< く ド ラグ 一 ン > を 迎撃 すべ く 執 捧 
な ミサ イル 攻撃 を 繰り 返し た 。 
写真 は 敵 の 索 貢 網 を 警戒 し て 、 
低空 飛行 を 行う く ド ラグ 一 ン > 
か ら の 撮影 に よる 


当時 < ドラ グー ン > に 搭載 され て いた ガン カメ ラ の 映像 を 見 て も 、 
gg 時 間 の た め 、 実 際 の 飛行 距離 を 認識 する こと は 困難 で ある 。 下 図 は 
戦後 、 く ドラ グー ン > パイ ロッ ト の 記憶 か ら 描 か れ た 当時 の 侵攻 上ル 一 
ト 。 惑 星 降下 後 の 飛 行 距 離 が 意外 と 長かっ た こと が 分 か る 


艦 隊 を 中 央 突破 する こと に 成功 し た 

我々 は 、 惑 星 ド グマ ス の 大 気 圏 に 突入 。 
ポイ ント 1437 の 峡谷 へ 到達 する 。 ここ で 、 
UIMS の 要 撃 機 < プル ー・ フ ライ >〉 の 大 群 と 
接触 。 こ れ を 避け 超 低 空 侵入 を 図る も 、 敵 地 
上 部 隊 と 遭遇 。 こ れ を 破壊 し つつ 、2000m 前 
万 の 崖 か ら 急 速 上 昇 。 ツ ワー キャ ノン が 数 台 
設置 され だ 敵 最 終 防 衛 ラ イン を 突破 する べ こ 、 
ミリ マリー パワ ー に よる 低空 飛行 を 続け る 。 
この 時 、 機 体 の シー ルド 残 量 は 60% 以 下 で あ 
り 、 搭 乗員 の 間 に は 皿 張 が 走る 。 そ の 12 秒 後 、 
我々 は 最終 目標 を 肉眼 で 確認 し た 。 


は ご 庄 条 ry 細 菩 
・ーJ ぐ は さ ざさ 喘 


琴 記 凌 へ 層 (((( 光 < ツー 


RE 交 若 の ミー ビー 人 


昔 Y さ ャ せ 


N さ 山 そ > et ざさ 赤 石村 記 SS 番 
導 古 へ 


誤 富 H8 笠 Src 拓 の W 開 て 且 難 


し NNN 


ONYA CSUUUONctcAI63 開 。 
人 で ヾ 敵 emo 人 S 団 。 ツ ーV 


Z ァ ーー 


は AkOw 壮 避 つ 9rS 三 三 放 き 壮 男 S(( 


aw 洋 由 藻 の 所 敵 全 弄 揚 区 < メー ツ Y ペ させ > 人 き Nix す VS < ツー テア > 全 


"DFFICLAL COIIBAT 選 EPORT 
[CODE:M8774E]PROJECT DRAGOON 


ame す わこ 
最終 目標 く キ ヤノ ン シ ー ド >〉 の 基幹 部 
に 接近 。 そ こ か ら 急 速 上 昇 し て 反転 、 発 射 品 
へ 突入 し た 。 だ が 、 途 中 で 対 爆 シー ルド を 張 
られ だ だ た め 、 針 路 を 変更 。 損 気 ダ フト ガ ら 隔 
壁 を 破壊 し て 強引 に 中 央 部 へ 侵入 し た 。 ご この 
時 点 で 電子 戦 オ ペ ベレー ター に よる スキ ャ ン の 
結果 、 臨 界 ま で 30 秒 し か 残さ れ て いな いこ と 
が 判明 。 即座 に プロ トン 加速 粒子 爺 に よる 集 
中 砲火 を 行い 、 制 御 装置 の 破壊 に 成功 。 誘 虐 
を 始め だ < キヤ ノン シー ド >〉 ガ ら 脱出 。 そ の 
まま 最大 戦 速 で 惑星 ドグマ スガ ら 離 脱し た 。 
惑星 ドグマ ス は < キヤ ノン シー ド > の 爆発 に 
より 周辺 の UIMS 宇 宙 上 艦 隊 ご と 宇宙 の 雄 塵 と 
化し 、 作 戦は 終了 と な つた だ 。 
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す と へ さ 湊 本 漆 年 計 G 。 テ ミー 
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畑 ほ さき 回 恒 S 上 条 光 生 星 の 半 能 行 湊 征 
の 2 科 の 慎 紀 較 行 テー ト 骨 引 肖 HW 間 一 共 で 


ー ツ 寸 H の 慎 隊 


3HH は エエ 


流 日 、(UIM 壊 滅 作 戦 〉 又は パ キ ャ ノン シ 
ー ド 破壊 戦 ) と いう 通称 で 呼ば れる UIMS と 
の 一 連 の 戦闘 は 後 の UGSF の 部 隊 編 成 を 左 
右 し た 。 軍 は UIMG の よう な 未知 の 存在 を 重 
要 視 し 、 そ れ に 相対 する 兵器 (当時 、D 計 画 
に より 建造 され た 戦闘 艇 な ど ) の 開発 に 北 手 
し た の で ある 。 こ れ に より 、 数 年 後に 発生 し 
た UIMS・9 (デル タ ) 戦 に お いて も UGSF 
は 過去 の ノウ ハウ を 活か すこ と が で きた …… 


VO で DP ダレ ザー 
ン >〉 ガ ら 数 年 後 の 22 漁 年 。 人 類 は 再び 
趣 夢 の よう な 異変 に 遭遇 し た だ 。 

UIMS ( 侵 上 機 械 集団 ) の 再来 で ある 。 事 
は DHW-Z 亡 面 の 、z 軸 上 に 位置 する 惑星 コ 
ー ネ ウ ス が 、 異常 な まで に 急激 な 重力 崩壊 を 
起こ し 、 消 滅 二 前 と た な つ だ こと に 始ま る 。 連 
邦 宇宙 軍 (UGSF) が 探査 衛星 く (ビー ビン グ 

スタ ーI > を 派遣 し て 調査 を 行 つ た 結果 、 惑 
星 の 地殻 エネ ルギー を 吸収 し て 成長 する 物体 
群 の 存在 が 確認 され だ 。 

その 正体 は 、 グ つて UIMS と 時 を 同じ くし 
て 、 異 星人 の 手 に より 放 だ た れ だ 惑星 開拓 機械 
の な れ の 果て 、「 ラ イブ ・ ウ エボ ン (生き て い 
る 兵器 )」 で あつ だ 。 

UGSF は 彼ら を UIMS・9 (デル) て 命 
老 し た を 。 ご この 侵 賠 機械 集団 は 、UIMS と は 別 
の 進化 経路 を 辿 つ を らし ぐ 、 形 状 な ど は 閉 し 
ぐ ご 異な つて いた だ 。 唯一 、 同 じ な の は 狂 つ だ 戦 
闘 本 能 プ ログ ラム の 命ずる まま 、 自 分 達 以 外 
の 存在 を 発見 する と 同時 に 「 処 理 」 し て い ぐ 
に と ゆみ で あつ だ …… 
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Sv 団 還 S③ ぶ 。 和 サー 日 朋 軸 の 
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て い だ 。 探査 衛星 に よる 報告 で は 、 ご この 秘 動 
要塞 く ガ ー ブ 〉 (UGSF に より の 病名) は 災 元 
転送 ツイ プ の 到 大 高射 介 を 持ち 、 そ の 照準 を 
太陽 系 に 向け て いる こと も 判明 。 こ れ は 、 先 
の 戦役 に よる < キヤ ノン シー ド > 破壊 の 衝 区 
波 が 宮 星 コー ネ ウ ス に 到達 し だ 後 、 そ れ を 感 
知 し た 〈 ガ ー プ >〉 が 同胞 の 仙 を 撃つ べ ぐ 、 復 
警 を を 開始 し た も の と 推測 され だ 。 

対す る UGSF 司 令 部 は 、 重 戦闘 艇 くに ドラグ 
ー ン > を 強化 改良 し な 最新 鋭 機 < ドラ ブー ン 
R>〉 を 派遣 し て の ガー ブ 破 壊 作戦 を 決定 し た 。 


本 作戦 は 敵前 衛 部 隊 の 前 面 に リー プア ウト 
し 、 こ れ を 奇 坦 攻 撃 で 撃破 。 追撃 を 結っ て か 
ら 惑 星 コ ー ネ ウ ス に 下降 し 、 敵 要塞 条 J を 攻撃 
する も の で ある 。 債 察 衛星 に よる 報告 か ら 検 
討 し た 結果 、 同 艦 の 破壊 は 艦橋 付近 の ダク ト 
か ら 侵 入 し て 行う こと に な る ……。 

(当時 の UGBF 総 軍司 令 の 発言 か ら 抜粋 
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初代 < ドラグーン > が 使用 し て いた 宇宙 基地 < キリ ング ・ 
ムー ン > に 代わ り 、 竣 工 さ れ た 新型 基地 < ギ ム レ ッ ツ ・ ホ ワ 
イト >。~ 当 時 、UGSF 最 高 の 宇宙 軍 事 基地 施設 で あっ た 
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た が ハ ト 〉 か ら 上 皿 急 展開 用 ワー プ ・ ブ プー スト 
え カタ バル ト で 射出 され だ 我々 機動 部 隊 は ワー 
プア ウト と 同時 に 紡 鍵 隊 形 か ら ブ レイ ク 。 小 


\ 
C/ 


型 戦闘 散 く カ ツ ト ラス 〉 4 機 か ら 成る ハリ ス 
援護 部 隊 と く ド ラブ ー ン R>〉 の 2 編隊 に 分 か れ 
て 近接 戦闘 を 開始 し た 。 く < ドラ ブー ン 民 〉 は 英 
艦隊 前 万 で 戦闘 上 昇 後 、 パ ワー ダイ ブ 。90 度 
回 頭 か ら 旋 回 行動 を 30 秒 ほど 繰り 返し 、 英 戦 
闘 機 辞 を 攻撃 。 こ の 間 、 敵 戦 同機 群 の ミサ イ 
ル が 多数 来襲 。 ECM を 作動 させ る も 効果 は 
見 られ ず 、 プ ロト ン 粒 子 加速 砲 で 撃墜 し だ 。 
その 後 、 敵 戦艦 の 密集 隊形 内 に 突入 し だ 我々 
は 約 40 秒 ほど 敵艦 層 を 揚 乱 。 最 後に く イ ンコ 
ン パ ラブ ル 級 > を 破 壌 し て 離脱 し だ 。 
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号 思 前線 を 離脱 し た 我々 は 増 速 し て 敵前 衛 

基地 へ 突入 。 そ の まま 攻撃 を 続行 し つ 
つ 、 反 転 降下 し て 背面 飛行 の まま 第 外壁 層 
まで 侵入 後 、 右 旋回 。90 度 バン フク か ガ ら 降下 し 
て バレ ル ロ ー ル を 行い 、 敵 基地 の 主 電 溝 に 沿 
っ て 飛行 。 こ の 間 、 ハ リス 1 は < ドラ ブー ン 
RR〉 を 援護 。 ハリ スク 2、 3 は 逆 方 向 か ら 飛 行 し 
て 攻撃 を 行っ た 。 突入 開始 か ら 70 秒 後 、 く プロ 
ツク メイ ズ > 動力 部 を 肉眼 で 捕捉 。 後 方 より 
合流 し た ハリ ス 隊 と 共に 集中 砲 WW を 浴び せ 、 
英 基 地 の 破 壊 に 成功 し た 。 
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AUIMS・9 の 前 衛 基地 < ブロ ッ ク メ イズ > に は 各種 
戦艦 、 巡洋艦 が 駐留 し て お り 、UGSF に と っ て は 悩み の 
タネ で あっ た 。 そ こ で 、 機 動 部 了 立 は それ ら の 艦艇 が 本 
レジ 格 的 に 動き 始め る 前 に < ブロ ッ ク メ イズ > を 破壊 し 、 
艦艇 群 も 誘 井 に 巻き 込む 作戦 に 出 た の で ある 


る 人 ムコ アブ ロッ ク (動力 炉 ) を 破壊 され た < ブロ 

ッ ク メ イズ > は 一 瞬 の 静寂 の 後 、 駐 留 艦 艇 等 を 巻 

1 き 込 ん で 爆散 。 後 に は 見 る も 無残 な 残骸 が 残さ れ 
て いた と 言わ れ て いる 


リ 


5 ニュ ーー ) 


に ch 


OFFICIAL COIVIBAT は ピロ 
[CODE:M8805FTTHE RISING OF GOURB 


マ 赤 方 偏 移 を 視認 後 、 ワ ー プ アウ ト し た 機動 部 隊 は 崩壊 し 
か け て いる 惑星 コー ネ ウ ス へ 強 襲 除 下 し た 


重力 異常 に よる 地殻 変動 が 活発 化し て いた コー ネ ウ ス 上 空 
を 低空 飛行 する の は と て つも な く 久 人 座 で あっ た 。 だ が 、 機 動 
部 隊 に と っ て 、 自 動 索 敵 装 置 を 組み 込ん だ 長 距離 好 撃 ミサ イ 
ル の 標的 に な る こと だ け は 絶対 に 避け な けれ ば な ら な か っ た 。 
その た め 、 こ れ は 止む を 得 な い 飛 行 だ っ た 


4 3 ず 惑 星 コ ー ネ ウ ス 上 空 を 飛行 する < ドラ グー ン R> の 前 
に 現れ た の は 英 の 戦略 攻撃 機 < ベ ル テ >。 高速 で 飛行 し 、 複 数 
の ミサ イル ベイ を 持つ 凶悪 な 機体 で あっ た が 、 く ドラ グー ン R> 
は 何と か これ を 撃 :。 し か し その 時 、 艦 砲 射 英 で クレ ー タ ー 
を 破壊 し な が ら < ガー プ >〉 が 浮上 し た の で あっ た 


row て 濯 臣 乾 畑 へ Jix 
ーー ハル 9 へ 選 へ 史 寺 て は < で 22 人 


語 < プ ロッ フ メイ ズ > を 瑞 引 され 
だ こと に より 、 敵 残存 勢力 は 惑星 コー 
ネ ウ ス 方 面 に 逃走 。 敵 が ワー プア ウト し だ た 空 
間 座 標 位置 を 確認 し た 我々 は 追撃 を 開始 。 ワ 
ー プ へ 入り 、 同 惑星 へ 到達 。 軌道 上 か ら 惑 星 
表面 へ 強行 侵入 し 、 ポ イン ト 289-006 ま で 低空 
飛行 を 行っ た を 。 こ の 時 、 す で に 惑星 コー ネ ウ 
ス の 地表 崩壊 は 本 格 化 し て お り 、 我 々 は 地盤 
の 隆起 を 避け な が ら 戦 闘 飛行 を 続行 。 途 中 、 
戦略 攻撃 機 < ベル テ >〉 に 率い られ だ 敵 迎 撃 部 
隊 を 退け な が ら 、35 秒 後に 巨大 クレ ー タ ー 上 
空 に 侵入 し た 。 だ が 、 時 すでに 遅 ご 敵 の 巨大 
物 動 要 塞 く < ガー ブ 〉 が 浮上 を 開始 し た だ め 、 
我々 は < く ガ ー ブ 〉 へ 突撃 し だ 。 
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- 間 る マ < ガー ブ プ > 上 空 に 突入 し た 機動 
= 部 隊員 は 眼下 に 巨大 な 都市 が 広がっ 
上 て いる の を 見 て 呆然 と し た と 言う 


さ SVZ 上 し た < ガー プ )〉 艦 首 か ら 我 々 は 接近 。 _ 且 まま 放 、 
/ ラー 上 男 後 、 反 転 し て 甲板 上 の 都市 ブロ ッ 委 こ て 中 
ク に 侵入 。 弾 幕 を 張り な が ら 、 都市 防衛 ライ すま まり 
ン を 突破 し 、 机 好機 の 波状 攻撃 を 避け だ 。 証 ま 
40 秒 後に 武装 区 画 へ 到達 。 低空 で 蛇行 し な が た 矯 て 
ら 解 橋 構 造物 前 で 離脱 。 敵 の 総 攻 撃 を 強行 突 敵 ・ ド 

砲 方 グ 


破 し て 左 航 ダフ ト ガ ら 〈 く ガー ブ >〉 内 部 へ 侵入 
し た 。 同 刻 、 ハ リス 隊 は 散開 。 く < ガー ブ 渡橋 
の 育 面 に 攻撃 を 開始 し た 。 


4 3 援護 部 隊 と の 間 で 無線 に よる 郊 号 が 飛び 交 う 中 
< ドラ グー ン R> は 加速 し て 閉まり か けた ダク ト に 侵 
入 。 残 され た ハリ ス | >4 の 4 機 は < ガー プ > 艦橋 
に 対す る 一 斉 砲 撃 を 開始 し て いた 


ンー ルレ の mk か 
戦 速 へ 加速 。 閉じ か けた ゲー ト へ 滑り 
込み 、 続 々 体 当 だ り し て ご る 要 撃 機 く ファ イ 
ア ・ ピ ビー> の 群れ を 迎撃 レ し つつ 、40 秒 後に エ 
ナジ ー チ ャ ン バ パー に 到達 。 中 央 動力 部 リム ロ 
イド カ ガ ら 巨大 高射 砲 に エネ ルギー が 転送 され 
る の を 防ぐ べべ ご 、 制 御 装置 で ある スパ ー ク ビ 
ツ ト に 集中 砲撃 を 開始 。 プ ロト ン 加 速 粒 子 砲 
の 直撃 を 受け を スパ ー フ ビッ ツ ト は 爆散 。 エ ナ 
ジー チャ ン バ パー 内 は 誘 旨 を 起こ し た 。 我々 は 
出口 の 爆発 に より 退路 を 絶 だれ だ が 、 
<〈 ガ ー ブ 〉 外 壁 を 破壊 し て 侵入 し て きだ 
ハリ ス 隊 に より 脱出 路 を 確保 。 急 速 上 
昇 し て 惑星 コー ネ ウ ス を 離れ だ 。 
この 直後 、 動 力 妨 を 破壊 され た 〈 く ガ 
ー ブ 〉 は 艦 尾 か ら 地 上 に 墜落 。 左 エン 
ジン ガ ら 爆発 を 起こ し 、 最 後に は 縮 退 
則 発 に より 惑星 コー ネ ウ ス と 共に 崩壊 。 
[ PRE 作戦 は 無事 成功 し て 終了 し た 。 
ーー 一 ば 中 < の ー フ ) 地 NM に 
参加 した く ド ラブ グー ン R>〉 艇 長 が 作戦 終 


ー ギー が 巨大 高射 砲 に 転送 され か け て いる こと が 発覚 。 こ れ に ー 
集中 砲火 を 加え 、 そ の 結果 と し て < ガー プ 〉 を 破壊 し た - 後に 提出 し た レポ ー ト より 抜粋) 


こ ン ン 


人 
Written by 野田 三 / 


Based upon the game「『GALAXIAN* "PROJECT DRAGOON” 


も と も し と 連邦 宇宙 軍 (UGSF) に 嫌気 が さき し た 訳 で は な か っ た 。 

だ だ 、 和 星系 同士 の ケチ な 宇宙 戦闘 の 明け 暮れ に 飽き が 来 た だ だ け の 事 
が 0816 
も う 命 の や り 取 り で も ある まい 。 

を そん か 気 に な か る た 。 

と ころ が 、 こ の 、^ 飽 き が 来 だ 時 と いう の が 一 番 危 な い の だ 。 

こん な 迷い が 出 だ た 時 に まかり 間違う と 、 こ ちと ら の 命 が 料 子 と し て 
虚無 の 宇宙 空間 に 散乱 する 羽目 に な る 。 こ れ ま で 銀河 系 の か な り の 星 
域 を 有 に か け て き さ ン さき 他人 の 命 を 粒子 に し て 来 て いる ン だ か ら 、 い ま 
さら こっ ち に お 鉢 が 巡っ て き て も 文句 は 言 を な い 。 

それ で 決心 し た 。 

隠居 する 歳 で も な い が 、 と りあ を ぇ ず 予 備 役 編入 を 申請 し た ら あ っ き 
り 受 理 さ きれ た の で 地球 へ 戻り 、 恩 給 前 倒し で フロ リ ダ に 快適 な 邸 を 買 
っ て 店 気 な 暮らし を 始め た 矢先 の 話 な の だ ……。 


広い 地球 で も フロ リ ダ は 新鮮 な 魚や 果物 が 実に 美味 いし 、 色 々 な 酒 
は だ っ ぷり 、 そ ろ を そろ ニュ ー ヨ ー ク の 出版 社 か ら 6 頼ま れ て いる UGSF 
時 代 の 第 5 次 星系 大 戦 の 回 想 録 執 筆 に と りか か ら ね ば と 思っ て いる 所 
へ 、 当 の 連邦 宇宙 還 最 高司 令 部 が 連絡 し て きた 。 

折り 入っ て 話 が ある の で 迎え の ホバー を 寄 越す と いう 。 

兵隊 の 書い 包 で 、 司令 部 か ら そ ん な 連絡 が あっ て も 、 バ 人体 な ん の 用 
事 だ ? ? と 問い 合わ す 知 恵 が 働か な い 。 

有無 を 言わ さ ぬ 感 じ で 私 を 乗せ た ホバー の 着い た 先 は ケー プ ・ カ ナ 
ベラ ル 。 宇宙 史跡 の 裏手 の 砂州 の 小さ な 離 着 床 に は 、 な ん と 、 艦 隊 司 


令 部 の 標識 付き の 司令 部 連絡 艇 が 待機 し て いた 。 戦闘 宇宙 艇 [ホー ク ] 
を ベー ス に し た 荒 ッ ぽい 機体 だ 。 ' 

こん な も の に 乗せ て 俺 を どこ へ 連れ て 行く ん だ と 聞く 問 も 与え ず 離 
者 し た 連絡 艇 は その まま 衛星 軌道 へ 乗り 、 事 も あろ うに 軍用 軌道 帯 、 
それ も [キリ ング ・ ム ー ン ] へ の ラン デザ ヴー・ ポ イン ト に 向かっ て い 
く で は な いか ./ [キリ ング ・ ム ー ン ] は 連邦 宇宙 軍 の 誇る 最新 鋭 の 重 
戦闘 字 宙 艇 [ドラ グー ン ] の 基地 で ある 。 す で ぐ 近 くに は ワー プ ・ ブ プー 
スト カタ ラッツ レト まで 持っ て いる か ら 、 地 球 の 衛星 軌道 か ら 何 百 光 年 離 
れ だ 戦域 に で も その 戦闘 字 宙 艇 を じかに 送り 込め る と いう 途方 も な < 
剣 谷 か つ 重 要 な 施設 な の だ 。 よ く よ く の 緊急 事態 で も な けれ ば 軍 の 関 
係 者 で も いそ れ と は 近付け ぬ 第 一 種 機密 地域 で ある 。 

連絡 艇 は [キリ ング ・ ム ー ン ] の 将 官 専 エア ロッ ク 区 画 へ 一 気 に 
ドッ キン グ し た 。 

ます ます 事 で は な い ぞ と 緊張 し な が ら 司 令 部 参謀 の 案内 で エア ロッ 
ク を 出る と 、 若 い 土 官 が 1 人 、 私 の 方 へ 駆け 寄っ て 来 た 。 

「 よ な / お ッ さ ん / ロ 

お よそ る 還 人 らし か ら ぬ その 乱 鞭 な 声 を 開い た と た ん 、 私 は その 正体 
に 気がつい た 。 出 迎え の 将校 が 眉 を ひそ め る の も 構わ ず 、 私 は を いつ 
目 掛け て 叫び 返し て いた 。 」 
「 何 だ 、 小 僧 / こん な 所 で 何 を し て いる / 」 

UGCSF で 長い 間 、 戦 闘 字 宙 艇 [ホーク ] の 射手 を 務め た 私 が ペア 
を 組ん で いた 操縦 圭 エ ディ ・H・ ケ イン ……。 

私 より 二 回 り 近 くも 若い 。 ' 

UGSF 切 っ て の 乱 竣 者 と し て 知ら ぬ 者 な き 鼻 摘み 。 何 度 一 緒 に 私 
は 役 と 死地 へ 突入 し 、 何 度 絶 体 絶命 の 危機 を 突破 し た こと か 。 き わ ど 
い 所 まで 追い 詰め られ た 私 の 命 を 何 度 救っ て くれ た こと か ….。 

私 は 怒鳴 っ た 。 

「 ま た 何 か 問 題 を 起こ し た な ? 
殺 刑 の 命 を いか ? 」 

「 あ り が と よ 、 お セッ さ ん / まだ 衣 は つなが っ て ら /」 

不 敵 な 面 構え に 満面 の 笑い を 浮か べ な が ら 6 役 は 私 の 肩 を 抱い た 。 

ケイ ン の 還 服 の 標 草 が つい て いる の に 私 は 気がつい た 。 

「 どこ に 居る の か と 思っ て いた ら 6、 辺 境 に 飛ば きれ て いた の か / 

何 か ま た 突っ 張ら か ッ て 島 流し を 食らっ た と 見 える な …… え ? 」 

私 は 心 を こめ て その 眉 し い 肩 を 殴り 付け た 。 


この ゴロ ツキ 野郎 奴 / と うと う 銃 


' ゼ セッ さん 、 ウ ィ ム ス の 一 件 は 知っ て いる の か ? 」 

衛星 基地 の 一 角 、 将 校 宿舎 の 豪華 な 応接 室 へ 落ち 着い た 途 端 、 ケ イ 
ン は こん な 事 を 言い 出し た 。 

「 ウ ィ ム ス 7」 

「 そ う 、 ウ ィ ム ス 、UIMS、 自 律 行動 する 侵 機 械 集団 」 

「 ああ …… それ か 。 聞 いた 事 は ある 。 そ れ が どう か し た の か ? 」 

ケイ ン は 言っ た だ 。 
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らい UINO が 0 あ 貞 2 4 」 

「 つ い に 、. 動き 出し だ ?」 
あん ま り 計 突 な 語 な の で 、 私 は 睦 時 返 し に 言っ だ 。 

「 動 き 出し た と は どう いう 意味 だ ? 」 

「 ま ぁ 、 聞 き な よ 、 ゼ ッ さ ん 」 

い お ッ さん / は 止 し て くれ ん か 。 何 時 に な っ て も 判ら ん 福 だ ……」 
し か し 、 そ ん な 私 に 構わ ず ケ イン は 続け た だ 。 

「 イ プシ ロン 星 域 に 進出 し て いた 無人 警戒 探査 機 が な 、 異 常 な エネ ル 

ギー 放出 を 探知 し た 直後 、 何 者 か に 破 壌 さき まれ て し まっ だ ……」 


エリ ダス ヌス 座 の イプ シロ ン 星 域 と 言 を ば 、 連 邦 政府 や 連邦 宇宙 車 の 
手 が 軽 く 届 く 星 域 で は な い 。 警戒 探査 機 が 配置 され て いる だ け 、 連 邦 
の 境界 ぎり ぎり 、 涯 の 涯 みた いな 場所 な の だ 。 

「 連 絡 し て 来 た エ ネル ギー 異常 放出 の レベ ル は 具 事 じゃ な いし 無人 探 
査 機 は 破壊 きれ ん た だ たから それ 以上 調べ よう が な い …」 
ケイ ン は 続け た 。 


「 そ れ で 俺 が 偵 祭 に 行っ だ 」 
著 首 は ケロ リ と 言っ た だ 。 
「 偵 察 に 行っ た ? イプ シロ ン 是 域 ま で か ? 
1 生計 
「 絵 軍 (連邦 宇宙 軍 絵 司令 部 ) が そん な 強行 偵察 を 許可 し た の か ? 
を ん な 作戦 は 知ら な か っ だ …… o 
それ に し て も 、 貴 様 み た い 、 な 乱 野 な 着 僧 を 強行 條 守 に 出す た ぁ 、 絵 
軍 に も 気 の 利 い た 奴 が いる も ん じゃ な いか の …" コ 
私 は ちょ っ と 嬉し く な っ た 。 
技量 か ら も 肝っ玉 か ら も 、 
抜い て いる の は 、 広 い 宇 宙 に 俺 1 人 だ と 思っ て い だ の だ ……。 
し か し 、 昼 然し し て ケイ ン は こん な 事 を 咳 く で は な い が か 。 
「 気 が 衝 い て いる ん だ か 、 性 根 の ある 奴 が UGSF に いな いん だ か …"」 
「 ど うい う 事 だ ? 
[ホー ク ] の 密集 編隊 で 強行 突入 し た ん だ ろう ? [コン ステ レー ショ 
ン 級 ] くら い は 支援 に 随 航 し た ん だ ろう に 」 
「 い いや 」 
「 連 邦 宇宙 軍 た ぁ あいう も の の 、 辺 境 派遣 軍 の 装備 は お 粗末 な も の よ 。 


如 前 が か ? 」 


セッ きん も よく 知っ て いる じゃ な いか 。 い くら 絵 軍 か ら の 命令 で も お 
いそ れ と 機材 の 手当 は つか ね ぇ 」 

を それ は まぁ 、 そ うだ が の の 。 

「 すず す に eeeees 1 


「 そ れ で 、 俺 が 行っ だ 」 
「 前 が 行っ た ?」 


サン 

「 つ まり 、 お 前 が …… 1 人 で か 7?」 
まる か 本 る 

「 そ うだ よ 」 

な ん ょ 言う 赴 革 な "の 。 


「 辺 境 派遣 軍司 令 は 貴様 に を そん な 無茶 な 命令 を 出し た の か 『7」 
「 ぃ や 、 語 令 部 が ほん と に 困っ て る か ら 俺 が 志願 し て や っ だ の 3」 
「 志 願 し て 、 や っ た だ た?」 
「 だ っ て 、 皆 、 ど ビビっ て や が る か ら 可 哀 を うに な っ て き 。 それ に 面 日 
を た うだ っ だ し …… o 事実 、 面 昌 か っ た で ぜ 」 
ヾ 面白 か っ だ / な ど と 言っ て いる 話 か ……*。 
「 俺 は 脚 (航続 距離 ) を 目 一 杯 伸ばし た 改装 強化 型 の ホー ク で ベー タ 
4 ら 単 機 、 イ プシ ロン 星 域 へ ワープ し た だ 」 


あま り の 事 に 返事 も 忘れ 、 私 は ケイ ン の 不 敵 な 顔 を 見 詰め る ば か り 。 
2 し て や っ と 菩 っ た 。 


「 よ く 無 事 で 帰れ た な ……。 脚 が も っ た の か ……?」 

「 な ん と か …… な 。 際 どい 所 だ っ だ 」 そ し て 役 は 続け た 。 

「 を し た ら 、 イ プシ ロン の 惑星 ドグマ ス に だ ぜ 、 甚 星 ひ と つの エネ ル 
ギー を そっ くり 使っ た と ン で も な い ビ ー ム 兵器 が 完成 し か け て いた だ 」 

「 ビ ー ム 兵 装 / 」 

「 そ れ も 、 完 成 問 近 で エネ ルギー は 了 臨界 に 達し 


か け て いる ん だ 。 つ ま 


トト ee 


り 、 す で ぐに で も 発射 が で きる 庄 勢 だ ……」 


私 は や っ と 言っ た 。「 そ れ が 、UIMS の 仕業 だ と 言う の だ な ?」 

「 を う 、 術 星 軌 道 か ら 量 の 上 まで 、 見 だ 事 も な い 生 成 い 失 靖 笠 
重 一 十 重 だ 。 お まけ に 俺 が 伝送 し た 偵察 デ ゲー タ か ら 司 令 部 が その 巨砲 
の ビー ム の 弾道 を 外 挿 し て みた ら 6 照 準 は も る ろ 太 陽 系 、 そ れ も ピ タリ 、 
地球 に 向い て いた …… 」 『 デ 

大 変 な 事態 だ 。47 光 年 $ 離 れ て いる と は 言え 、 惑 星 1 個 の エネ ル ギ 
ー が 、 そ の まま ビー ム と な っ て 地球 を 細 う の だ ……。 

ケイ ン は 続け た 。 

「 報 生 を 受け た 総 軍 は 腰 を 抜か し や が っ て 、 コ ー ト 名 を | プロ ジェ ク 
ト ・ ド ラグ ー ン ] と し て 対策 会 議 を 慌て て 招集 し だ 」 


「 梁 な 」 

し か し 、 0 いい 」 

ケイ ン は 簡単 に 言っ て の けた だ 。 

1 と ニャ リ > 楽 っ た 収 は エン で も ない 事 を 間 い 出し た の で ある 。 


「 だ か ら お セッ さん 、 一 緒 に 行こ う よ 」 
何 ょ 言う こと を の"… ゾ 
「 ぉ ッ き ん と 俺 が 組め ば 簡単 だ と 思う 」 
条 ッ 気 に と られ て いる 私 に 構わ ず 、 ケ イン は 到 板 あっ る ず 
「 重 戦闘 字 宙 艇 の [ドラ グー ン 」 で 、 央 の 中 城主 2 
ャ ノン シー ド ] は 潰せ る 」 ング 
重 戦闘 宇宙 艇 ドラ グー ン 」。 開発 デ " 
NN て - これ まで 


1 急 e テ ーー 


に ピーー 


人 の fitg 
ー 生 うさ ミノ レ トン : 人 英 役 少 仁 が 一 緒 
態度 を 変え や が っ て 、 あっ きり オー ケイ し た 」 


em 


ま op の 〈 ic o 私 は や 、・ ンコ と 言 旨 つ y で ーー cdodi 
「 所 前 は [ドラグーン] の 操縦 経験 が ある の か ?」 ーー 
「 あ る 訳 な い 。 艦 隊 司 令 部 の 虎 の 子 だ 」 ' 
「 1 隻 だ け で 行く の か ?」 
「 な うだ まま 』 
「 ま っ た く ……。 何 と 言う 乱 凌 な 奴 だ 」 


「 で も ね 、 下 手 に 何 機 も の 編隊 を 組む より 敵 に 探知 されない か らい い 」 
ケイ ン は 事 も な げに 言う 。 

まぁ 、 こ の 野郎 と 過ごし た 日 々 の 事 を 考 を ん えれ ば ……。 

も と も と ケイ ン と 言う 奴 は 、 軽 々 し い 法 螺 を 吹く 男 で は な い 。 自信 
が あれ ば の 事 だ 。 を それ で も 、 い きき か の 年 長者 と し て 訓 戒 も 与 えて お 
か な けれ ば な る まい と 、 私 は わざ と 分 別 臭く 言っ た 。 

「 い いか 、[ ドラグーン] に プロ トン 加速 粒子 砲 が 28 門 寺 っ て る くら い 
で 調子 に 乗る と 、 そ れこ を 酷い 目 に 遭う ぞ 。 

プロ メ テ ウ ス 星 系 で 、 化 け 物 みた いな 重 戦 闘 宇宙 艇 に マク リ を 掛け 
られ て 半 さ ソ か いた だ の が と どこ の 鍼 鬼 だ か 覚え を て いる の か ?」 

ケイ ン は ちょ っ と 苦笑 し な が ら 言 っ だ 。 


「 プ ロト ン 砲 に 頼っ て る 訳 じ や ゃ ね ぇ よ 。 まぁ 、 1 門 は セッ さん に 転 
て 貰う 訳 だ が ね 。 それ より 俺 は 、 だ だ 、 和 久し振り に ゼ ッ あのー 
ひと 半 れ し だ た い だ け な ん だ よ 。 久 し 振り じゃ や ねぇ か "("。 な あ 」 
ケイ ン は ひど とく 子供 っ ぽい 笑顔 を 浮か べた だ 。 
それ で も (si らい 
「 1 門 は 俺 し し て 、 あ と 27 人 の プロ トン 砲 の 射手 どっ て すでに は 手当 
て も る つく まい 7?」 
と ころ が の 
' も うつ いて る 」 
第 条 
「 司 令 部 に な “今度 の 隠密 作戦 に は ジョ ン ・ ハ ミル トン 予備 役 少佐 が 


射撃 指揮 官 と し て 参加 する ” と リー ク る せ だ た ら 、 だ ち ま ち 機 動 宇 宙 師 
団 か 6 志 願 者 が * 天 | よ 」 
私 は 楽 れ て し まっ だ 。 
「 勝 手 な こと を 抜か し な っ て ……」 
「 だ っ て 、 お セッ きん は 引き 受け る だ ろ ?」 


- ケイ ン は 私 の 反応 を 肝 っ て いる 。 


培い すす 


「 それと も 、 こ ん な 剣 谷 で 面白 い 作 戦 を 断る 気 か ね ……? 」 
「 い や ……… それ は まあ …… 」 
それ し か 答え よう が な か っ だ 。 


私 が ケイ ン に 呼び 出し を 食らっ て か ら 5 日 目 、 射 手 や オペ レー タ な 
ど を 含め て 32 人 、 我 々 は 火星 の スキ ャ パレ リ 基地 に 出向 き 、 フ ォ ボ ス 
華厳 で ロー ルアウ ト し だ ばかり と いう ピカ ビ ピカ の 重 戦 闘 宇宙 艇 [ドラ 
グー ン ] を 信 収 し た 。 

の 

、 あ と は 最新 の 火器 管制 シス テム を 頼る 事 に し て [ドラ グー ン 」 
C で の まま 季 に 戻り 、 出 撃 準 備 を 完了 し た 。 
! mm 88 7m、 和 際 2 66m。 鋭く 突き 出 た 機 首 


ーー ん 人 相席 Dr ) ば よかっ た と 四 
「 生 条 MEWAA 


人 3 
| つか の ォ プション が の り 、 に ー ム の 中 時 


い ! 厳 しい? 命中 精度 を 要求 
テー 


且 間 凍 前 間 陣 前 
が ね 、 セ ッ さ ん ?7 


だ か ら こ ん な や り 取 り を イン タコ ム で は あ ン まり や り だ く な か っ だ 
の だ 。 射手 に と っ て も 他人 ご と で は な い の に ……。 

疾 に 障る か ら 、 や む な く 破壊 力 優先 モー ド を 選択 する 事 に し た 。 を 
れ だ け 了 照準 に 神経 を 集中 する し か な い 。 


隠密 作戦 な の で 見 送り も な く 、 我 々 が 乗り 込ん だ 戦闘 字 宙 艇 [ドラ 
グー ン ] は 、 演 習 に で も 出掛け る 風 に を その まま [キリ ング ・ ム ー ン 」] 
の ドッ キン グ 区 画 を 離れ 、 基 地 の 端 に ある ワー プ ・ プ ブー スト カタ パル 
ト 施 設 の 方 へ と 移動 を 開始 し た 。 

太陽 幅 射 を 押 き ぇ る 為 、 白 を 基調 に し た 色とりどり の 塗装 が 施さ きれ 
だ 恐ろし く 入 り 組ん だ 巨大 な 基地 構造 物 の 間 を 縫う よう に 、[ ド ラグ ー 
ン ] は 4 本 の 支持 脚 を 降ろ し だ まま 移動 し て いっ た 。 

を そし て その まま 、 カ タッ パント に 進入 し て 最終 点検 が 完了 する と 、 や 
が て 正面 の シャ ッ タ ー が 開き 、 その 和 興 に ワー プ ・ ト ン ネ ル が 現れ た 。 
それ と 同時 に 

リー ー ブ プ 進 入 60 秒 前 /? 

ー ブ プ 管 制 所 が 秒読み を 開始 し た 。 
6 に 。 


\。4。、 きす 9。 1。 0 


弾 か れる よう な 勢い で 重 戦闘 宇宙 艇 [ドラグーン] は ワー プ ・ ト ン 
ネル 内 部 を 突進 し 始め た 。 
* 操 縦 土 か ら 身 撃 指 揮 表 / 


- プ 。 md > qoo = 


眼 の 時 む よ う な 加速 の 最 中 だ と いう の に 、 突 然 、 
気 な 声 が 呼ん で 来 た 。 

「 操 綻 士 ど う ぞ 」 

や む な く 応答 する 。 

^ い いか 、 ゼ ッ さん 

まだ セッ る ん” な ん ぞ と …… 

射手 た ちの 苦笑 する 気配 。 そ ん な 事 に お 構い な し に ケイ ン は 言っ た 。 
ヾ ビー ム の 曲 準 は 第 1 象限 (右上 ) に 向け て スタ ン バ イ し な 

向 

私 の 気配 を 感じ た らし く ケ イン は すでに 続け た 。 

^ バ いい か 、 こ の ワー プ 回 路 の 先 は イプ シロ ン 星 域 の 外周 だ 。 例 の 惑星 
の 真 上 だ 。 小惑星 帯 に 仕掛 け られ た 機雷 原 の と 真ん中 に 出る 。 [デス ボ 


ケイ ン の ひと どく 邊 


ss ss ol は 1 We ら 3 ey 旨 ら 左 


私 は 心 の 中 で 姓 フ だ 。 
Fr イ サ ャ 枯 トト 
分 を 無視 は 出来 な い 。 

代 び 過ぎ る カタ ッ シ ツレ ト ・ ト ン ネ ル の 壁 が 上 下 
こ か と 思っ た 次 の 瞬間 、 我 々 は イプ シロ ン 星 
約 な 星空 の 只 1 中 に いた 。 


3205 放 


音 方 和 = 学 か ぶ 大 小 の 小惑星 塊 
ー ル | 7 


で 、 機雷 原 は た ち ま ち 艇 首 方 


私 自身 5 トリ ガー を 絞っ た 。 

28 門 の ブロ トン 加速 粒子 砲 が 一 斉 に 火 を 吹い た 。 な に し ろ こ れ ま で 
乗っ て い だ [ホー ク 」 と 違っ て 火力 の 残 量 を 心配 する 必要 が な い 。 融 
合 炉 か ら 供給 きれ る 火器 の エネ ルギー は 無尽 蔵 に 近い の だ 。 撃 っ て 撃 

て 撃ち まく れる 。 

考え て 見 る と これ は 実に 気 が 楽 で 、 今 に な っ て [ドラグーン] 最大 
の 強み は それ な の に 気がつい た だ た 。 と に か く 《 撃ち まく り 、 迎 撃 し て 来る 
ミサ イル や 攻撃 艇 を 出来 る だ け 沢 山 片付け て 被弾 を 最小 限 に 押さ きえ ぇ 、 
機体 を 護る シー ルド 放射 の レベ ル 低 下 を 食い 止め れ ば よい の だ 。 

宇宙 機雷 [デス ボー ル ] は 1 個 が 16』 角 ほど の 大 きる さる で 、 プ ロト ン 

ビー ム な ら 1 発 で 爆発 し て し まう 。 ビ ー ム を 連射 状態 で 撃ち まく る 
た も まち 松 午 の 半分 各 が 火の玉 に な っ て 四散 し た 。 

私 の 腕 も 鈍っ て いな いと 思っ た だ 。27 人 の 射手 も 撃ち まく る 。 
^12 時 上 (正面 上 方 向 ) か ら [フェ ー カ ー」、 突 入 し て 来る /? 

敵 の 戦闘 字 宙 艇 [フェー カー」 が 5 機 現 れ た と 思う 間もなく 、 ス コ ュ 
ー ブ 全 面 が 刺し い 数 の [フェー カ ー」] で 一 杯 に な っ た 。 

UGSEF の [ホーク | と ほぼ 同じ サイ ズ の 戦闘 字 宙 艇 、 前 方 に 角 が 2 
本 突き 出 た 言 怪 な 形状 だ が 耐 被弾 作 は あま り 高 く ない 。 横 殴り に ビー 
み を 振る と 片端 か ら 爆発 し て し ま う 。 
^ ゼ ッ さ ん / お 見 事 / 

猛烈 な 騒音 の 中 に ケイ ン の 声 が し た 。 

それ か ら は も う 、 滅 > 茶 苦 人 茶 だ っ た 。 

高速 飛び交う 無数 の [フェー カー] を 片端 か ら 撃 ち 取 る だ け 
27 門 の プロ トン 加速 粒子 砲 の 射手 の 技量 も な か な か で ある 。 私 が 指揮 
する 必要 も な い ほ と 着実 に 撃ち まく っ て いる 。 

艇 首 前 方 を シ 、 か な り 大 き な 小 惑星 塊 が 重なる よう に 通過 し た 。 

ヾ セッ さん / ケイ ン の 声 が 飛び 込ん で 来 た 。 
^ い いか 、 あ の 小惑星 塊 を 見 逃す な ./ あれ は 小惑星 要塞 だ /? 

「 丁 解 / 」 

艇 首 を そっ ち へ 振る か ら 6 外す な,/? 


流れ る よう に 大 きく 移動 する 照準 スコ ュー プ が 正面 に 小惑星 塊 を ぴた だ 
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り と 捉え た 。 

な る は ほ ど oooeee 

その 小惑星 塊 の 中 央 に 、 コ アプ ロック らし いも の が 見 えて きた 。 
目 の 前 を 通過 し た [フェ ー カ ー] の 編隊 を 思わ ず 一 気 に 討 し た 。 
小気味 が よさ LA。 6 

[フェ ー カ ー] な ん か 追っ 掛け ね ぇ で 、 小 惑星 要塞 に 火力 を 集中 する 
ん だ /“ 

たち まち ケイ ン が 只 ま せ て 来 た 。 

狙え を / 早く 〈 狙 え / あの コア ブロ ッ ク に ビー ム を 連射 し ろ / 
ビー ム を 集中 する ん だ / マ “ 

ケイ ン に 煽 ら れ 、 私 は その 小惑星 要塞 に 火 線 を 集中 る せ だ 。 

な に し ろ [フェ ー カ ー」 の 密集 編隊 が 次 か ら 次 へ 目 の 前 を 通過 する 
の で 思わ すず すそ ちら 6 へ ビー ム や 向け だ 《 な る …… 

^ 要 寒 か ら 眼 を 離す な っ た だ たら, 

こっ ちの 心 の 動き を 読ん だ みた だ たい に ケ イン が 噛ま せ て 来 た 。 

バ 火 線 を 小惑星 か ら 外 す な と 言っ て いる の が 聞こ を え ね ぇ の か /“ 
ラッ / ラフ パッ / 

小惑星 塊 の あちこち に 考 像 する ビー ム の 赤い 火花 が 、 あ ッ と いう 間 
に 小惑星 塊 セ すっ ぱ ぽ り 包み 込む ほど 膨らん だ か と 思う と 、 だ ち ま ち 巨 
大 な 火の玉 と 化し て 四散 し た 。 

ヾ や っ だ ゼ ぜ / ダ グ 

よし / 小惑星 要 察 を ひと つ 幸 減 だ / 

^ 来 た / 敵 の 戦艦 だ /” 

射手 の 腕前 を 褒め る 余裕 も な し に ケイ ン が 叫ぶ 。 

と だ ん に 猛烈 な 迎撃 ビー ム が 襲い か か っ て 来 だ 。 

襲い か か っ て 来る 猛烈 な 敵 の 火 線 に 、 た ち ま と 艇 体 を 保護 し て いる 
シー ルド 放射 の レベ ル が 低下 し て いく 〈。 

糞 / 

ヾ セッ きん / 迎撃 艇 は いい か ら 戦 艦 の 砲台 を 狙え / 々 

それ と 同時 に ケイ ン は 機体 を 失 り 、 い っ た ん 11 時 か 65 時 ( 頑 上 か 
ら 右 下 ) へ 向かっ て 突入 し て 来 だ 巨大 な [ダック ボー ン ] を いな す よ 
う に 左 般 側 へ 反転 し た 。 そ し て 、 ず ら り と 並ぶ 砲台 を こち ら が 撃ち や 
全 。 。 すい よう 5 反 航 の 形 へ 持っ て 行き 、 ス コー ブ 中 央 に ぴた り と 決め た 。 さ す 
還 時 が グイン 、 見 事 な 操 艇 だ ……。 
器 還 還っ 整 て / 撃つ ん だ ./ 砲台 を 狙え た ” 狂っ た よう に ケイ ン が 喚 く 。 

っ パ っ / っ っ / っ / 
串 | 探れ 違う 戦艦 の 艦 体 上 部 に 並ぶ 砲台 が 立て 続け に 爆発 し た 。 そ の 背 
本 欠か ら ウ ンカ の よう に 襲い か か る [フェー カ ー」] の 中 を 突き 抜け て 、 
[ドラ グー ン ] は 大 きく 転 針 し 、 再 び 戦 艦 と 反 航 の 形 に な っ た 。 

胸 の すく よう な ケイ ン の 操 艇 で ある 。 

ヾ いい か / 和 側 の 砲 座 だ ./ 外す な /” 

縦横 に 飛び 交 う [フェー カー] や [タル ケン ]、[ フ ラッ ター」 の 放つ 
ミサ イル の 具 中 を 3 時 か ら 9 時 方 向 へ 戦艦 と 反 航 する 形 に な っ た 。 
般 側 に ずら り と 並 ぶ ぶ 大 き な 砲 口 が めまぐるしく 通過 する 。 


フ パ つ が 


撃て / 撃て / 外す な /“ 

ケイ ン の 絶叫 ……。 

同じ 反 航 で も 今度 は ずっ と 近い の で 相対 速度 が 大 きく 、 1 、 2 門 を 
撃ち 洩らし た 。 


\ 馬 鹿 /. 下手 く を // 老い ぼれ だ か /? 
ケイ ン の 絶叫 に や り 返 す 余 容 も なく 、 き る ら に [フェ ー カ ー」 の 大 笑 
と 撃ち 合い な が ら 、[ ド ラグ ー ン 」| は 戦艦 を や り 過 ご し 衣 尾 で 引き 起こ 


し 、 そ の まま 艦橋 を か すめ だ 。 

目 の 前 すれ すれ 、 体 当たり 寸前 に 迫っ た [フェ ー カ ー」 へ ビー ム を 
撃ち 込み 、 機 体 を バラ バラ に 四散 させ る 間もなく 〈 く 、 急 降下 する こち ら 
の 眼下 に 巨大 な 母艦 [ドル ド ヴ ァ 」] が 現れ た 。 

その 周り に は [フェ ー カ ー」| や [フラッ ター| な ど が うようよ ょ 遊 て 
し て いて 猛烈 に 撃っ て 来る 。 

気がつく と シー ルド ・ レ ベル は 8596。 

戦艦 が 壊 減 し た と いう オペ レー タ の 声 を 聞く 間もなく 猛烈 な 火 線 が 
襲い か か っ て 来 た 。 

その まま 艦 首 すれ すれ に 接近 し て いく 〈 く [ドラグーン] は 、 大 きく 反 
転 し て 軸線 に 沿い 、 一 気 に 航 過 し て か ら 再 び 反 転 
^ 離 床 甲 板 に 突入 する ぞ / 動力 炉 を 狙う ん だ / ン 

ケイ ン ら し い 捨 て 身 の 戦術 だ 。 

彼 が 叫ぶ うち に [ドラグーン] は 離床 甲板 へ 一 

追い に すがっ て 来る [フェ ー カ ー」 を 立て 続け ! 
正面 に 、 離 床 甲板 の 壁 が 見 る 見 る 人 迫っ て 来 た 。 

迎撃 の [フェ ー カ ー」 も 必死 で ある 。 

動力 炉 を 狙え ./ 動力 炉 だ ./ 正面 を 狙う ん だ . 

正面 を 狙え を だ と …… ? | 

見 る 見 る 迫っ て 来る 待機 甲板 の 突き 当たり 、 黒 い 
何 か が 回 転 し て いる 。 

ヾ あれ を 狙え ./ あれ が 動力 炉 だ / ィ 

皮 い ビー ム が その 部 分 へ 一 斉 に 細 い か か っ た 。 

目指 す 動力 炉 は 見 る 見 る 大 きく な っ て 来 た 。 

15m も あり そう な 巨大 な 円 盤 の 基部 か ら 炉 心 制 和 
4 本 徒 え 立ち 、 一 緒 に 回 転 し て いる 。 

見 て いる うち に ビー ム を も ろ に 浴び た ネイ ル が 1 
本 と ケシ 飛ぶ うち に 動力 炉 は ぐん で ん 迫っ て 〈 る 。 
込み な が ら 叫 ん だ 。 
撃て / 撃つ ん だ / ネイ ル を 1 本 残ら 6 ず 破 壊 3 

また 1 本 が 爆発 を 起こ し て 吹き 飛ん だ 。 | 

撃て / 撃つ ん だ / セッ さん / 火 線 を 絞れ 58 
こえ ね ぇ の か /” ケイ ン が 喚 き 続け る 。 
1 本 残ら ず 破 壊し な けり ゃ 駄目 だ / 1 本 も 残 3 

つい に スコ ー プ グ 面 一 杯 に 迫っ た 動力 炉 を めがけ で 

駄目 だ 。 

集中 する ビー ム は 最後 の 1 本 の 基部 で 火花 を 散ら し て いる の だ が 、 
回 転 に よっ て 相対 角度 が 変化 する か ら ど うし て も 爆発 まで いか な い 。 

破壊 力 優先 で 命中 精度 が 鋭 す ぎる の だ 。 ケ イン も な ん と か [ドラ グ 
ー ン ] の 砲 座 を 有利 な 射 角 へ 持ち 込 $ も うと する の だ が ……。 

*1 本 残ら ず 破 壌 し な けり ゃ 駄目 だ ./ 1 本 も 残す な / ビー ム を 集 
中 きせ ろ /? 

だ か ら 言 っ た じゃ な いか 。 こ の 小僧 奴 が / 
計 に と っ て お お きる えす れ ば ………。 

一 瞬 そ ん な 事 が 脳 青 た 走っ だ 時 、 回 転 す る 動力 炉 に 突き 出 た 最後 の 
ネイ ル が 吹き 飛び 、 円 盤 自 体 が 乱 熱 の 笑 に 包ま れ 、 だ た ち ま ち 辺 り は 火 
の 海 に な っ た 。 
脱出 する 7? ' 

ケイ ン は 乱 芝 に 艇 首 を 振っ て 甲板 区 画 か ら 6 脱出 を 開始 し た 。 

を し て 背後 を 振り 返っ た 時 、 そ こ に は 地獄 絵 が 展開 し て いた ……。 

暗黒 の 星空 を 背 に し て 、 紅 蓮 の 業火 に 包ま れ だ た まま ノロ ノロ と 最後 
の 航 進 を 続け て いた 巨大 な 母 艇 が 、 見 て いる うち に 良 壊 を 始め 、 そ の 
凄惨 な 修 苺 場 か ら 人 退避 す る 大 小 様々 な 宇宙 艇 の 阿鼻 叫喚 も 聞こ えて 来 


命中 精度 の 幅 を 少し 祭 


* 物 凄 エエ …… ダグ 

ケイ ン の 人 息 を 邊 む 気配 が 伝わっ て 来 た 。 
ヾ ぶる さす が の 俺 も こん な 景色 は 見 た 事 が ね ぇ …… な あぁ あ 、 ゼ ッ さ きん? 
「 お お の ……。 イ シュ カン 星系 決戦 も ここ まで じゃ な か っ だ ……」 


恐ろし い 勢 いで 飛び 交 う [フェ ー カ ー] を 片端 か ら 撃 墜 し な が ら 私 
は 言っ 2 

ふと 気が付く と 、 我 々 は 、 想 像 を 越え る 規模 の 衛星 軌道 防御 陣 を 突 
破 し 壊 減 き せ て いた こと に な る …… 


ーー ーー 


ディ ーーー 2 


惑星 地表 へ 降下 する ぞ /“ 
「 了 人 解 / 」 


敵 の 混乱 に 乗じ 、 ケ イン は その まま [ドラ グー ン 」] を 一 気 に 惑 星 表 


面 に 向け て 降下 る せ 始 め た 。 
いよ いよ 、 目 指す 惑星 に 突入 だ 。 
ぐー っ と [ドラ グー ン ] の 艇 首 が 惑星 地表 へ 転 針 し た 途 端 、 物 凄い 
空力 発熱 が 起き て 、 あ ッ と いう 間 に 周 囲 は 真 ッ 赤 な 秋 に 包 
私 は 言っ た 。 
「 射 撃 指揮 官 か ら 操 縦 士 へ 」 
こち ら 操 縦 士 /“ 


まれ だ 。 


入 し た 。 減速 が 利 い て 空力 発熱 は た な ち ま ち 収 まっ た 。 外 は 灰色 。 


よほど 温度 の 高い 惑星 らし く 、[ ド ラグ ー ン ] は 密 寺 の 中 を で ん で ん 
高度 を 下げ て いっ た 。 
「 こ の 下 は 峡谷 だ な 」 
レー ダー ディ イス プン レイ に 眼 を や りな が ら 言 っ た 。“ 峡 谷 を 抜け た 先 が 
[キャ ノン シー ド ] へ の 入口 だ ? 
きっ / と 雲 の 下 に 出る と 、 褐 色 の 大 地 が 広がっ て いて 、 そ そり 立つ 
岸 の 間 を 縫っ て 狭い 谷 が 続い て いる 。 
^ 来 た / 6 時 か ら ( 艇 尾方 向 ) [プル ー・ フ ライ 」/“ 
ケイ ン が 言い 終わ る 前 に 、 迎 撃 機 の 編隊 が 追い 抜い て いく 〈。 
それ に 向かっ て 背後 か ら ビ ー ム を 浴び せる と だ ち ま ち 墜 落し て いく 
「 意 外 と ヤ ワ だ な 」 撃 ちな が ら 思 わ ず 咳 いた 。 
バビ ー ム が 甘い せい よさ 
途 端 に ケイ ン が 答え た 。 
^ バ モー ド 変 更 で 命中 域 が 広 ヵ 
じゃ 済ま ね を ぞ ……? 
う ね う ね と 続く 険しい 峡谷 の 谷底 か ら 、 ケ イン は 一 気 に 艇 首 を 引き 
起こ し て 山頂 を か すめ その 先 の 荒野 に 突入 し た 。 
目まぐるしく 削 走 する 装甲 車 か ら の 爆雷 が 立て 続け に 迷 像 する 。 
「 玖 …… が 
地上 を 総 装 に つ > 走る 装甲 の 動 き が 日 ま ぐる し く て な か な か ビー 
命中 し な い 。 シー ルド が 見 る 見 る 609% を 切っ て いく ……。 
* ヾ お い / 頼む だ で 、 セ ッ さ きん /“ 
弄 りか ね た ケイ ン が 悲鳴 を 上 げた 。 
さも う 一 山越 を た 向こう に は 砲台 が うさ 25 
ー ル ド を 下げ る な / ン ツ 
下げ た く て 下げ て る ん じゃ ね ぇ / と 色 鳴 り た か っ た が 、 


広がっ だ か ら な ん と か や っ て る が 、 こ の まま 


待ち も 構え て いる ん だ 。 シ 


あっ と いう 


o】 


間 に 艇 首 を 引き 起こ し た 先 の 荒野 一 面 に は 、 ケ イン の 言う 通 
つの タイ プ の [タワ ー・ キ ャ ノン |] が ひし めい て いた 。 
突入 し て いく [ドラグーン 」 目 掛け て 一 斉 に 不気味 な ビ 一 ム を 撃ち 


り 大 小 2 


上 げ て 来る 。 こ ちら も 負け じ と 撃ち 返す が な か な か 命中 し な い 。 
[フラ ッ タ ー] が 襲い か か っ て 来る 。 そ こ に [ブル ー・ フ ライ 」 の 編 
隊 が 履 の よう に 急降下 し て 来 た が 半分 は 木 ッ 端 微塵 に な っ た だ 。 
続い て [タワー・ キ ャ ノン ] が 立て 続け に 数 基 吹 き 飛ん だ 。 
し か し 、 シ ー ル ド は 45%6 / 
を こみ 
^ ぢ お い / お ッ 8 ん / 
j に 岩 え て いる 。 


ー] だ / レミ イオ レッ ト ・ ビ ー」 を 繰り 出し て 来 


思い 相手 ど ぞ /” 

上 か ら 見 事 な 編隊 を 組ん で 一 気 に 突 入 し て 来る 異 
に 真紅 の 熊 ン 峰 み た いな 攻撃 機 の 敏 捧 き / 
満足 に 追尾 出来 ず 、 数 機 を 撃墜 し た だ け で レバ イ 
編隊 が 正面 か 6 一 航 過 し だ た だけ で シー ルド ・ レ レベ 
か け て いる 。 

に と ケイ ン が 散 を 巧み に も っ て いく の で 、[ タ ワー 
り 破壊 し つつ ある が 、 真 紅 の 化け 物 の 敏 捧 る に ビ 
ます る の は 至難 の 業 で ある 。 

バイ オレ ッ ト ・ ビ ー」 の 編隊 を 追尾 する 形 で [ タ 
を 通過 し だ た とき 、 シ ー ル ド は 35%……。 


[キャ ノン シー ド ] だ /? 
る に 艇 の 正面 、 褐 色 の 大 地 に 現れ だ た の は 
色彩 に 彩 ら れ 、 精 和 な 煙 き を 放つ 生き て いる 二 
エネ ルギー を そっ くり まとめ て 構築 きれ た その 可 
まじ い 姿 を と う 形 容 す れ ば いい の か ……。 
が 人 砲 日 で ある 。 
な あぁ /」 
や いた だ 。 
ケイ ン の 声 も 震え て いる 。 
それ ぉ も 一瞬 の 事 だ っ た 。 
奮 く 宝石 の 樹 か ら 一 気 に 急 上 昇 し て 来る の は 雲 霞 の よう な [| バイオ 
レッ ト ・ ビ ー] の 大 編隊 で ある 。 息 づく 鮮烈 な 光 点 の 塊 [キャ ノン シ 
ー ド ] を 背 に し て 追っ て 来る 攻撃 機 の 姿 は ドキ リ と する ほど と 美しい 。 
「 間 違い な い /」 
私 は 自分 が そん な 事 を 忠 
「 こ れ は 他 星 人 の 仕業 だ / 
に は 創れ な い /」 
ぶな ?? ケイ ン も 素直 に 言っ た 。 
ウッ まん 65 る う 2 思う だ ろう 5 7“ 
そん な や り 取 り も 終わ ら ぬ うち に 急上昇 し て 来 た [バイ オレ ッ ト ・ 
ビー] 424 ま まり 0 
あと は 撃っ て 撃っ て 撃ち まく る だ け …… 
し か し 、 の ら hm ら か に UGSE の 擁 す る どん な 戦 
闘 字 宙 艇 を も 上 回 っ て いる の は 明らか で ある 。 
NN / ク 
艇 首 最前 部 の 操縦 席 か ら ケ イン の 悲鳴 と も 喚 き と も つか ぬ 声 が し た 
と 同時 に 、 紅 の 鋭い 艇 体 が も ろ に 迫っ て スコ ー プ 面 が 一 瞬 曰 く な っ だ 。 
衝突 で は な い 。 体 当たり だ 。 敵 は 体 当 た り を か け て 来 た / 
続い て も う 1 機 、 き 8 ら に も う 1 機 / 
ハイ ・ チ タン n 十 で 造ら れ て いる [ドラ グー ン 」 の 艇 体 は びく と も 
し な い が 、 そ の だ びに シー ルド ・ レ ベル が 低下 し て いく 
は 
うに ケイ ン は 高度 を 取り 、 そ の まま [ドラ グー ン | を [キャ ノン 
ド ] の 真 上 に 持っ て いっ た 。 
^ 突 入 す る ぞ “ 


いて いる の に 気がつい だ 。 


人 間 の 創っ た も の で は な い 。 こ れ は 人 間 
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[ ドラグーン] は 一 気 に 垂直 螺旋 降下 を 開始 し た 。 
[バイ オレ ッ ト ・ ビ ー」| が 執 拓 に 迎撃 し て 来る ……。 

こち ら の ビー ム 連 射 で 立て 続け に 撃墜 し て いく が 、 
光 の 渦巻 く て トン ネル は どこ まで も 続く 。 

ヾ この まま [キャ ノン シー ド ] の モン ター 

艇 首 を 失 り 込み な が ら ケ イン が 叫ぶ 。 

その 時 で ある 。 ス コープ の 正面 、 つ まり 砲 日 の 底面 に 何 か 見 えて 来 
だ 。 何 か 扉 の よう な も の が スラ イド し 始め て いる 。 

対 井 シャ ッ タ ー だ / 我々 の 突入 を 食い 止め よう と し て いる / 

* 問 に 合わ ね ぇ / イ 

叫び な が ら ケ イン は 艇 首 を 引き 起こ し た 。 

に ダク ト が 開い て いる と 思っ だ 時 、 す で に ケイ ン は その ダク ト 

- [ドラ グー ン 」 を 突入 きせ て いた 。 

包 す 3 ダク ト の 中 を 飛び 交 う 真紅 の 燕 み た い に レバ イオ レッ ト ・ 
ビー] が 執 益 に 迎撃 し て 来る 。 ビ ー ム を 浴び せれ ( は に 撃墜 で きる 
の だ が 何しろ 運動 性 が いい し 、 も ろ に 撃っ て くる 、 一 気 に 体 当 た り を 

か け て 来る 。 と て も 十分 に は 対応 で き な い 。 

閉じ 始め だ 対 爆 シ ャ ッ タ ー が 目 の 前 に 迫る 。 す か る ず ビ ー ム を 浴び 
せ 、 た ち ま も 破壊 し た 間隙 を 街 い て 突入 し た と 思う 間もなく 、 ま た も 
CO ジー、 生じ て も うー つ 、 き もら に も うつ の"。 

[バイ オレ ッ ト ・ ビ ー」 の 執 提 な 攻撃 は 続き 、 シ ー ル ド は も う 25%。 
問 な / マ 

ケイ ン の 叫び と と も に [ドラグーン] は ダク ト を 抜け て 恐ろし く 広 
大 な 球形 ドー ム の 中 に 飛び 出し た 。 

その 中 央 に 上 か ら 伸 びている 400m も ある 巨大 な 柱 ……。 

「 あ れ が セン ター・ ポ ー ル だ な /」 

間違い な い 。 

その 周囲 を [| バイオレット ・ ビ ー」] が 狂っ た よう に 旋回 し な が ら 護 
衛 し て いる の は 、 こ の 桂 こ そ 地 球 を 狙う ビー ム 砲 [キャ ノン シー トド 」 
の 心臓 部 の 核心 で ある 事 を 物語 っ て いる 。 

こち ら の 侵入 に 気がつい た [バエ イ オレ ッ ト ・ ビ ー] は 一 斉 に 襲っ て 
来 た 。 体 当たり な の か ビー ム の 命中 な の か も 判別 で き な い ほど の 潜 ま 
じい 反撃 で ある 。 シ ー ル ド は 低下 す る 一 方 ……。 

ケイ ン は [ドラグーン] を その [モン ター・ ポ ボー ル 」 目 掛け て 突進 
させ て いっ た 。 

や が て 巨大 な 柱 の 間 に ス リッ ト が あっ て 、 そこ で 何 か が 回 っ て いる 
の が 見 えて 来 た 。 


万 華 鏡 の よう な 


・ ボ ー ル まで 届く の か な 7? 


小僧 / あれ か 7 あれ が [スパー ク ・ ビ ッ ト 」 だ な ?」 
^ あ れ だ ./ あれ を 潰せ /“ 
mw/ 。 ピー ーッ すす ーW/ 


突然 、 艇 内 に 警報 ブザー が 鳴り 始め た 。 

つい に シー ルド ・ レ ベル が 209% を 切っ た の だ 。 レ ミイ オレ ッ ト ・ ビ ー]」 
の 強烈 な 攻撃 は 我々 に 致命 的 な 打撃 を 食わ せ か け て いる 。 

[あれ だ な /」 ' 

スリ ッ ト の 間 で 回 っ て いる 4 個 の 球状 の 物体 。 あ れ が 地球 を そっ く 
り 壊滅 る せる 事 も 出来 る と いう [キャ ノン シー ド 」 の 核 ……。 
急げ ./ 時 間 が な い ぞ ./ あの 球 に ビー ム を 集中 する ん だ / 
ム で 追尾 し ろ /“ ' 

を その ブルー の 球体 は 、 お 
ぐる 回 っ て いる だ け で ある 。 ンー ビー ム を 正確 に 浴び せる の は 簡単 
な よう に 見 えて 実は 難し い 。 E 和 い の で 、 ビ ー ム を 執 
間 D hi ド も しない の だ 。 

) ほ ら Pe サ / だ ーッ ゼーw/ デー ッ ゾ 

警報 音 が 執 拓 に 鳴 9 続け る 。 

こち ら か ら 見 れ ば 球体 は 左 か . ら 5 右 、 右 か ら 6 左 へ と 周期 的 な 往復 運動 
を し て いる だ け な の だ が 、 こ れ が どう に も る 上手 くい か な い 。 
急げ / 時 間 が な い ぞ /? ケイ ン が 叫ぶ 。 
^ 球 に ビー ム を 集中 する ん だ ./ ビー ム の 追 尾 を 続け ろ /” 

ロー ツメ / 旨 デ ーッ ーー ・ P デ ッ タッ 

突然 、 ビ ー ム を 浴び 続け る ブル ー の 球体 の ひと つが 赤 紫 に 
4 メ . あと mo 品 写 /“ 

赤 紫 の 球体 が ビー ム に 耐え 切れ ね よう に 真紅 へ と 変化 し 、 苦 問 す る 
ょ うに ひと 揺れ し て パ っ / と 爆発 し た 。 


ヾ 
ーーー 


呈し た だ 。 。 


や っ た だ / 人 急げ./ あと 3 個 あ る ぞ / ン 

続い て も 5 1 発 が 炎 に 包ま れ た 。 。 
続い て も う 1 発 。 

^ 時 間 が な い / ダ 


ビー ム が 最後 の 球体 追う が 、 突 然 を の 球体 の 動き が 早まっ た 。 


Or/ cow/ ーッ ーー み / 
もう 時 間 が な い ./ ダ 
シー ルレ ド ・ レ ベル は も う 0 に 近い 。 
駄目 か ? 
は る ば る ここ まで 突入 し て 来 て …… 9 
球体 が 赤 味 に 変わ っ た / 
2 リプ 名 上 語 だ / 
執 協 に 追い すがる ビー ム を 外す よう に 球体 が 加速 し 7 
に の し 1 上 


球体 は 赤 に 変化 し た 。 

そし て 最後 の 球体 が 爆発 し た 途 端 、 惑 星 全 体 が 揺れ る よう な 衝撃 が 
aa 

* 脱 出 だ / 々 

「 急 げ .,/ あと は 任 す ぞ 、 
バ セ ッ さ ん / ン 

一 気 に [ドラ グー ン ] を 加速 し て 脱出 に 向かう ケイ ン の 声 が 、 も う 
陽気 き を 取り 戻し て いる 。 

* 面 日 か っ だ な / 

と う や ら 俺 達 は 地球 を 救っ て や っ たらしい ぜ /? 


小僧 7 」 


操 綻 放 に いる ケイ ン の 子供 みた いな 笑顔 が 見 える よう な 気 が し た 。 
「 そ れ よ りな 」 


私 は ケイ ン の 声 に 答え た 。 

「 射 手 た ちの 腕 は 見 事 だ 。 任 せ て 大 丈夫 だ 。 だ か ら 、 今 度 こ の 星 域 に 
乗り 込ん で UIMS の 息の根 を 止め る 時 に は な 、[ ド ラグ ー ン ] 2 隻 の 密 
集 編 隊 で 行こ う ぜ 。 

も う 1 隻 は 俺 が 飛ば す 」 

ケイ ン の ニヤ リ と する 気配 が 伝わっ て きた だ 。 

「 それ か ら な ……」 私 は まく し 立て て いた だ 。 

「 こ の まま ワー プ し て 地球 に 戻っ た ら な 、 す ぐ で フォ ボス の 艦 政 技術 本 
部 へ 乗り 込 $ も う ぜ 。 そ し て [ドラグーン] の 火器 管制 モー ド を ……」 
ティ ツ 潜 ん 411 78 ん 


ケイ ン の 放 肉 っ ぽ 授 っ て 上 科 た 。 
さぶ を の 前 ( と か 
お ゼ ッ さ ん の 現役 復帰 の 申請 を 出 を う ぜ ……? 


それ も そう だ な …… と 私 は 思っ た 。 
^UGSE の 偉 いる ン 達 は な 、 嬉 し る 余っ て きっ と 泣く ぜ ……? 
ケイ ン の ニヤ ニヤ 笑い の 気配 が 伝わっ て 来 た 。 
「 そ うか も 知れ ん な ……」 

私 は そう 答え て いた 。 


に U 


※ こ の 小説 は 『GALAXIAN 
2 ナル ストー リー で あり 、 


*PROJECT DRAGOON"』 を ベー ス と し て 描か れ て いる オリ 


設定 な ど と 若干 の 違い が ある こと を ご 了承 くだ さい 。 


宇宙 の 深淵 で 繰り 広げ られ た 壮大 な 激 
闘 。 この 戦い を さら に 理解 する た め の 資 料 
と し て 、 本 章 で は UGGF と U 1 MG が 使 
用 し た 兵器 類 の 資料 を 掲載 。 ま た 補足 と し 
て 、 対 り 1 MG 戦 の 後に 惑星 エク シア に 
来 し た 巨大 生物 の 資料 も 掲載 し て いる 。 


き 
に 生生 


人 対 UIMS 戦 に お ける UGSF 最後 の 切り 札 < ドラ グー ン > が 英 最 前 
線 に 突入 し た 時 、 ガンナー ドー ム の 後方 部 か ら 撮 られ た 写真 。 UIMS 
艦隊 の 十 重 二 十 重 の 防御 ライ ン を 実感 で きる | 枚 で ある 


ka 


まき 


AUIMS・ ひ と の 最終 戦闘 に 投入 され た 機動 部 
隊 が 撮っ た | 枚 。 最 前 線 で は 激しい 砲火 が 交 


ーー ン 人 こ わ さ れ た に も 拘わら す 、 奇跡 的 に UGSF 側 の 
コ と 。 ーー 損害 は 将 無 で あっ た 
ーーー の 
EE ョ SS 
~ 捕 生 > いい | > 
ュ 1 ンー ” 
こ こ 1 客 3 惑星 エク シア の 首都 に 降り 立っ た < ソル ギ 
3 る) 1 、 ア > を 一 般 市 民 が 手持 ちの カメ ラ で 捉え た ス 
人 す い 6 ナッ プ の | 枚 。 こ の 巨大 生物 に 率い られ た 怪 < 


物 各 に より 都市 は 崩壊 、 多 数 の 死傷 者 が 出 た 


世紀 初頭 。 人 類 は 長年 の 悲願 で あつ だ 

ワー プ ( 高 次 元 跳 躍 航行 ) を 実用 化し 、 
太陽 系 外 に その 版 図 を 拡大 し だ 。 そ れ ま で の 
宇宙 開発 は 、 ハ イリ スク フ & ハ イコ スト な コー 
ルド スリ ー プ (冷凍 冬眠 ) 装置 を 搭載 し だ 船 
な ご ど で 行 われ て お り 、 人 類 の 宇宙 開拓 の 足 取 
り は 微 々 だ る も の で あつ た 。 そ の だ た だめ 、 大衆 
の 情熱 が 宇宙 に 向け られ る こと も 少な か つっ だ 
の で ある 。 だ が 、 ワ ー プ ドラ イブ シス テム の 
開発 に より 状況 は 一 変 。 旧 来 船 は 急速 に 存在 
意義 を 失い 、 新 型 船 の 建造 と 宇宙 開拓 ラッ シ 
ユ が それ に 続い た を 。 だ が 、 そ ん な 潮流 の 中 で 


COMMANDER 


3 世紀 、U1M ら 8 と 初 接 
触 し た 頃 の U り は SF の コマ 
ンダ ー が 使用 し て いた 一 般 
的 な 戦闘 服 。 0 世紀 末 の 戦 
同機 パイ ロッ ト に 近い 服装 
だ が 気密 性 は 高い 。 ヘ ル メ 
ッ ト の バイ ザー は 光学 投影 
技術 を 応用 し た HMD (へ 
ッ ド : マウ ント ・ デ ィ ス ブ プ 
レイ ) に な っ て いる よう だ 。 


同時 期 に り G ら F で 使用 され 
て いた 女性 オペ レー タ の 制服 。 
赤 を 基調 と し た 形 で まとめ られ 
て いる 。 宇宙 軍 が 名 世紀末 の 海 
軍 の 流れ を 色濃く 受け 継い で い 
る こと に 留意 し て 見 る と 、 な る 
ほど と うな ず け る タイ プ の 制服 
と 言え よう 。 イ ンカ ム な ご は 現 
行 の も の と 比べ て さほど 変わ っ 
て いな い 印 象 を 受け る 。 


突如 発生 し だ アフ シ デ ン ト が あつ だ 。U 1 M 
ら ( 侵 略 機械 集団 ) で ある 。 当時 、 連 孝 領域 の 
治安 維持 を 担 つ て いた UGSF (銀河 連 却 宇 
宙 軍 ) は 人 類 史 上 最強 の 軍隊 で あつ た 。 し か 
し 、 未 知 の 存在 で ある U | MS に 対し て は 全 
ご 無力 で あつ た の で ある 。 ご これ を 重 こ 見 だ U 
GSF は U 1 MS と の 接 杏 後 、D 計 画 に 連 な 
る 大 規模 軍備 拡張 計画 を 実施 。 こ ご れ に より 同 
軍 の 規模 は 著 し ぐ 拡大 、 こ ドラ ブー ン ッ > 級 の 
強力 な 武装 を 持つ 艦艇 の 保有 量 は 増大 の 一 途 
を 辿 つ だ 。 そ し て 、 そ の 軍備 増強 は 24 選 紀 中 
期 ま で 続い た の で ある ……。 


ーg3 世 紀 か らら 4 世 紀 中 期 まで 一 


人 る 対 UIMS 用 兵器 の 第 | 号 く < ドラ グー ン > 


る 
さく こき 
か 
写っ 


慎 玉 上 添 S 門 避 人 


や 
ャ ーー 
デ ン 


S9reu は 人 壮 骨 只 腔 
旨 


油 S せ き 団 洋 各 きき ( け 司 
洋 ヶ ) 当 軍 は と へ ざさ ど 貴 


に 
^ ヽ ーー 


クセ っ Py1 
ーー 。 
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MECHANICAL 6 STAGES MATERIALS 


A ム 一 見 、 戦 闘 機 の よう だ が 全長 は 50m を 
超え る 。 艇 体 中 央 部 の ドー ム は 28 門 の プ 
ロト ン 加 速 粒子 砲 を 搭載 。 設計 思想 は 20 
世紀 後期 に お ける 特設 砲 英 の それ に 近い 


N 


SN ヽ 
グ NM 


は JO 滞 貞 党 兄 癖 トー テー サマ 革 


大 著 英臣 三光 べき ざき ( (CS 石 汗 
納 器 葉 黄 中 は と ょ ー 家 是 滞 行 十 ど 款 。 と 計 


U 1 MS 用 兵器 開発 計画 に より 、 起 選 

開発 され だ UGSF 最 新鋭 の 重 戦 闘 艇 。 
動力 は 4 発 の ラバ ムジ エッ ト 式 核 融合 エン ジン 。 
主 は 固定 後退 脅 で あり 、 垂 直 翼 は な い 。 
だ だ し 、 大 気 圏内 で の 飛行 も 可能 で ある 。 全 
長 55.27m、 全 幅 34 .66m。 搭 乗員 数 は 艇 長 1 
名 、 操 縦 士 1 名 、 通 信士 1 名 、 電 子 戦 オ ペレ 
ー タ 1 名 、 ガ ン ナ ー28 名 と な る 。 主 武装 は 26 
門 の プロ トン 加速 粒子 砲 。 こ ご これ は 機体 中 央 部 
に ある 直径 約 30mm の ガン ナー ドー ム に 装備 さ 
れ て お り 、 360 度 全 天 周 砲撃 が び で きる 。 まだ 機 
体 腹部 に は 戦術 情報 収集 ポ ツ ド が 搭載 され て 


D RACG OO N__ いる らし い が 軍 機密 の た め 不 明 。 
ドラ クー ング ンー デー 


ーUGSF 最 強 の 重 戦闘 和 


生 避 吐き 吉 中 半 守 3》 培 人 


RMG3i め 53 


ヶ の 


て + サ ご 


7 ーー - 、 縛 語 誠 : 戦 和 用 宣戦 良 ノ 全長 55.57 
2 に 5 ミ 3 、 m ノ 全幅 34.65m ノ 静止 質量 : 455 


絆 発 が 急 硝 行 が ご うな 追 Ss ュー の 。 3 に R 
ハー ツ は もの 電 生 つも の を 兆し た らし いい 還 還 較 訂 計 和 アッ や 符 | トノ 動力 : バサー ド ・ ラ ムジ ェ ッ 
NN 9 「 ト 方 式 核 融 合 エ ンジ ン ( 御 部 排気 
ノズル は どど 次 元 ベ クタ ノズル ) メ 
イノ 武装 : プロ トン 加速 粒子 破 メ 

8 本 発 ギ シルバー トー 


人 類 の 兵器 運用 思想 を 編 い て みて も 、 
単独 で この よう な 複数 の 砲 を 備え た 戦闘 
艇 は か つて な か っ た 。 そ れ 故 、 設 計 段 
の 論議 は 大 きか っ た と 思わ れる 


、 室内 周 ス クリ ー ン し を 見 て 符 を 行っ 計 


4A 各 ガン ナー は この 席 に 座 ! 
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形式 : 戦術 用 重 戦闘 艇 / 全 
長 : 58m ノ 全幅 : 35m ン 静 
止 質量 : 410t ノ 動力 : 改良 


型 ラ ムジ ェ ッ ト 式 核 融合 エ 
ンジ ン メ コン 武装 : ブロ ト 
ン 加 速 粒子 砲 XP8 門 プ 最 大 
巡航 速度 : 不明 最大 搭乗 
員数 : 3 名 


DRAGOON-R 


DELTA PLUS" 


U | MS・9 戦 役 で 使用 され だ 宇宙 戦 


0 て アー 人 上 ト 強力 な 兵 装 を 持ち 、 推 力 増 加 で 高速 X 航 性 


強化 し を 工 ボ リ ユ ー シ ョ ン モ デル 。 機体 寸 法 は 上 昇 。、 エ ネル ギー シー ルド と の 相乗 効果 に 


が 若干 大 きこ な つ だ が 、 基 本 設計 思想 に 大 き より 高い 防 和 能 を 得る 結果 と な っ た 
な 変更 は な い だ め 、 外 観 も 変化 し て いな い 。 2 NMM 
初代 同様 に 単独 で の ワー プ 能 力 を 有 レ 、28 由 
の プロ トン 加速 粒子 砲 を 搭載 。 最 大 搭乗 員数 
や 防御 シー ルド 後 構 搭載 の 有無 も 同じ で ある 。 
機体 下部 に ラン ディ ング ギア ( 蜂 着 装置 ) を 生還 
有 し て いる こと か ら 、 単 独 で の 大 気 較 苑 脱 角 っ) 4 
力も 有 し て いる と 思わ れる 。 また 、 各種 クビ DRAGOUOUN:Jg と の 溢 


オニ ジノ ス 機 器 を 有する が 、 連 邦 宇 宙 軍 最高 機 


密 に 属す る だめ 、 正 式 な 詳細 は 一 般 に 対し て 66m る Y 後 に 開発 され た く J 2〉 と 比べ る 
明らか に され て いな い 。 マ イナ ー チ エンジ さ ・ 
れ だ 改造 機 に も か か わら び ざ 高 い 性 能 を 誇る 。 


と 小さ い 印 象 を 受け る が 、 実際 に は 20 
世紀 後期 の F 15 イ ー グ ル の 約 3 倍 以上 
の 全長 を 持つ 。 大 気 圏 離 着 深 時 は 消 走 
路 を 使用 。 そ の 垂直 軸線 は 下図 の よう 
に 前 傾 し て いた 


5BIT 


人 人 艇 前 方 部 分 の シル エッ 
トラ イン は 初代 の < ドラ 
グー ン 〉> よ り も 後 の く J 2 > 
の それ に 酷 包 し て いる 。 

腹部 に は 大 気 圏内 交 床 用 
の ラン ディ ング ギア を 持 
つが 、 普 段 は 格納 され て 
お り 、 こ れ を 見 る 者 は 少 
な か っ た 


y 4 最大 の 特徴 で や る ドー ム 。 そ の 形状 か ら 
「 タ ー ト ル 」 と 言う 愛称 が 付け られ る こと も 。 
写真 上 は 対 UIMS・ 9 戦 の 直後 に 撮ら れ た 


MECHANICAL 6G STAGES MATERIALS 


SN 


の 度 ル を 航 < 
最 計 を 持 も 上 
高 測 採 ち 可 下 
区 不用 能 
革 也 
と っ に 人 昌 
度 た 宙 元 融 に 
は ほめ 空 べ 舎 " 
4 。 間 多 下 天 
明 真 で タン 気 

空 は ノ ジ 圏 

で 速 ブ ズン 巡 

0 


。 所 回 の の 放 誠 中 9 
-、 こ 仙 っ ます ー 


届 ら 


な! 坪 / 4 4 完 


( る ヵ きゃ je 3 コン 
選ば で が / ) 


。 N と と て ルレ ーー 
ジ ′ 皮 1 と 才 ュ ュ ug こ 
b ゃ せ ロ - プレ メー . 


ラプ の 艇 は 初代 < ドラ ブー ン > と 違い 、 機 
《 = 休 構 造 材 を 軽量 化し た こと に より 、 航 
空力 学 で 言わ れる 推力 (デル タ ) の 大 幅 な 増 
加 (プラ ス ) が 図ら れ だ 。 ご これ に より 機体 旋 
回 性 や 防御 機能 も 著 し ご 強化 され て いる 。 
動力 源 は 初代 同様 、 大 気 圏 内 の 飛行 も 可能 
な ラ ハ ジ エッ ト 式 核 融合 エン ジン ※ ノ 4 発 。 主 
細 も 初代 と 同じ 固定 後退 細 だ が 、 大 気 圏 巡航 
時 を 考慮 され 、 フ ラッ プ が 付け られ て いる 。 
エン ジン 性 能 は 一 般 に 公開 され て いな いた め 、 
詳し い デ ー ダ は 不明 で ある 。 


^ 主 糞 は 固定 後退 細 。 基 地 格納 
時 に は 機体 側面 に 向け て 折り 営 
まれ る 。 ハー ド ポ イン ト ら し き 
も の が 見 られ な いこ と か ら 、 ミ 
サイ ル な どの 搭載 は 行え な いと 
思わ れる 。 ち な み に 左 の 図 は 補 
助 細 で ある 


| 呈 証 旧 [ 二 [ 六 


代 < く ド ラグーン > を 究極 まで 進化 させ 

だ 最新 鋭 モ デル 。24 世 紀 中 期 に 辺境 の 
惑星 エノク シア で 発生 し だ 巨大 生物 この 戦闘 に 
投入 され だ U り GFF 特 殊 戦 闘 部 隊 (GAT) 
専用 機体 で ある 。 機体 寸法 が 初代 く ド ラグ ブー 
ン 〉 の 1 .5 谷 ある が ガ 、 ご これ は 機体 後部 エン ジン 
の 大 型 化 に よる も の 。 そ ね れ 以外 に 大 き な お 変更 
点 は 見 られ な いた め 、 機 体 設計 の 基本 団 想 は 
大 幅 に 変化 し て いな いも の と 宙 わ れる 。 

な お 、UGSF の ヒ FP (提案 要求 ) 時 、 
〈 く J 1 > と ば れる プロ ト ダ イプ が あつ だ らし 
い が 、 ご こち ら は 何故 が 正式 採用 が 見 送ら れ て 
し \ る 。 


る < ドラ グー ン R> を ベー ス に 改良 が 加 
えら れ 続 け て いた <D> シリ ー ズ の 最新 
型 構想 に より 作ら れ た 機体 。 進化 を 繰り 
返し て きた ハイ ブリ ッ ド 戦闘 艇 で あっ た 
が 、 軍 で は 正式 採用 が 見 送ら れ て いる 。 
後に これ を ベー ス と し て <J 2>〉 が 完成 。 
22xX 年 に 正式 採用 され た 後 、UGSF 特 殊 
戦 等 に 実戦 配備 され て いる 


ン ン 季 


ム 正 式 採用 型 と 比べ て 艇 前 方 部 分 が 多少 異な る プロ ト タ イ プ ら し い 。 
20 革 紀 の B-1B ロ ッ ク ウ エル 爆撃 機 に 似 た ライ ン が 特徴 的 


ム 特 殊 戦 の 母艦 < ダイ ダ ロ ス > の 
格納 庫 ら し き 場 所 に 係留 され て い 
る く J 22。 これ を 見 る と よく 分 か 
る が 、 有 母艦 内 で の 格納 時 は 主要 を 
下方 に 折り 畳む 。 係 留 用 アー ム に 
よっ て 釣り 下げ られ る 形 と な る た 
め 、 主 糞 が 地面 に 設置 し て 損傷 す 
oc お 届 が い 


ム 22x X 年 の 正式 採用 後に 、UGSF 特 殊 寺 が 受領 し た 
く J 2>。 こ の 機体 は 母艦 < ダイ ダ ロ ス > に 搭載 され 、 


旨 語 その 後 、 エ クシ ア で 発生 し た 事件 に お いて アレ ス 小 
隊 と 共に 実戦 投入 され た 。 写 真 は 、 < ゾル ギア > 蔵 


減 作戦 終了 後に 母艦 か ら 撮 られ た も の で ある 


DRAGOO 


トラ っ ラノ こと ど 


4 ム 4 特殊 寺 の 使用 する 攻撃 型 航 南 母艦 < く ダ イダ ロ ス > 
か ら 発 進 する 前 の | コマ 。 こ の 直後 に < ダ イダ ロ 
ス > は 被弾 。 < く J」 2> は アフ ター バー ナー を 使用 
し て 急速 に リフ ト オ フ し た 


形式 : 戦術 用 重 戦 闘 艇 全長 : 88m ノ 
全幅 : 7P.5m グ 静止 質量 : 7P8t ノ 動 
力 : バサー ド ・ ラ ムスク ー ブ プ ジ ェ ッ ト 
式 核 融 合 エ ンジ ン メ イノ 武装 : プロ ト 
ン 加 速 粒子 砲 (この 時 代 に お いて は 、 


プロ トン ・ レ ー ザ ー キ ャ ノン と 呼ば れ に た し 過す 時 還 電 きき 
て いた らし い ) X 門 ノ 最 大 巡航 速度 アン に 人 0 の 7 さや い 
NIID 二 いい ペ テバ (人 昌 に = UI 


4A ム これ も 格納 庫 ら し き 場 所 で の ショ ッ ト 。 前 方 に 写っ て いる 作業 員 の 装備 が 
宇宙 ドッ ク 用 気密 装備 で ある こと か ら 、 ど こ か の 艦内 と 思わ れる 


4 発令 所 内 部 は 初代 < く ドラグーン > の 
頃 と 比べ て 、 さ し た る 変化 が な い 。 む 
し ろ 戦 術 支援 コン ピュ ー タ や 火器 管制 
シス テム 、 療 行 攻 援 コ ンピュータ な ど 
シス テム の 複合 化 に 伴い 、 さ ら に 居住 
環境 を 悪化 させ て いる よう に も 見 える 


、 ら う ey 
避 え 人 アラ #】 


2CSTNEI 本 (* と せ ! お し ) 


本 設計 思想 は 初代 ガ ら さほど 変化 し て 

いな いよ うだ ご は 言え 、 軍 事 技 術 の 発 
達 に より 、 〈J り 2 の > の 装備 は 初代 く ド ラブ ー 
ン 〉> と ぐら べ て 随分 進歩 し て いる 。 ま ず ア ビ 
オニ クス だ が 、 機 体 前 方 腹 部 に は 収納 型 の 前 
万 セン サー (戦術 情報 収集 機器 ) が 付い て い 
る 。 ま だ 、 ヒ CM ( 対 電 子 妨害 装置 ) 以外 に 
も ヒ ECCM ( 対 電子 妨害 用 防御 装置 ) も 装備 
し て いる も の こと 宗 わ れる 。 

主 兵 装 で ある プロ トン 加速 子 但 は 普段 は 
ガン ナー ドー ム に 格納 され て いる が 、 使 用 時 
に は ボッ プア ッ プ し て 人 撃 で きる よう に 改良 。 
ご れ に より 仰角 は 大 幅 に 広 び ずつ だ と 見 られ る 。 


っ 萌 央 PcPoP し みう 
==-0 
人 へ う は Ca ze の - Ne 
@ (6 


全て ド ラグ 一 ン > シリ ー ズ 最大 の 特徴 で ある 
28 門 の プロ トン 加速 粒子 砲 は この 艇 に お いて 
も 健在 。 砲 撃 時 に は ガン ナー ドー ム 自 体 が ポ 
ッ プ アッ プ す る 構 告 に 改良 され て お り 、 仰 角 
は 広く な っ て いる 


MECHANICAL GSTAGES MATERIALS 


ヤマ こ れ も く ダイダロス > 格納 庫 内 で の 1 コマ 。 こ れ 以 外 に 、 複 数 の < J 
2> が 同 場 所 に 格納 され て いる 写真 も も る こと か ら 、 正 式 採用 後に ライ 
セン ス 生 産 が 図ら れ た も の と 思わ れる 。 だ が 、 機 密 情 報 の 公開 制限 を 行 
っ て いる UGSF に より それ ら の 写真 は 一 般 に 公開 され て いな い 


人 ム 艇 体 前 方 か ら く J 2> を 見 た 場合 、 も っ と 
も 特異 な 点 は 巨大 と も 形容 で きる ほど の エン 
ジン だ ろう 。 宇宙 空間 で の 巡航 速度 上 昇 を 図 
っ た エン ジン の 大 型 化 に 伴い 、 主 細 や 補助 縮 
も 増 積 され て いる 


こ ン 胃 6 ES) さ 8 
コイ ング グン ンー り 乙 大 | 
ン パ ンー こ 
、 ン Y mc 
| 1 さこ 
2 《( い で | トー 


力 源 で ある パサ ー ド ・ ラ ムジ エッ ト 式 

核 融合 エン ジン は 高 機動 / 大 推力 を 目 
的 と し て 大 型 の も の に 換装 。 ご これ に より アノ 
ダー バー ナー 使用 時 の 巡航 速 肛 は 少な ぐ と も 
30%5 以 上 は 高まっ つっ を と 見 られ る 。 ま た だ 、 初 代 
〈 ド ラブ ー ン > と 比べ て 大 幅 に 異な る 点 が 、 機 
体 腹 部 の 逆 噴 幣 ノ ズル の 存在 で ある 。 ご これ に 
よ つ て 怠 激 な 戦闘 機動 ガ が 可能 と な り 、686m と 
いう 全長 で あり な が ら 、 小 型 戦闘 機 並 み の 小 
回 り を 実現 させ だ 。 
ダメ ー ジ コン トロ ー ル 機器 も 一 層 の 充実 が 
図ら れ 、 機 体 前 万 部 分 に 光学 兵器 防御 用 の 射 
出 ボ ッ ド を 装備 。 機 体 後部 に も 同様 の も の を 
新装 備 し て いる 。 


ム 艇 の 大 型 化 に よっ て 自重 も 増え た た め 、 大 気 圏内 離着陸 を 想定 し た タイ プ の 
く J 2> に 付け られ て いる ラン ディ ング ギア は 大 型 化 され た 。 主 糞 の 間 に 格納 す 
る よう に な っ て いる た め 、 ち ょ っ と 不 格好 な 感じ が 否め な い 


と ンー 字 ち ?5 国 
1 


4 衝 体 後方 の 中 央 部 に は 後方 防御 用 ポッ ド の 射出 装置 や 後方 
セン サ を 拉 載 。 防御 ポッ ド は 艇 前 方 の も の と 同型 で 、 チャ フ 
(レー ダー 波 を 反射 させ て ミサ イル の 誘導 を 携 乱 する た め の ア 
ルミ 浴 ) の よう な も の を 散布 し て 光学 兵器 を 乱反射 させ る 


4 初代 < ドラ グー ン > に 使用 され て いた 
ラム ジェ ッ ト エ ンジ ン の 直系 に あたる < く J 2> 


の エン ジン 。 柱 悪 合 時 の 燃焼 効率 を 上 昇 させ 
て お り 、 大 推力 を 生む 。 ノ ズル の 方 向 制御 に 
は 油 上 シ リン ダー を 採用 。 浮 遊 物 質 の 吸入 が 
思わ し く な い 場 合 を 考慮 し て 、 艇 の 後部 タン 
ク に 推進 剤 を 積ん で いる 。 ま た 、 大 型 化 に よ 
り 従来 の 急 制 動 ス ラス ター で は 対処 し きれ な 
いた め 、 腹 部 に 大 型 の 聞 喚 射 ユ ニッ ト を 持つ 


N 
2 


デー ニーーーーーーー 


〒 < ドラ グー ン > シリ ー ズ の 飛行 特 陸 を 良く 表し 
た 写真 。、 メ イン エン ジン か ら の 推力 で 飛行 し 、 機 
体 各 所 に 取り 付け られ た 補助 スラ スタ ー で バラ ン 
ス を 保ち つつ 科 束 前 進 し て いる 


て 肥 有 に 3 三 


MECHANICAL GSTAGES MATERIALS 


基地 の 3 分 の 2 ほど を 占め る ブー スト カタ 
パル ト を 上 方 か ら 見 た 図 。 こ の 中 に 射出 カタ 
xx | パル ト が 格納 され て お り 、 < ドラ グー ン >〉 を 
と 参 治 最大 戦 束 まで 加速 し て ワー プ に 送り 込む 


有 


(の し 


イア と で > すす 


ティ グール 5 の な 
剛 大 と 拐 5. 


人 後部 タン ク 構 造 罰 。 < キリ ング ・ ム ー ン > に は この 
よう な 推進 剤 衝 納 用 の 大 型 タ ンク が 6 個 あ っ た 。 こ こ 
か ら 考 慮 する と 、 艦 体 の 補給 拠点 と し て 用 いら れる こ 
と も あっ た … ? 


形式 : 移動 型 宇宙 ドッ クノ 全長 : 30UD 
m グ 全幅 : 1400Um ノ 重量 : 不明 動力 
ン 不 明 (推進 剤 使用 に よる 核 融 合 エ ン 
ジン と 思わ れる ) ノ 補足 : 戦略 級 緊急 
展開 用 ワー プ ・ ブ ー ス トカ タバ ルト を 
備え た 宇宙 ドッ ク で ある 。 普段 は ラグ 
ラジ ェ ポ イン ト に 静止 し て いる 
| “ ム 地 球 圏 の 制 宙 権 の 確保 維持 を 
: 」 「 II 加 有 し /- 寺 調 能 隊 用 の ドッ ク と 
ー 初 代 DRAGOON 基 地 一 し て も 機能 し て いた 。 大 時 
キリ ング ムー し | 0 へー へ を 抑え る た め 、 全 体 的 に 薄い 色 
で カラ ー リ ング され て いる 


11 


2 


の 


4 3 鉄骨 状 に 組ま れ た 射出 カタ パル ト の 
構造 図 。 下 部 に 描か れ た < ドラ グ 一 ン > 

の 大 き さ と 比較 する と 、 そ の 巨大 さか 実 
感 で きる 。 < ドラ グ 一 ン > が 約 56m の た 
め 、 この 射出 カタ パル ト は 1000m 以 上 あ 
っ た と 思わ れる 


代 < ドラ ブー ン > の 田 艦 で も ある 基地 。 0 
地球 周回 軌道 付近 の ラブ ラジ エ ポ ボイン 中條 枚 の 1 ンダ TT 
ト | 協 衡 点 ) に 駐 禄 し て お り 、 ワ ー プ 時 4 SS ご ラーン ルアー 

間 を 短縮 させ られ る ブー スト カタ パル ト を 持 
つ 。 < ドラ ブー ン > は 普段 、 格 納 庫 に 収納 され 
て お り 、 出 撃 時 は 機体 搬送 デ ツ キ ガ ら 射 出 ケ 
ー ジ に 税 送 され る 。 全長 は 約 3000m。 巨 大 な 
構造 材 の 前 後に は 大 型 エ ンジ ン 2 基 と 燃料 用 
タン フク が 設置 され て お り 、 独 自 の 移動 能力 を 


2 


ング 


持つ て いる 。 


前 章 NN ゲン 
内 - を 持つ コマ ンド ベー ス 。 < ドラ グー 
ン 〉 フラ ス の 戦闘 散 の ワー ブ 時 間 を 短縮 する 
こと が で きる 。 ご の 時 代 に お ける 最新 鋭 の 時 
地 で あり 、 < ドラ グ ブーン 程度 の 戦闘 散 な 
ら ば ガイ ドラ イン の 3 分 の 2 程度 で ワー ブ 可 べべ ヘ 《 、 3 科 ー 
了 。 中 央 週休 の 了 に は 大 客人 ド ル な を る 財 の ラク 2 シッ オ イン ト に LSE 327 
持ち 、 こ ご こ で 得 ら れ だ 太陽 熟 は エネ ルギー 変 
換 さ れ て 巨大 な 円 状 の コン デン サ に 
革 え られ る よう に な つて いる 。 
全長 は 4000m。 普段 は ラブ ラジ エ 
ポイ ント に 静止 浮遊 し て あり 、UG 
SF の 地球 中 央 管区 艦隊 が 警護 役 と 
し て 駐 玉 し て いる 。 


yp omweO ここ 


の で と ぞ ィ 二 -(ー で し . 
租 を 紀 も の ご - 


ム 中 央 機構 区 画 を 上 部 か ら 撮 影 し た シー ン 。 S 
CC-1001! と いう シリ アル ナン バー が 確認 で きる 。 
この 中 央 機構 区 画 に 格納 庫 や 居住 スペ ー ス が 確 
保 さ れ て いる 


4A マ 中 央 機構 区 画 だ け で も 1000 
m の 規模 を 持つ 。 < ドラ グー ン 
R> 以外 に も < カッ トラ ス > 数 
機 を 格納 可能 。 内 部 構造 は 意外 
と 広い らし い 


ラン ンク ング と プン ーー ニン ーー 


ュー 


中 央 機構 区 画 の 簡単 な 断面 凶 。 A 位 置 は 
< ドラ グ 一 ン > 級 戦闘 艇 、 B 位置 は 小型 戦闘 
画 | 艇 の 射出 ケー ジ で ある 。 位置 は どう や ら 
形式 : 緊急 展開 有明 ワー プ ・ ブ 
ー ス トカ タ パ ル トラ 基地 / 全長 
・ 4000m グ 全幅 : 不明 重量 
・ 不明 動力 : 太陽 電池 バド 
ル / シ リア ルル ナン バー 6 


ム 大 陽 電 池 パドル 拡大 較 。 こ こ で 太陽 か ら の 熱 を 得 て 、 基 地 中 央 の 円 状 の コン デン サ に 電気 
エネ ルギー ( ? ) に 変換 し た 上 で 甘え る 。 最 先端 の 丸い 機器 は レー ダー らし い 


ぁみ マ 艇 体 前 方 か ら 見 た く ダ イ 
ダ ロ ス >。 艦 の 両 艇 に 接合 さ 
れ て いる ブー スタ ー が 異様 な 


SGS 形式 : 戦略 級 戦 闘 用 航 宙 還 艦 (U レッ ググ 1 
接合 部 位 の 中 間 に は / | 知 呈 古 半 革 、 は らら F 特殊 戦 還 部 隊 の 母艦 で あり 、 人組 9 


戦闘 機 離発着 ベイ が ある 「 ON くり ら ど > の キャ リア ー で も ある ) 
(ロト ン 全 長 : 300Dm ン 全幅 : 不明 ノ 動 
力 : 核 融合 エン ジン ( 副 機構 と し 
て ワー プ 用 ブー スタ ー を 持つ )/ 軒 「 
最大 航続 距離 : 不明 | TL 


る 4A 艦 前 部 を 始め 、 艦 体 の 各所 に は 無数 と も 思え る 
| くら い の セ ン シ ン グ 機 器 や 発光 信号 灯 、 アン テ ナ 類 
、 上 が 取り 付け られ て いる 。 ま た 、 艇 首 上 方 に は 目視 観 

“ 測 用 ルー ム ら し きも の も あり 、 く ダイ ダ ロ ス > の 巨 
2 me: F 特 殊 戦 闘 部 隊 田 艦 。 全 OO 

長 3000m。 主 に く ド ラ ゲ グーン J グ > を 

運ぶ キヤ リア ー と し て 使用 さむ て いる が 、 多 
数 の 小型 艦載 機 も 持つ 戦略 級 戦闘 用 航 直 団 艦 
で ある 。 超 巨大 な 核 融 合 エ ンジ ダン と ワー ププ 
ー ズ ダー を 持ち 、 艦 体 の 至る 所 に 無数 の セン 
シン グ 機 器 を 備え て いる 。 ま さ に 天翔 ける 要 
枝 と 言え よう 。 〈J2> は 普段 、 艦 内 の 格納 
庫 に 係 罰 さ を れ て いる が ガ 、 ス フラ ンプ ブル 時 は ト 8 
フン スズ ボー ター で 移送 され 、 艇 体 腹部 の リ ニ 巨大 棒 で あり 、 そ の 総合 攻 撃 力 は | 都市 を 数 分 で 久 で 
アカ ダバ ルト で 射出 され る 。 きる ほど の も の で ある 


ん ゅ ) 


2 この ビーン ーッ 
NPSNY 


AI 活 未 


5 立 
本 て 格納 庫 内 部 
ン 3 NE ! ッッ ル / 
/ こ つう 乏 2 人 Ap 光 と 4 アー も の も / 
し ヨー Ne 5 
の eopz) 
ベン 


ーーー つっ 初 


ー の 4 多 ま だ 
見 ) 


ルト を 持 
つ 。 < く J 2> は ドッ ク 用 アー ム か ら 切 り 離 され た 後 、 こ こ 
か ら 発 進 す る 。 内 部 の 格納 庫 は 大 型 戦闘 艇 が 数 隻 格納 可 
能 な くら い の 広 さ を 持ち 、 ガ ン ナ ー 達 は ここ の 最後 部 に 
ある エア ロッ ク か ら < く J 2> に 乗り 込む 。 ま た 、 こ こ で 
は ドッ ク 内 作業 員 (写真 左 ) が 軽量 化 さ れ た 気密 服 を 着 
て 、 発 進 作業 を 行う こと に な る 
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星 エ エク シア で の 対ソ ゾル ギア 戦 に お いて 
U り GSF が 投入 し た 主力 戦艦 。 こ ご の 名 
前 は 、 ギ リシア 神話 の 神 か ら 採ら れ ね だ バー ソ 
ナル ネー ム へ で あり 、 ク ラス ネー ム は 不明 。 ダ 
メー ジコ ント ロー ル を 考慮 し 、 艦 体 は 複合 ブ 
ロッ ンク 構 造 に な つて いる 。 極 融合 メイ ン エ ン 
ジン 1 基 と 4 基 の 外装 エン ジン を 持つ 。 
一 見 、 の つべ り し た 艦 体 だ が 、8P の レー 
ザー 主砲 と 無数 の 副 砲 、 艦 盤 妨 、 レ ー ザ ー ノ 
ァ ラ ンス を 武装 に 持つ 。 


FLIGMT 立 い 


Gb し 


る 4 ム UGSF の 主力 戦艦 だ け あ り 、 そ の 大 き さ は 20 世 紀 中 期 の 日 本 / 
軍 が 使用 し て いた 大 和 級 戦艦 に 匹敵 する 。 艦 内 は 大 別して 6 区 画 2 /) p// 
に 分 けら れ 、 さ ら に 各 ブ ロッ ク 内 部 は 厳密 な 区 画 整理 が な され て ES 

いる 。 ま た 、 稲 体 後方 の メイ ン エ ンジ ン ブ ロ ッ ク を 取り 囲む か の 

よう に 外装 エン ジン 4 つが 取り 付け られ て いる 。 当然 な が ら 単 独 

で の ワー プ も 可能 。 艦 体側 面 を 中 心 に 多様 な 武装 を 持つ 


ム < ク ロ ノ ス > と 言う 名 前 は パー ソナ ルネ ー ム 。 ク ラス ネー ム は 不明 で ある 。 こ の クラ ス 
の 戦艦 は UGSF の 各 管 区 艦隊 に 配備 され て お り 、 多 様 な カラ ー リ ング で 塗装 され て いる の 


C RO N 條 っ が 特徴 的 。UGSF 中 央 統括 散 隊 司令 部 に よる 公式 カラ ー リ ング も ある らし い 


| クロ レス 時 の 神 の 名 を 持つ UG5F 戦 艦 一 


「 形式 : 戦略 級 宇 宙 戦 闘 艦 / 全 
こう 、 “ 、、 。。 やこ | の ) ' 長 :B50Um ノ 武装 : レー ザー 主 
こっ 、 _ 、 っ つう 、 電 ma os の 砲 x 日 門 、 副 砲 、 艦 航 代 、 レ 

5 Me ー ザ ー フ ァ ラ ンク ス 等 補足 
・U り GSF の 主力 宇宙 戦闘 艦 。 
惑星 エク シア で の 巨大 生物 事 
件 に お いて 、 撃 沈 さ る 。 そ の 
際 の 生存 者 は 皆無 


と 
C( せ 填 ) 


o 0( を ) 


4 詳細 は 不明 だ が 、 艦 橋 は 複数 用 意 さ れ て いる 。 こ 
れ は 、 艦 隊 戦 に お ける 戦術 思想 の 一 環 と し て 、 敵 の 攻 
撃 が 直撃 し て も 指令 系 統 が 麻痺 し な いよ う に 考慮 され 
た 結果 らし い 。 な お 、 艦 の 両 航 に は 計 8 門 の 主砲 を 搭 
載 。 こ れ は 大 出力 の レー ザー 砲 で あり 、 軌 道上 か ら 大 
気 圏 を 買い て の 惑星 制 甘 砲撃 も 可能 で ある 


2 ー デ マー 


MECHANICAL GSTAGES MATERIALS 
軸 ' 


] a 1 テ 
ャ と て 


内 1 。 
2 


< ムセン トラ ル ブ ロ ッ ク 及 び サ 還 議 還 還 計 生 守 議 暗 ま 2 「 、 


公 
ふさ ヾ 還 品 ー ト コ 4 画 5 まま 陸 5 ーー デ 
1 KSNM /K ふ 
の 役割 が 大 きい 。 先 に 述べ た 主 。 ーー ラレー 


砲 を 始め と し て 、 サ イド ブロ ッ 


上 ペ Ru 187 RC 
ク の 中 央 溝 に は 各種 砲台 が 設置 、・ 


され て いた の で ある 


る 艦 の 中 で も っ と も 被弾 率 の 低い 場所 
で ある セン トラ ルプ ブロ ッ ク と メイ ン エ 
ンジ ンプ ブ ロック と の 接合 部 分 付近 に は 
居住 スペ ー ス 兼 エ ンジ ンコ ント ロー ル 


・ N 7 VM 、 い 【 頭 ルー ム 、 エ シン ジニ アリ ング ルーム な ど 
ンー _ | 
(7 の が あっ た 。 ま た 、 そ の 付近 に は 船 外 活 
ン KO 動機 械 用 リフ ト な ども 備え つけ られ る 

NGY 


な ど 、 様 々 な 配慮 が が され て いた 


る 外装 エン ジン は 敵 機 の 襲来 に 備 
えて 各所 に 付加 装甲 が 施さ れ て い 
た 。 ま た 、 エ シン ジャ プロ ッ ク 妥 部 
に は 数 基 の 副 砲 や レー ザー ファ ラ 
ンク ス な ど を 設置 、 命 網 で ある エ 
ンジ ン の 防護 に 努め た 。 し か し 、 
高速 で 飛行 する 戦闘 機 の 前 で は そ 
れ ら は 気休め に し か 過ぎ な か っ た 


とら ゆあ 2 す 


円 尚 る 


外装 エン ジン 8 _ 舞 央 拓 
。8 と の を 2 肖 U 1 の 


4 外装 エン ジン は メイ ン ノ ズル | 基 と 小型 ノズル の 4 基 か ら 
成る 。 宇 宙 塵 吸入 口 ら し きも の が 見 られ な いこ と か ら 、 動 カカ 
源 は 密閉 型 の 推進 剤 供給 方 式 に よる 核 融合 エン ジン と 見 られ 
る 。 な お 、 最 大 出力 な ど は 不明 で ある 
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称 < 第 の 次 U 1 MS 戦役 > と 呼ば れる 

22XX 年 の U 1MS・9 と の 戦い に お い 
て 、UGSF が 戦線 に 投入 し だ 戦術 用 小型 高 
速 戦闘 艇 。 全長 は 26IT。 最 大 搭乗 軸 は 1 名 。 
動力 は 4 発 の 小型 柱 融 合 エ ンジ ン 。 単 独 で の 
ワー プ 航 行 も 可能 で あり 、 優 れ た だ 艇 こ 言 える 。 
武装 に は の 門 の レー ザー 念 を 有する 。 機体 下 
部 に は 広域 索敵 レー ダー や 戦術 用 情報 収集 ポ 
ツ ド らし きも の も 装備 され て いる 。 


Artsaco* と つの LGSAR 。 宇城 3 
の ム し っ に 4 想 老 - 


や レ 委 せ ラ ィ ニテ - と と = て を 


( 


ム 4 発 の メイ ンプ サブ エン ジン 以外 に 、 
機体 後方 上 部 と 両 艇 に 計 6 発 の スラ ス 
ター ノズル を 持ち 、 急 激 な 戦闘 機動 も 
可能 と な っ て いる 。 機体 下部 の エア イ 
ン テ ー ク か > ら 判断 する と 、 エ ンジ ン は 
ラム ジェ ッ ト 式 核 融合 炉 を 使用 ? 


AN: に 


の ざさ ざ 頭 と 師 生 陣 
陣 生 SA 豆 H 村 団 導 。J 浴 喜 


形式 : 戦術 用 小型 高速 戦闘 艇 全長 : Bm 動力 : 小型 
核 融合 エン ジン メイ ノ 武 装 : レー ザー キャ ノン メ ど 


臣 コ ー コ Sd 過 区 et ぐさ ざ 語 
石 ゆ と ざさ 陸連 呈 記 人 


叶 へ びび 


ィ 
レン 
レン 


し 機体 の 4 カ所 に 設置 され た 
ミサ イル ベイ 宰 造 較 。 多 量 の 
ミサ イル を 搭載 で きる こと か 次 党 
ら 、20 世 紀 後 半 の 戦術 電 軸 機 
の よう な ヒッ ト & ア ウェ イ 戦 


な rrPT 


形式 : 汎用 宇宙 戦闘 機 / 全 長 : 40m/ 動 


法 を 取る こと が 多かっ た と 思 則 き リー 中 ンジ 力 : 不明 武装 : レー ザー ファ ラン クス 


われ る 。 ミ サイ ル ベ イ に 英 の 商 A 】 ー X ] 門 、 小 型 ミ サイ ル X19 発 
直撃 を 食らっ た 場合 、 即 座 に に 上 

爆散 する で あろ う 怖 い 機 体 と 
言え る だ ろう 


証し イー 人 P っ 2 


境 の 惑星 エク シア に 来 し 、 同 星 に 多 


る チ る な 4 大 な 損害 を 与え だ 巨大 生物 に 対し 、U 
る 挿 が ク ^ よ GSF 特 殊 戦 闘 部 隊 が 使用 し だ 汎用 宇宙 戦 因 
以 れ か 増 わ 総 機 。24 紀 中 期 の りら 5F 主 戦闘 機 で も あ 
介 和 が 弱る 。 全長 は 40m で エン ジン は 4 発 式 。 主 武装 
0 具 - た 陽 偽 傘 と し て 連 人 身 の レー ザー ファ ラン クス を 持 
(922g 席 ょ ) 乗 こ の 付 プ 部 且 二 0 
る か 絵 け ロ の らち 、 最 大 192 発 の 小型 ミサ イル を 搭載 可能 。 ニ 
じ 描 は ね 2 室 サイ ル ペ イ は 機体 面 肖 に あり 、 一 斉 射 で 64 発 
す ッ い ト が まで の ミサ イル を 発射 で きる 。 


Ab 観測 軌道 技 入 後に 収集 し た 
デー タ は リア ル タ イ ム で 母艦 へ 
固 。 そ こ か ら さ ら に 地球 の U 
GSF 本 部 へ 超 光 速 通 信 で W 凌 さ 
れる 。 機体 は 使い 捨て を 考慮 さ 
れ た 上 で 使用 され る こと が 多い 


[ピー ピン グ ス タ ー 中 |] ーUGG5F 監 視 衛星 一 


星 コ ー ネ ウ スズ で 発生 し だ 重力 異常 の 調 
供 の を め 、UGSF が 送り だ し だ 無人 
偵察 衛星 。 機体 側面 と 下 万 に 対地 レー ダー や 
超 望 遠 カ メラ 、 赤 外線 セン サ な ご どの 観測 機器 
を 搭載 。 有 事 の 隊 に 甘 艦 がら 観測 軌道 に 投入 
し レ て 使用 され る 。 動 力 源 は 太陽 熟 エ ネル ギー。 


{< こと on の で の ce。 Ste/ITte。 「SePiu る Se と “ 


C ン st ウ C で で し で マ ) 


る 細部 まで 描か れ た 機体 ディ テー ル 。 ゲ ー ム 中 で は ここ まで 
細部 まで 見 る こと は で き な い よう に な っ て いる 


形式 : 汎用 型 無人 偵察 衛星 2 全幅 : 


m ノ 全長 : ロン シリ アル ナン バー : 
CH ら 5ー462765B / 動 力 : 太陽 電池 パ 
ドル メ ノ 


[サラ ト ガ 級 ] ーUGGF 半 艦 一 


人 全長 900m の UGSF 主 力 戦 艦 。 
『- ン ガー プ 」 の 0P で < ギ ム レ ッ ツ ・ ホ 
ワイ ト > を 護衛 する 地球 駐留 艦隊 の 
中 の | 隻 と し て 登場 する 。 こ の 名 前 
は クラ スネ ー ム で あり 、 艦 の 正式 な 
パー ソナ ルネ ー ム は 不明 。 艦 首 に あ 
る の は 主砲 らし い 


UGSF OTHER MECHANICALS 


LUGSF ア ザー メカ ニカ ルズ ] ー そ の 他 の 連邦 軍 メ カニ ッ ク ー 


防 目 
[| タイ プ B] 一 UGSF 戦 闘 爆 軸 機 一 


ゾル ギア 」 に 登場 す 
る 戦術 級 の 戦闘 爆撃 機 。 

機体 前 方 に 長 距離 ミサ イ 
ル を 搭載 し 、 こ れ を 発射 
後 離脱 する 戦法 を 得意 と 
する 。 ま た 、 機 体 左 和 に 
レー ザー 砲 | 門 を 装備 。 

全長 は 30m。 主 に ESF( エ 
クシ ア 宇 宙 軍 ) が 使用 し 
て いる 


< サラ トカ ガ 級 > と 同様 
に 、 ゲー ム の 0P の み に 登 
場 す る UGSF 重 巡 洋 艦 。 こ 
ちら も 和 衣 の パー ソナ ルネ 
ー ム は 不明 。 全長 は 850 
m。 時 代 設 定 が 後 で ある 
『- ン ゾル ギア 』 の クロ ノ ス 
(戦艦 ) に 似 て お り 、 そ の 


[ハー キュ リー ズ 級 ] ーUGGF 重 巡洋艦 議 時 = ンー 原型 と な っ た 艦 で は な い 


か と 思わ れる の だ が 、 真 
相 は …!7 


UGSF 巡 洋 艦 。 こ ちら も < サラ ト ガ 級 > な ど と 同じ く 、『 ン ガ 


ー ブ 」 の 0P に の み 登 場 する 艦艇 で あ 

ト ガ 級 > と 同様 に 、 艦 首 に 主砲 らし 
特徴 的 な シル エッ ト が 、 大 型 の ミサ 
で ある 


る 。 全 長 は 700m。< サ ラ | 1 0 


きも の が 装備 され て いる 。 JUII SR 
イル を 連想 させ る 半角 [ ド マ ス 級 ] 一 UGSF レ ー ザ ー 砲 艦 一 - で 


4 ソル ギア 」 に 登場 する レー ザー 飼 茎 。 艦 首 に 


に ン レ ー ザ ー 砲 を 持つ 。 こ の 主砲 が 優れ モノ で 、 上 下 約 90 度 の 
仰角 ( 婚 が 水平 状態 の 時 に 、 砲 身 を 動か し て 撃て る 範囲 ) を 


| コン ステ レー ショ ン 級 」 ー リ らら F デ 巡洋艦 一 持つ 。 ま た 艦 の 両 艇 に 3 門 ず つの 副 砲 も 持つ 
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類 が 23 世 紀 に 初 接触 し た 異種 生命 体 、 ン 星 域 と の 通信 が 途絶 。 そ の 際 に U り GSF が 
U り | MS(Unknown Intellectual Me-。 UIM8S と 初 接触 する 。 
ChanIZed SDeolesS 三 未確認 機械 知性 種 )。 当時 の 推論 に よる と 、U | MS は 環境 破壊 
それ は 、 人 類 の よう な が 炭素 系 有機 生物 で は に 苦し ん で い だ 異 星 文 有明 の まで 宇宙 に 放 だ れ 
な ご 、 無 機 物 の み で 構成 され だ 機械 知性 体 で だ 自動 増殖 型 の 惑星 開拓 機械 群 だ つ だ らしい 
ある 。 20 世 紀 頃 の SF 小説 に は 、 ご の よう な だ が 、 何 ら か の 原因 に より の (恒星 ひら の ヒ 上 M 
生命 体 が 数 多く 描 り の れ て い だ が 、 そ われ が 実際 ピロ パル ス に よる 磁気 干渉 ひけ P)、 彼 ら の プロ グ 
に 現れ る と は 誰 も 思 つ て いな か が つ だ 。 ラ ハ は 変化 。 後 は 狂 つ だ 自己 保存 プロ グラ ム 
現存 する 資料 に よる と 、22XX 年 、 イ プシ ロロ の 命ずる まま 、 増 殖 し た と 見 らむ れる 。 そ の 隊 
ョ ーー「/ に 機械 な むら で は の 短期 間 の 人 台 理 化 を 果 だ し 、 
複雑 な 戦闘 用 機械 群 と し て 、 開 拓 に 不要 な 他 
の 生物 を 「 処 理 」 す る よう に な つ だ らし い 。 
に 詩 < 当初 、 絶 対 の 防衛 力 を 誇っ 
| た UIMS だ っ た が 、UGSF の D 
計画 で 建造 され た < ドラ グー 
蘭 時 | ン > の 総合 能力 の 凄まじ さ が 
補 放 て れ を 凌 久 し た 。 事実 、 く ドラ 
グー ン > は | 対 1 の 砲撃 戦 で 
RC れる こと (は な が ちら た 


コア ブロ ッ ク を 始め 


と し た パー ツ の 規格 化 キャ ヘル 
な ど で 合理 化 を 進め た ュ 
UIMS は 最終 的 に 極限 Po ンー 
まで 進化 する 。 こ の 対 。 
比 表 が 彼ら の 「 和 狂気 」 
を 物語 る ここ 

Se-ercosoec) ーー 

OX テ た でき oo うま 共 


プー ドン で きっ op: で > 一 


UIMS と 同じ 異 星 文明 か ら 播 か れ た 機械 
群 が 別 の 進化 系 統 を 辿り 、 発 展 し た と 見 
られ る UIMS・@ 艦艇 保有 量 や 種類 な ど 
は UIMS よ り も 低い が 、 総 合 的 な ポテ ン シ 
ャ ル は 大 差 な いと 思わ れる 。 彼ら は 惑星 
コー ネ ウ ス に 陣取り 、 巨 大 要 寒 < ガー フ > 
を 建造 し た 


ム UIMS・ す は UIMS と 別 の 進化 経路 を 辿っ た が 、 根本 的 な プロ グラ ム 部 分 な どの アー キテ クチ ャ は 同一 だ っ た と 見 られ る 。 その た 
め 同 胞 破 壊 の 衝撃 波 が 伝播 し た 後 、 人 類 へ の 復讐 を 開始 し た と いう の が 今日 、 共 通し て いる 見 解 で ある 


Ab 写真 上 は < キャ ノン シー ド > の 構造 体 の 一 部 。 
右 は 砲 ロ を アッ プ で 捉え た も の で ある 。 こ の 恐る べ 
き 惑 星 破壊 多 は UGSF に より 発見 され た 時 、 す で に 完 
成 目前 に 迫っ て いた 。 債 察 衛星 が 仮想 目標 を 測定 し 
た 結果 、 砲 ロ が 向い て いた の は 地球 で ある こと が 判 
明 し た の で ある 


| MS の 下 星 破壊 砲 。 射 ち 込 まれ だ 星 
の 中 央 核 エ ネル ギー を 動力 源 と する 。 
内 部 コア ブロ ッ ツク で ある エナ ジー チャ ン バ ー 
内 の セン ター ポー ル に エネ ルギー を 滞留 させ 、 
スパ ー ク ビッ ト て 制御 する 。 エ ネル ギー が 臨 
界 点 に 達する と 、 目標 へ 向け 全 エ ネル ギー を 
敵 出 、 破 壊す る 。 ま さ に 究極 の 兵器 で ある 。 
惑星 ドグマ ス に 建造 され て いた が 、  。』 
連 孝 の 探査 衛星 に より 発見 。 重 戦闘 艇 
< ドラ グー ン > に より 内 部 か ら 破 壊さ 
到 星 ドグマ ス と 共に 灰 塵 と 化し た 。 


る 4^ マ 写真 上 下 は < キャ ノン シー ド > 内 部 
の エナ ジー チャ シ パ ー。 中 央 に 見 える の が 
セン ター ポー ル ( 堪 図 は 全体 )。 こ こ に 集 
中 され た エネ ルギー は セン ター ポ ボール 中 央 
で 浮遊 する 装置 スパ ー ク ビッ ト に より 制御 
され る 


形式 : UIMS 戦 略 級 惑 星 破壊 但 / 至 
幅 : 50UOUm ン 全高 : 300Um ン 動力 源 : 
惑星 中 核 エ ネル ギー ノ 補 足 : 自体 が 巨 
大 な 砲台 の た め 、 防 衛 機構 は 持た な い 。 
代わ り に 複数 の 小型 兵器 に よる 防衛 ラ 
イン を 周囲 に 敷設 し て いる 


4、 < キャ ノン シー ド > 周辺 部 分 に 建て られ 
て いる エネ ルキ ギ キー 移送 用 ポー ル 。 地 中 深く 
伸び た ケー ブル の 先 か ら 収 集 さ れ た 惑星 エ 
ネル ギー は 一 且 こ こ に 集め られ 、 そ こ か ら 
< キャ ノン シー ド > に 送ら れる 


だ ZZ イレ ーー ニー テー と 


ー ガ の 6 こう 
こち //Z で で / 


ング 


ム 上 叉 は エナ ジー チャ ン バ ー の 構造 を 図説 化し た も の 。 集め 
られ た エネ ルギー が シリ ンダ ー を 通し て セン ター ポー ル へ 移 
送 さ れる 仕組 み が 分 か る よう に な っ て いる 
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| MS 艦 体 の 先導 艦 を 務め る 巨大 戦艦 。 

矢 の よう な お 艦 体 が 特徴 的 な 艦 で ある 。 
制御 中 枢 部 で ある コア プロ ッ ツク (ライ ブ ・ コ パカ) 
を 前 方 艦 橋 と 後方 艦橋 に 合わ せ て 個 持ち 、 
それ ぞ れ が 火 器 コ ント ロー ル や 航行 シス テム 、 
エン ジン 制御 な ど を 独立 し て 司る 。 これ に よ 
り 、 1 つが 破壊 され て も 艦 が 即座 に 機能 停止 
に 陥ら な いよ うに な つて いる 。 


局 ヨ の 旭 悦 中 て は 


喘 一 さき (( は 言 は と 4 き ざ ぷ 舌 行者 司 S 謀 人 


の ゆ v 


人 全長 850m の 巨 艦 。 制御 中 枢 部 を 3 カ所 に 持ち 、 複 
数 の 武装 を 有する 。 詳しい 資 料 が 現存 し て いな いた 
め 不 明 だ が 、 各 種 砲台 な どの 目 に 見 える 兵器 以外 に 
も 対 再 機関 怒 な どの 兵 装 を 持っ て いた と 思わ れる 。 

UIMS 宇 宙 艦 隊 の 前 衛 を 率い る 、 巨 大 な その 浅 は 人 
々 に 景 和 信 を 感じ させ た 


形式 : 戦 略 級 大 型 戦艦 全長 :850 
m ノ 動力 : 不明 武装 : 大 型 レ ー 
ザー 人 砲台 メ 巳 門 、 艦 航 用 レー ザー 
砲 タ イプ 1 X16 門 


y UIMS の 艦艇 に 搭載 され て いる 
大 型 砲 台 を 始め と する 兵 装 ユ ニ 
ッ ト 図 解 。 一 見 、 ど れ も 同 じ の 
よう だ が 、 大 き さ が 異な る 。 最 
下段 に ある ロン グ バ レル の 砲 は 
制作 され ず 、 実 際 の ゲー ム 中 に 
は 登場 し な い 


A ぁ 艦 を 後方 か ら 見 る と 、 
6 発 の エン ジン が 整然 と 配 
置 さ れ て いる の が 分 か る 。 
また 艦 尾 に は 後方 防御 ポッ 
ド 、 ま た は センサ らし き 避 
機 が 設置 され て いる 点 に も 


uu トト 0000 HAL] 


の 
5 ンー 


メー >> 史 喉 帯 さ 
V へ 山 ン 湯 交 OS 汗 全 


生計 司 均 v 史 た は は 
7 内 
< 一 へ で 由 > < 


4 3 マ 租 橋 付 近 は その 名 の 通り 
ハン マー の よう な 形状 を し て お 
り 、 投 光 器 (?) が 取り 付け ら 
れ て いる 。 艦橋 に は 中 枢 制 御 体 
が 鎮座 し て お り 、 そ の 後方 に 2 
本 の ロッ ドア ン テ ナ が ある 


こち ら は テル タ ノ ー と より や ゃ 小 
さめ の スケ ー ル で ある 。 こ と は 言え 、 そ の 攻撃 
力 は 高い 。 全長 は 500Im。 門 の レー ザー 念 台 
と 14 門 の 艦 浮 介 を 持つ 。U 1MS の 自動 防衛 
プロ グラ ム に 従い 、 敵 を 発見 する と 突撃 し て 
集中 人 砲 火 を 浴び せ 、 ご これ を 破壊 する 。 そ の 戦 
闘 の 様 は まさ に 「 和 狂 つ だ 機械 」 と いう に 相応 
し い 。 鋭角 型 の 艦上 省 部 分 は 相当 な 強度 を 持ち 、 
それ だ け で も 強力 な 槍 の よう な 武器 と な る 。 


年 と 2 ノー スム 
友信 ( 策 と 器 | に 


、 形式 : 汎用 型 戦闘 艦 全長 : 500m / 
動力 : 不明 武装: 大 型 レ ー ザ ー 砲 
台 X 門 、 艦 航 用 レー ザー 砲 タ イプ II メ 
14 門 


ここ 


AP 艇 橋 背 面 は < デル タ ノ ー ズ > 
と 同じ パー ツ が 一 部 流用 され て い 
あま た 、 革 多 光 グッ タダ に 人 e 
大 小 無 数 の スラ スタ ー ノ ズル が か 配 
置 さ れ て いる 。 そ の た め 大 型 戦艦 
で ある に も か か わら ず 、 比 較 的 旋 
回 価 能 は 良い 。 ま た 、 艦 の 腹部 に 
は 各種 電子 器機 が 備え られ た 巨大 
な アン テ ナ が 付い て いる 


か ぶ そ 


全 


記 
た う 
Se 


こ E 


連邦 士官 も い 


長 300m の ダッ クボ ー ン と 比べ て みる と 、 そ の 


大 き さ が よく 分 か る 


ーー 


谷 る 巨大 艦 で あり 、 戦 


に 


: と 、 当 時 形容 し 7 


ら な い 、。 UIMS 


る 4 ム マ 全長 2000m を 
機 難 発着 デッキ を 持つ 。 艦隊 中 央 ( 
の 浅 は さながら 小 魚 の 群れ に 迷い 込ん だ 鯨 の 


よう が 


A 巨 大 な 船体 に は 対 宙 移 以 外 に 武装 が 見 当 7 
の 厚い 布陣 を 考え る と 、 必 要 な か っ た ? 


艦 


敵 G 吊 私 KT て 愉 昌 テ 
田 公 朝 NIDH ヤ ロリ 一 
幅 人 い 帳 和 い DD や 諾 つ 
量 演 肖 口 映 修 。 
No 。 。 届 周 ゼ 揃 対 握 
ぐい ぐ 人 〇 量 思 り 引 6 朝 
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| dE - 古 


* - 引 | 


IS の 


本体 ユ ニッ ト 部 分 の 両 寺 に は 、 
ブース ター ユニ ッ ト が 接続 され て お 
り 、 こ れ が 大 推力 を 生む 。 一 方 、 着 
艦 デ ッ キ を 守る か の よう に その 上 部 少 ム ジグ * < “ 
に 配置 され た 装甲 隔壁 ユニ ッ ト を 裏 5 Zs ジグ ググ 2、 2 
か ら 見 る と 、 そ の 皿 固 さ が 分 か る 。 SN ペン 動力 : 不明 武装: 対空 砲 メ マーノ 補 
< ドラ グー ン > が 散 内 部 に 侵入 し て 本 NMM/ SS 、 と 剛 足 : 内 部 に 4 つの 中 枢 ユ ニッ ト ご と 数 白 
体 動力 部 を 破壊 し た の は 正解 だ っ た / と 人 2 ー _。 へ ノノ の 宇宙 戦闘 機 を 擁する 。 内 部 動力 炉 は 
と 言え る だ ろう ェ い | _ UIM 宇 宙 艦 隊 

全 艦 へ の エネ ル ギ 

一 供給 が 可能 と な 


ガ 

の 

ク ス 

クル 

ジ と 

ン ンジ ジジ ジグ H ク グ . ビー 
ん ン 

『 ンジ た テコ 


Q さ ざ 写 式 有 三光 潜 マー 


雇 の ミー . 回 汗 半 S ざ 属 中 


8 眉 司 v < ペー 壮 さ さや > 席 失 


Ne 
レイ 


Cy 距 識 S 席 本 , び 共 tOrO 


中 は うぶ 


2 
1 CS 


デッキ の 拡大 較 。 トラ シス ポー ター ム らし 
き 場 所 か ら 、 通 路 が 移動 用 アー ム ら し き 部 分 が ある 場所 まで 
延び て いる の が 分 か る 。 こ れ を 見 る 限り で は 断言 で き な い が 、 
少な く と も 3 機 以 上 の 戦闘 機 を 同時 に 射出 で きる らし い 


4 本 体 ブ ロッ ク 中 央 
部 に 位置 する 動力 炉 。 炉 
心 制御 棒 と 見 られ る ネイ 
ル が 4 本 突き 出 て いる 。 
これ は | 本 25m ほ ど と の 長 
さ を 持 ち 、 こ れ ら を すべ 
て 破壊 する と < ドル ド ヴ 
ァ > の 動力 炉 は オー バー 
ロー ド を 起こ し 、 大 爆発 
を 起こ すこ と に な る 


きま 二 っ 左 :、 つま ce 


の 船体 が 輝 か し い UIMS 巡 洋 艦 ( 

ご 版 で は 背景 用 艦 と し て 登場 する )。 

「 ア ビル の 骨 」 と いう 通称 も 言い 得 て 妙 な 艦 で 
ある 。 壮 長 は 350IT。 艦 後方 上 部 に 門 の レー 
ザー 念 苔 を 持ち 、 高 速 巡 航 性 能 を 活か し だ 雷 
撃 戦 を 得意 こす る 。 ま だ 、 艦 の 腹部 に は 大 型 
0 メー ダー ビー と アフ チャ アナ スギ キタ ル ナー お 
有する 。 ご この こと か ら 考 える と 、20 世 紀 後 半 
の イー ジス 艦 の よう に 電子 戦 を 想定 し 、 ヒ EC 
M ( 電 妨 害 装 置 ) や ヒ ECCM ( 対 電 子 妨害 
用 防御 装置 ) な どの 兵 装 を 多量 に 抱え た 艦艇 
だ と 言え る だ ろう 。 


艦 首 構造 区 。 < ドル ド ヴ ァ > の 艦橋 ユニ ッ ト と 同様 の も の が 採用 され て お り 、 
UIMS の 合理 化 と 、 そ れ に 伴う 艦隊 の 拡張 を 実感 で きる 図 で ある 。 艦 首 最前 韻 
方 に は 円 答 状 の 機械 が 設置 され て いる が 、 お そら く 対 艇 レーダ ー で あろ う 


yy < ハン マー ヘッ ド > に 続く UIMS 剛 也 の 
主力 ワー ク ホ ー ス 。 汎 用 タイ プ の 巡洋艦 
で あり 、 船 体 が 白く 塗ら れ て いる の は 太 
陽 軸 射 を 抑 える た め だ と 思わ れる 。 ま た 、 
艦 下部 に は 大 型 レ ー ダ ー 和 器機 を 有する こ 
と か ら 、 対 電子 兵 装 が 完備 され て いる と 


4 艦 下 方 ブロ ッ ク の 中 央 部 に は フォ ト 
ント ー ビ ピー ド (光子 魚雷 ) 発射 装置 らし 
きも の も 装備 され て いる 。 ま た 、 対 電子 
兵 装 らし き 器 機 も 抱え て は いる が 、 効 果 
な けれ ば た だ の 箱 。 < く ド ラグーン > に は 
ECM、 ECCM が 装備 され て いた た め 、 ダッ 
クボ ー ン が EMP パ ルス 攻撃 を 行っ た と し 
て も 通用 し な か っ た だ ろう 


な hrwwern て go つの らい 


る 艦 後部 か ら 撮 られ た ショ ッ ト 。 
超大 型 の メイ ン エ ンジ ン を 中 心 に 
し て 、 双 発 の サブ エン ジン を 配置 。 

に より 大 推力 と 高速 巡航 性 が 
得 ら れる よう に な っ て いる 


KG 
| き (テーーー と ジマ バ 0 


CKEAX WEw1 


4 艇 尾 ブ ロッ ク 構 造 図 。 写真 だ け で 
は 分 か り に くい 部 分 が 示さ れ て いる 


形式 : 巡洋艦 全長 ・ 300m 動力: 

不明 武装 : 大 型 レ ー ザ ー 砲 台 x 門 、 
艦 航 用 レー ザー 砲 タ イプ 1 X 日 門 / 補 
生還 ボ 大理 ラーダ ター ドー ム と ア 


クティ ブス キャ ナー を 有する 


和志 


MM 間 中 朋 計 沖 


MECHANICAL S STAGES MATERIALS 
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型 の 重 装甲 高速 戦闘 機 < ベイ ビー ボ ト 
ル >〉 の 杯 艦 で ある 中 型 戦闘 基 (F ご 犬 
に は 登場 せ ず )。 ノ 機 の く バ ベイビー ボトル >〉 を 
有 し 、 有 事 の 際 は それ ら を 射出 し て 戦 つ 。 本 
体 自体 も ら 門 の レー ザー 念 台 を 始め こす る 若 


、 _ L 板 り リア の た ア 人 人 
種 兵 装 を 持ち 、 他 の 能 姓 と 比べ て も 攻撃 力 に 状 仁 ン 弟 着 ブ ス 
ブ 高生 到 

ら な い 、 危 険 な 角 で 4 器 ら ナ 後 後 ツ 構 

引け を と ら な し 和 険 な 弦 で 時 64 あ カク 
ある 。 推定 全長 は 200m 前 後 。 レ い 烈 つ は 見 の 
ヽ ーー ヽ 放つ Re い CN Im 
な お 、 開 発 当初 に は く ジ ヤ ダ "し て ド た 艇 
ン キ ーママ (麻薬 中 寺 の 田 親 ) ら 栓 も た ド な 暴 
と いう 危な い 通 称 が 付け られ い 革 が ッ タ “9 り 
の 取 ド ドド" ま コ 


に も US 


形式 : 大 型 戦闘 機 用 航 宙 母 艦 
/ 全 長 : 不明 武装 : 大 型 レ 


ー ザ ー 砲 タイ プル IX 門 プ 補 
足 : 4 機 の 艦載 機 を 有する 


S Se コ | 上 = 

ー 2 見 0 MEN キ ャ ノン ) x ら 補足 : 

へ ー マ ユン ン イ ング ン ビ に > 

ミ 3 4 機 の 艦載 機 を 有する 
4 租 橋 前 方 部 分 に 4 機 の < ベイ ビー ボトル > を 搭載 し 、 戦 闘 時 は こ W_ 4 < ベイ ビー ボトル > 自体 が く ド ラグ 一 ン > と 同 程度 
れ を 射出 する 。 艦 の 前 後に 複数 の 砲台 を 持つ as の 50m と いう こと を 考え る と 、 大 き さ が 分 か りや すい 
川 川 川 川 川 人 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 昨 人 川 川 II 川 川 川 川 川 作 川 川 川 川 川 l ケ 有 【 昌 着 
マ 艦 中 央 部 に は 複数 の 砲台 を 配置 。UIMS 角 隊 の 中 で は 比較 的 い カ ラー リン グ が 印象 的 な 駆逐 様 の 戦術 運用 思想 が プロ グラム され て いる と 
機動 信 が 高く 、 高 速 接近 し て の 近接 戦闘 を 得意 と する 艦 で あ _ 軸 2 の 
PP _ 艦 。 角 体 中 央 部 を 取り 囲 お な よう 見 られ 、 高 速 戦闘 機動 を 活か し だ 雷撃 戦 を 得 


に エン ジン ブロ ッ ツク ガ が 配置 され て お り 、 意 と する 。 次元 位相 差 ス キヤ ナ (フー プ し だ 
その 側面 に 3 門 の レー ザー 砲台 と 6 門 敵艦 の ワー プア ウト し な 位置 を 測定 する 碧 機 ) 
の 艦 航 砲 を 持つ 。 コ アブ ロッ ツク は 艦 首 。 な ども 有する 。 ち な み に P ご 版 で は 一 瞬 だ け 
部 分 に 位置 する 。 < ダッ フ ボ ー ン > と 同 育 景 用 戦艦 こし て 登場 し て いる 。 


形式 : 巡 洋 艦 / 全 長 :150 
m ノ 動力 : 不明 武装 : 
レー ザー 人 砲台 X 門 、 艦 
筋 用 レー ザー 砲 タ イプ II 


4 骨 側 面 凶 を 見 る と 、 意外と 細い 形 が 
分 か る 。 エ ンジ ンプ ブロ ッ ク の 間 に レ ー 
ダー ドー ム の よう な パー ツ も 見 える 
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速 で の 一 撃 離脱 戦闘 を 特 意 こ する U | 上 直方体 の よう な 直線 形 の シル エッ トラ イン 

MS 高 人 世代 全長 は 150IN。 どちら を 持つ く プレ ター ニヤ 高史 と す 
と いう と 20 世 紀 末 の 魚雷 艇 の よう な 小型 秀 本 ゃ ミサ イル 二 に ru、 サッ ス ロク 
の 印象 を 受け る 。 算 直 3 連装 の 核 悪 合 エ ンジ エル > と 同じ 1I50m で ある 。 緑色 の 船体 と 、 そ 
ン を 有する 。 コ アプ ロッ フ は 双 の 上 下 に 抜 ま 軍用 方 法 か ら 寺 多 兵 が 連想 され る 
れる よう な 感じ で 配置 され て いる 。 次 元 位相 
差 ス キヤ ナ も 持ち 、 獲 物 を し つこ ご 追跡 する 
戦闘 猟 兵 の よう な 艦 で ある 。 


4A ム エン ジン ブロ ッ ク の 前 、 船 体 に 上 下 に 挟ま れる よ 
うな 形 で 中 枢 制 御 コ ア が 搭載 され て いる 。 ち な み に 
この 艦 は PS 版 に は 登場 し な い (業務 版 の み ) 


マル 艦 首 に は 次 元 位相 差 ス キャ ナ が 2 づつ 搭載 さ ai スベ 。 0 
れ て お り 、 こ れ て 敵艦 の 位置 を 測定 、 追 跡 す る 。 本 1 AEN、 た 6 
艦 前 方 側面 に は 2 門 ずつ 計 8 門 の 艦艇 砲 を 設置 き 

し て お り 、 こ れ て 敵 を 駆 朋 す る 


形式 : 高速 巡 洋 
装 : 艦 航 用 レー ザー 砲 タ イプ IIX 日 門 
補足 : 次 元 位 相差 スキ ャ ナ ど 基 装 備 


る が ら に 穂 重 そつ な 艦 体 を 持つ 、U | 
MS の エネ ルギー タン カー (補給 艦 )。 
この よう な タン カー が ある こと か ら 考 える こと 、 
U り 1 MS の 艦艇 は 推進 剤 供 結 に より 稼働 する 
タダ イブ プ の も の が 多い と 思わ れる 。 艦 体 後部 両 
能 の サブ プ エ ン ジン プロ ッ グ 先端 に は 、 セ ン シ 
ング 和 器 機 ら し きも の も 設置 され て いる 。 な お 、 
ロ 体 下部 に 見 える の は ダン 部 分 で ある 。 ち 
な み に ご この 艦 も ピ 版 に は 登場 し な い 。 


4 艦 首部 分 を 撮影 し た | 枚 。 
円 向 状 の 突起 物 が 見 える が 、 
お そら く エ ネル キー 供給 用 の 
外部 接続 シリ ンダ ー だ と 思わ 
れる 


人 ふ 一 見 する と 小さ め に 見 える が 、 実 は いい ハンマー ヘッ ド > 
と 同じ 、500m の 全長 を 誇る 巨大 艦艇 で ある 


5 の 、 形式 : 大 型 エ ネル ギー タン カー 企 
Ro や 、 。 \ 介 “ 7/ | 長 : 50DUm ン 動力 : 不明 / 武 装 : な し 
NR 計 。 Pe 人 補足 : UIMS 艦 隊 に エネ ルギー ( 推 

の 9 人 し 進 剤 ) の 補給 を 行う 宇宙 補給 艦 。 般 
下部 は タン ク に あたる 


る 4 艦 尾 両 朋 に 取り 付け られ た エン ジン ブロ 
ッ タ 。 空 の 先 に は ロッ ドア ン テ ナ だ な どの セッ シ 
シン グ 和 問 機 ら し き 設 備 が 付け られ て いる 。 艦 
下 み に は タン ク が 入っ て お り 、 ニ ニニ に 入っ て 
いる 推進 剤 を 各 艦 艇 に 供給 する 


人 A ム リム ロイ ド 中 央 部 で 浮遊 し て いる スパ ー ク ビッ ト の 内 側 パ 
ー ツ 、 リ ム ピ ッ ト 。 ピ ビッ ト ボ ム で 防 伸 行動 を 行う 


は の と 


ぐ 還 下 人 の ミー ご 9 時 三 。Y 


ン 


慎 の 人 石 放 寺 弄 全 


・ つ すい 


MK 
HH 


S 口 ヽ 


。 | < 武装 ブロ ッ ク 中 央 に 位 
。 | 置 する 中 央 溝部 分 。 矢 Eh 
| は < ドラ グー ン R> の 飛 
行 し た 軌道 で ある 


a 


ni 用 有川 


MECHANICAL & STAGES MATERIALS 


ーーーーーー 


条 光 史 人 る 難 各層 


の と さき 尺 芋 き 
回 吾 S(((( 。 の (て 商 革 人 語 き ( (1 
さ は 和 誤 謀 石 岬 避 さ さく 口 敵 兄 人 


<ー 
ペーー 


アン 


巨大 移動 要 塞 。 く ガー ブ > と いう 名 は 

GFavltatlonal OTDItaIUnCommorn R8- 
diatlon Breeder 三 重力 軌道 異常 放映 増殖 源 
の 頭 文 字 を 取 つ て U り GSF が 付け だ 賠 称 で あ 
る 。 惑 星 工 ネル ギー を 吸収 後 、 物 質 転換 し て 成 
長 す る UI1MS・9 ひ の 旗艦 で あり 、 全 長 6000 
m。 上 部 甲板 は 市 街 ブ ロッ こと 武装 プロ ツン 
の どら つ に 分 けら れ て いる 。 内 部 に ナジ ー チ 
ヤン バー を 有 し 、 ご ここ か が ら 艦 省 に ある 次 元 転 
送 型 の 巨大 高射 窟 に エネ ルギー を 送り 込む 。 


形式 : 大 型 移動 要 寒 / 全 長 : 8000m ノ 
動力 : 不明 (エナ ジー チャ ン バ ー に 集 
め ら れ た 惑星 エネ ルギー と 思わ れる ) 
ノ 武 装 : 艦 首 巨大 高射 砲 (次 元 転 送 タ 
イブ ) x 1 門 


ンス レ 人 fo NN 
ム < ガー ブフ > 動力 部 で ある リム ロイ ド 。 < キャ ノン シー ド > の セン ター ポー ル に 相当 
する 機関 で ある 。 中 央 に スパ ー ク ビッ ト が 浮遊 し て いる 。 ス パー クビ ッ ト 自 体 は リ 
ム プ ブレード (外側 パー ツ ) と リム ビッ ト (内 側 / パ ー ツ ) か ら 成 る 
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1 ーー デー ] 


り 順 順 iii 


IMS・9 が 惑星 コー ネ ウ ス 前 万 の 宇 
軸 空 間 に 建造 し だ 前 衛 基 地 。3000「T 四 
万 の 長 さ を 持つ 巨大 基地 で ある 。 内 部 は づ 層 
構造 に 分 サ お れ て お り 、 こ こ か が ら 見 る と 、 ま だ 
建造 中 らし い 。 内 部 に は < ファ イア ・ ピ ビー>》 
を 始め こす る 無数 の 戦闘 機 を 擁し 、 第 1 外壁 


マヤ < ブロ ッ ク メ イズ > 構 告 誠 と 、 

各種 パー ツ を 描い た 資料 。 ゲ ー ム 中 
で は 全景 を 捉え に くい < ブロ ッ ク メ 
イズ > の 構 告 を 知る うえ で 、 貴 重 な 
資料 で ある 。 浮 遊 す る パー ツ が 一 見 


、 〇 中 部 ーー 2 ボリ し 2 、。 
付近 の ドッ に は 駐 罰 艦 隊 が 係留 され て いる 。 So PP Ar 
還 2 2 ー ラジ クジ 2 っ う ご g の し うう 記 。 ラジ 2 ーー 6) ング 
第 外壁 内 部 の 中 央 溝 を 辿 つ て い ぐ と 、 コ ア Ss s 叔 、 PP 、 グー ン R〉 は 進む 
ブロ ッ ク フ (動力 妨 ) で ある < スピ ナー>〉 が あ 上 」 、・ で 2 Es 符 要 っ ) Rss 
。、 Yesee 


り 、 ご ご こ ご を 壊す と 基地 自体 が 維持 で き な ぐ な 
つて 崩壊 する 。 


ー・ 礼 ー4le- ツ 672 と 6 0 。。 


= ジ っ アプ に て キモ 


< の ーー<- セ こっ で ホレ で っ 主 


LN、、 NR 2 KM 
、W Ws し いい NN PAM 
NO NN 


Ns 


NN 
いい 


形式 : 宇宙 要塞 全長 : 3000m 四 方 / 
全容 積 : 約 57000000000m ノ 動力 : ス 
ピナ ー( 動 力 炉 ) 武装 : な し / 補 足 : 
UIMS・9$ の 前 衛 基地 で あり 、 建 造 中 で 
あっ た 。 紀 層 構造 に 分 か れ て お り 、 多 
数 の 宇宙 ドッ ク て 迎撃 機 を 有 し て いる 


る 口 シ 
に ム 、 
剛 ン 人 ど 
縮 メ ピ 
退 イ ナ 
SI | S | 2 
か 爆 を 
A ム 中 央 ブロ ッ ク の 真ん中 に 位置 する 中 央 溝 ? 発 拓 


ここ を 進ん で いく と < スピ ナー> に 到達 する 。 
余談 だ が 、 中 央 プロ ッ ク に は 所 々 、 出 入口 が 
あり 、 こ こ か ら < ファ イア ・ ピ ビー> を 始め と 

する 迎撃 機 が 発進 する 。 ま た 、 第 | 外壁 層 ビ に 

は 宇宙 ドッ ク が ある 


性 潤 ぶ びき ー 全 
ヽ P の wt 避 半 


rs いい 
と 箱 - 叶 で きせ < ちら ズー 応 


AP < ブロ ッ ク メ イズ > 中 枢 部 分 に 位置 する < スピ ナー>。 同 基地 
を 維持 する た め の 「 鍵 」 で ある 動力 炉 で ある 。 こ れ を 破壊 され る 
と 基地 構造 を 維持 で き な く な り 、< ブ ロッ ク メ イ ズ > は 爆散 する 。 
直径 は 50m。 灰 色 の カラ ー リ ング が いか に も 「 機 械 」 的 だ 


ぁ 推進 ユニ ッ ト の 規格 化 に よ 
る 流用 で 生産 性 は 向上 する 。 < 仁 靖 
徹底 的 な デジ タル 思考 の 間 に 

人 間 信 は 介在 し な い 


ャ ヤー プ な ライ ン で まとめ られ だ り | M 
ら ・9 ひ の 重 巡 洋 艦 。 推進 ユ ニ ツ ト は 他 
の 艦 の も の と 同一 の バーツ を 用 いて お り 、 機 
械 知性 体 な ら で は の 合理 性 を 感じ 取れ る 構造 
に な つて いる 。 主 武装 は 艦 の 両 般 に 設置 され 
だ 12 門 の 艦 骸 介 。 全長 は 900IT で 、 これ は 20 世 
紀 後 期 り の フ リザ ゲイ ト 艦 6 隻 分 の 長 さ に 匹 英 す 
る も の で ある 。 


マヤ 艦 体 下部 に は 推進 ユニ ッ ト を 


ロコ = サオ 、 の SN 
SS Ss 装備 。 く ドラ グー ン 〉> シ リー ズ 同 欄 
NN 人 穫 所 そう no ut ッ と ==o の ラム ジェ ッ ト 式 核 融合 エン ジン 
2 が ーー 敵 3 様 = <=、 | を 使用 し て いる 
形式 : 汎用 重 タ 巡洋艦 / 全 
挫 層 っ = ッ ト La て エー ワ > 掃 全 ね つと, っ - 


長 : 90Hm ン 動力 : バ サ 
ー ド ・ ラ ムジ ェ ッ ト 式 核 
融合 エン ジン 武装 : 艦 
航 用 レー ザー 砲 X1g 門 


ーー ーー 7/ に | 
ーー リ 
| イ ーー 
1 ーー 一 ーー 生 
1J で 


^ そ の 寄 は と いう まり 。 半生 季 天 英 の よう 


な イメ ー ジ を 連想 させ る 。 艦 体 両 般 に は 大 型 の 艦 航 絶 を 各 6 
基 ず つ 配 置 し 、 絶 大 な 破壊 力 を 誇る 


の ググ 隻 の 艦 と 比べ て 、 大 幅 に シル エ ツ 

ト が 異な る 巡洋艦 。 エン ジン パー ツ も 

他 の 艦 ガ ら の 流用 化 は 図ら れ て いな い 。 艦隊 

配置 の 際 は 外周 部 分 の 守り を 担当 し 

て お り (ゲー ム 中 で は 人 撃 し て こ な 

いい 背景 用 の 艦 で ある ) 巡洋艦 と いう 

より も 譲 衛 艦 的 な 役割 に 近い よう で 

ある 。 滑ら か な 表面 処理 の 艦 体 を 持 

つ 。 艦 首 に 主 介 ら し きも の が ある が 
詳細 は 不明 。 


形式 : 汎用 戦闘 艦 / 條 
長 : 650m / 動 力 : 核 融 
合 エ ンジ ン / 武装 : 艦 航 
用 レー ザー 人 砲 X 日 門 


IMS・9 の 主力 戦闘 艦 。 く イ ンコ ン 

パラ ブル 級 > 重 巡 と 同様 の ライ ン を 持 
つ 。 艦隊 の 中 央 で 平気 で 同士 撃ち な ど ご を 行う 
U 1 MS こと 違い 、 < ドラ グーン R/ が 艦隊 の 中 
央 突破 を 図 つ だ 時 、 同 士 撃 ち を 妨 れ て 念 撃 が 
で き な が か が つ だ 艦 で ある (機械 に し て は 人 間 
的 や )。 至 長 は 0650Im。 艦 源 爺 を を 右 に 4 門 ず 
っ 装備 し て いる 。 


形式 : 巡洋艦 / 全 長 
400Um/ 動 力 : ラム ジ 
エット 式 核 融合 エン ジ 
ン ノ 武装 : 不明 


e sa 二 WE マ 林 体 ユニ ッ ト は 全長 10m。 本 体 に 2 枚 の 太陽 電池 パドル を 取り 付け た 村 造 に 
* ア 所 計 
1I MS が ガ ア ステ ロイ ド ベ ルト の 先 員 部 て る 、 木 休 に は 戦術 長 距 離 素敵 レー ダー や ドッ プラ ー パ ルス レー ダー を 


分 に 配置 し て いる 監視 衛星 (PG 版 に 始め と する 各種 の セン シン グ 器 機 を 搭載 し て いた 
は 登場 し な い )。 索敵 任務 を 主 と し 、 敵 の 侵入 
を 察知 する と 前 衛 艦 隊 に 高速 通信 で 報告 する 。 
それ 自体 に 武装 らし きも の は 見 当ら な い だ 
め 、 攻 撃 能力 は な いと 思わ れる が 、 厄 介 な 存 
人 の 圭 る 大 の う 。 


ム 普 段 は に アス テロ イド ベル ト 外 周 部 
分 に 静止 し て いる が 、 敵 を 発見 する 
と 途 端 に 酒 人 生化 する 


/ 


P 索敵 の 結果 、 敵 を 発見 する と 警戒 警報 を 超 高 速 通 
信 (レー ザー 通信 か ? ) に より UIMS 艦 隊 に 打電 する 
言わ ば AEW (早期 警戒 機 ) の よう な 任務 を こなす イ 
ヤ な 監視 衛星 だ 


形式 : 監視 衛星 全長 : 10m ノ 動力 : 
太陽 電池 パドル メ ど 武装 : な し 


を 騰 み そう な 名 称 の 付け られ だ 浮遊 人 
台 。 惑 星 ド グマ ス 上 の < キヤ ノン シー 
ド 〉 の 周辺 部 を 浮遊 し 、 同 砲 に 接近 する も の 
に 対し 、 ニ ー ド ル 状 の ビー ム を 発射 する 。 本 | ーー 
体 下 に セン シン グ 用 の ロッ ドア ン テ ナ を 多 閉 
数 持つ て いる 。 外見 上 に は 動力 機関 の 有無 を 
感じ > せる も の が 見 られ な 輔 議 了 
いた め 、 反 重力 機関 を 肥 し | ノノ 生 2% 
て いる と 思わ れる が 、 詳 細 
は 不明 。 な お 、 ご の 機械 も 
PS 版 に は 登場 し な い 。 


) 宅 2 は @ 9 と 


< < キャ ノン シー ド > 最終 防衛 ラ 
イン に 浮遊 し て お り 、 接 近 す る 敵 
に 対し レー ザー 砲撃 を 行う 


ーーーーーーー っ ペク フ ー キ ャ ノン ) が 地上 移 台 なら ば 、 こ ちら は 
形式 : 浮遊 苑 台 / 全 長 : 50m ン 動力 : 2 の オン た 科 っ に al12mTa: っ と る の ピ ミ 
不明 武装 : レー ザー 砲 タ イプ II x10 議 S22 が は え 2 ル ン Y02 の シ Pac あ うう に 
IN 還 部 の 円 形 部 分 は 常に 回 転 し て お り 、 側 面 に は 無数 の 
人 トド UM  『 レー ザー 絶 を 装備 し て いる (PS 板 に は 登場 し な い ) 


寺 ” 』 0 ヤヤ TOT 
川 川 川 川間 省 川 川 川 唱和 


面 に 便 度 装甲 処理 を 施 ご れ だ 大 型 高速 

戦闘 機 。 そ の 名 の 通り 、 瓶 の よ つ な お 形 
状 ガ 特徴 的 な 機体 で ある 。 普段 は く ド ラン キ 
ーママ >〉 の 艦橋 前 部 に 係 百 され て いる が 、 敵 
の 接近 と 同時 に 財 出 され 攻撃 を 開始 する 。 戦 
闘 時 は 後部 の ブー スズ ター を 広げ て 高速 で 飛行 
する 。 武装 は ど 門 の レー ザー 爺 。 機体 前 万 部 
分 内 部 に コア プロ ッ ツク が 収納 され て お り 、 敵 
の 直撃 を 食 ら つ て も ビグ と も し な い 。 


4 高速 で 飛来 し 、 敵 に レー ザー 砲 
撃 を 行う 。 通 称 「 カ タイ 敵 」。 装 甲 
の 強度 化 が 罰 ら れ て いる 


大 全長: 
50m/ ノ 動力 : 不明 / 武装 : 小型 レー ザ 
一 人 奄 メロ 門 


人 ム < ドラ ン キ ーママ > か ら 射 由 さ れ た 後 は 機体 
後部 に ある 4 本 の ブー スタ ー を 広 け 、 高 速 飛行 
する 。 セ イル (機種 ) 部 分 に は 窓 の よう な も の 
が ある が 、 こ の 奥 に コア ブロ ッ ク が ある 


UIMSUIMSG 避 


MECHANICAL SSTAGES MATERIALS 


〒 ぁ 全幅 16m。 その 名 の 通り 
ブー メラ ン 状 の 形状 を し て お 
り 、20 世 紀 末 に 米国 が 使用 し 
て いた B 2 爆撃 機 を 連想 させ 
る シル エッ ト を 持つ 。 UIMS・ 
9 の が の 星 上 に 侵入 し た 敵 を 迎撃 
する の に 使用 。 動き 自体 は さ 
ほど と 速く な い 


mw 
MS の 時 期 警戒 用 前 線 大 
地 。 小 惑星 を 流用 し て 動力 ユニ 
ツ ト を 埋め 込み 、 内 部 を くり 抜 
いて 〈 フ エー カー>〉 な ご どの 戦闘 
機 部 隊 の 格納 プロ ッ ツ グ と し て い 
る 。 表面 に は 無数 の アン テ ナ ロ 
ツ ド が ガ が 建て られ て お り 、 見 る も 
の に 威圧 感 を 写 え る 。 中央 の 重 
き 出 し に な つ だ メイ ンコ ユニ ッ ツ ト 
を 破壊 する こと 爆 散 す る 。 


惑星 コー ネ ウ ス に 侵入 し た く < ド 
ラグ ー ン R> に 対し 、UIMS・9 
ば ペル デ 〉 ど (フー メラ シッ > 
の 編隊 を 投入 し て きた 。 下 は そ 
の 際 に 撮ら れ た スナ ッ プ 


か Pe 
攻撃 機 。 全 幅 16「T。 
要 撃 仕 務 を 主 と す る 。 豆 


星 コ ー ネ ウ ワ ス 上 に 降下 し 


eds 居 く デ ラウ ーッ ン 過 〉 に 潤 


7 年 い 4 言 し 、 編隊 を 組ん で 柚 い ガ 
ュ 克 こ の 言 る 。 世 装 は モノ レー ザ 
る 全 ー 1 門 。 被 弾 面 性 は 低い 。 
全 あ 昌 U1MS の < ブル ー・ フ 
計 貞 が が ライ >〉 に 相当 する 。 


マ 死 を 恐れ ず 体 当たり し て 
くる 恐 了 の 要 撃 機 。 あ る 連 
邦 将 兵 ょ 「 あ の 機体 は 人 の 
血 の 色 で 染め られ て いる 」 
と 語っ た と いう 


鋭い 直線 形 の 形状 が 特徴 的 
な 機体 、。 ま さ に 海神 の 槍 と い 
う 形 容 が 当て は まる 。 機体 中 
央 部 分 に は 制御 体 を 格納 。 く ガ 
ー ブ プ >〉 の 武装 区 画 に 配備 され 
て お り 、 同 艦 守備 の 要 と な っ 
て いる 


の 特異 な 形状 ガサ けら 、 ギ リシア 
神話 中 に 登場 する 海神 の 使用 
する 三叉 の 槍 の 名 を 付け られ だ 要 撃 
戦闘 機 。 く < ガ ー ブ 〉 甲 板 上 の 武装 区 か 
ら 出 撃 し て 、 接 近 す る も の に 攻撃 を 
行 つ 。 武装 は レー ザー 人 砲 門 。 対 被 
弾性 能 は 高く な い 。 


迎 仕 務 を 主 と す る UIMS・9 の 
戦闘 機 。 真 紅 の カフ ラー リン グ が 見 
る も の の 眼 を 引 ぐ 機体 で ある 。 武装 は モ 
レー ザー 1 門 く プロ ウメ ライ の 6 の 
ー プ 〉 内 部 の エナ ジー チャ ン パ ー に 多数 会 
配備 ぐれ て いる 。 A ブロッ ク メ イ ズ ) を 
始め と する 施設 に 大 量 配 
備 され て いる 。 機動 旋回 
性 能 が 高く 、 撃 望 す る の 
が 難し い 


4 連動 生 能 と 巡航 能力 が 高く 、 姿 が 小さ く 
見 えた か と 思う と 次 の 瞬間 に は 接近 し て レ 
ー ザ ー を 放つ 厄介 な 存在 だ 


51 


UIMS が 使用 し て いる 貨物 船 。 全長 I50m。 ブ ロッ ク 構 造 に 
な っ た コン テ ナ を 最大 4 個 まで 搭載 可能 。 業 務 版 の 一 部 で は 
登場 する が 、PS 版 に は 登場 し な い 。 
ーUIMG ら 貨物 船 一 


AUIMS が アス テロ イド ベル ト 
に 敷設 し て いる 宇宙 機 吉 。 表 
面 は ミラ ー 構 造 に な っ て お り 、 
低 出力 の 光学 兵器 な ら 反 射す 
る 。 全 長 16m 


[チェ ルレ イ ] 。 二 UIMG 戦 闘 衛星 一 


4 機雷 敷設 が 敵 に 与え る ダメ ー ジ は 直接 的 な も の ば か り で は 
な い 。 機雷 の 敷設 に より 、 艦 船 は [ 加 壁 行動 に よる ロス を 余儀 
な くさ れる し 、 心 理 的 に も 圧迫 感 を 与え られ る 。 も し 、 機 械 
生命 体 で ある UIMS が そこ まで 人 間 の 心理 を 読ん で いた と すれ 
ば 、 恐 る べき 事実 で あろ う 


y 惑星 ドグマ ス の 最終 防衛 ライ 
ン に 配置 され た 大 型 の 戦闘 衛星 
(PS 版 に は 登場 せ ず )。 敵 が 接近 
する と レー ザー 砲撃 と 艦載 機 の 
射出 を 行う 。 余談 だ が 、 UIMS に 
は IFF ( 英 ノ 味方 識別 装置 ) の よ 
うな も の を 持ち 、 そ れ で 敵 を 識 
別して いる の だ ろう か ? 


ーUIMGS 戦 闘 機 一 


アス テロ イド ベル ト 内 に 敷設 され た 追尾 

吉 。 普 段 は 陣 石 の 陰 に 隠れ て いる が 、 英 
が 接近 する と 接近 し て 対象 物 に 取り つき 自 
爆 す る 


AUIMS の 迎撃 用 戦闘 機 。 主 武装 は AAM( 空 対空 ミサ 
イル )。 高速 接近 し て ミサ イル を 発射 後 、 再び 高速 見 9 
ーー 一 下 脱 する ヒッ ト & ア ウェ イ 戦 闘 を 行う 。 耐 久 性 は 低い 。 | ] ーUIM 追 尾 機電 一 
二 全長 は 20m 


ーUIMB 主 力 戦闘 機 一 


ーUIMGS 戦 闘 機 一 


Py 全長 22m の UIMS 迎 撃 用 宇 
宙 戦 闘 機 。 対 被弾 性 は 高い 。 
兵 装 は パル スシ ョ ッ ト 2 門 。 
意外 に 攻撃 力 が 高い 。 UIMS の 
戦闘 機 の 中 で も 優秀 な 機体 で 
あり 、 厄 介 な 相手 と 言え る だ 
ろう 


AUIMS の 主力 宇宙 戦闘 機 。 フ ォ ト ン (区 子 ) レー ザー を 持 
ーー ち 、 編 隊 を 組ん で 敵 に 襲い か か る 。 全 長 は 16m。 対 被 剥 性 能 
ja は 高く な い が 、 数 が 多い た め UGSF 部 隊 に と っ て 頭 の 痛い 存在 
で あっ た 。 母艦 く ド ルド ヴァ > か ら 発進 され る 


URI 一!3 入 


ョ デーーーー で セコ 学 


TSTSTWTSl 


マ UIMS が 使用 し て いる 貨物 船 。 全 長 I50m。 ブ ロッ ク 構 造 に 
な っ た コン テ ナ を 最大 4 個 ま で 搭載 可能 。 業 務 版 の 一 部 で は マム 3 =d 
登場 する が 、PS 版 に は 登場 し な い ] ーー 

2 ga 人 3 2 


AUIMS が アス テロ イド ベル ト 
に 敷設 し て いる 宇宙 機雷 。 表 
面 は ミラ ー 構 造 に な っ て お り 、 
低 出 力 の 光学 兵器 な ら 反 射す 
る 。 全 長 |I6m 


NTLI ウ / 
[デス ボー ル ] ーUIMG 宇 宙 機 電 一 


> ご 
90 の 
ac 4 ー 


SE 4 が 内 の 選 が 33 0 ( [ 上 - 
に 与え る ダメ ー ジ は 直接 的 な も の ば か り で は 


4 機雷 敷設 が 敵 
な い 。 機 融 の 敷設 に より 、 艦 船 は [回 壁 行動 に よる ロス を 余儀 
な くさ れる し 、 心 理 的 に も 圧迫 感 を 与え られ る 。 も し 、 機 械 
生命 体 で ある UIMS が そこ まで 人 間 の 心理 を 読ん で いた と すれ 
ば 、 恐 る べき 事実 で あろ う 


惑星 ドグマ ス の 最終 防衛 ライ 
ン に 配置 され た 大 型 の 戦闘 衛星 
(PS 版 に は 登場 せ ず )。 敵 が 接近 
する と レー ザー 砲撃 と 艦載 機 の 
射出 を 行う 。 余談 だ が 、 UIMS に 
は IFF ( 英 / 味 方 識別 装置 ) の よ 
うな も の を 持ち 、 そ れ で 敵 を 識 
別して いる の だ ろう か ? 


RNNSSDSgyioSo26 は 
9203 る 待 :tM 
ス セ い > 

まみ 全 人:p 朱 に 
太もも だ が ある. 


SONG 09 


4 の 多郎: 価 n ち 
二 < 


アス テロ イド ベル ト 内 に 敷設 され た 追尾 
機雷 。 普段 は 隅 石 の 陰 に 隠れ て いる が 、 敵 
が 接近 する と 接近 し て 対象 物 に 取り つき 自 


4A^UIMS の 錠 撃 用 戦闘 機 。 主 武装 は AAM( 空 対空 ミサ 
イル )。 高速 接近 し て ミサ イル を 発射 後 、 再び 高速 難 
脱 す る ヒッ ト & ア ウェ イ 戦 闘 を 行う 。 耐 久 性 は 低い 。 
全長 は 20m oe 


% あ る 28 人 潤 お /28 


PSR * : : 合 " 
に Le 


一 UIM 主 カ 戦 闘 機 一 


Py 全長 22m の UIMS 錠 撃 用 宇 
宙 戦 闘 機 。 対 被弾 性 は 高い 。 
兵 装 は パル スシ ョ ッ ト 2 門 。 
意外 に 攻撃 力 が 高い 。 UIMS の 
戦闘 機 の 中 で も 優秀 な 機体 で 3 20 上 へ 
あり 、 厄 介 な 相手 と 言え る だ NN 2 AUIMS の 主力 宇宙 戦闘 機 。 フ ォ ト ン (光子 ) レー ザー を 持 
2 ち 、 編 隊 を 組ん で 敵 に 衣 い か か る 。 全 長 は 16m。 対 被 弾性 能 
は 高く な い が 、 数 が 多い た め UGSF 部 隊 に と っ て 頭 の 痛い 存在 
で あっ た 。 母艦 < ドル ド ヴ ァ > か ら 発 進 さ れる 


於 用 


MECHANICAL SSTAGES MATERIALS 


ーUIMB 大 型 戦闘 艇 一 


の ン と 2C で 徳 HH < くく 一 で モテ > 
。 ヨ o 選 ー 滞 履 . 洛 融 洋 時 小 9o ミ ーー 人 人 


[ベル テ 」 ーUIMS・9S 戦 略 攻撃 機 一 


AP UIMS・ ひ の 戦略 攻撃 機 。 武装 は パワ ー レ ー ザ ー、 連 装 式 パ ワ 
ー ミ サイ ル 。 全幅 20m と 小型 の 機体 だ が 、 く ドラグ ーー ン R> と 対等 
に 渡り 合え る だ け の 能力 を 誇る 。 高 速 巡 航 形態 時 は 細 を 機体 腹部 
に 押し つけ る よう に し て 飛行 する (写真 右 ) 


ーーUIMG・8 主 力 戦闘 機 一 


4A UIMS の 砲台 。 パ ワー レー ザ 
ーー 装備 の 大 型 (|20m) と ファ イ 
アボ ー ル 装備 の 小型 (45m) の 
2 種類 が ある 。 惑星 ドグマ ス 表 
面 の < キャ ノン シー ド > 最終 防 
衛 ラ イン に 敷設 され て いる 。 

UIMS・ ひ も 同様 の 砲 を 使用 し て 
いた (写真 左 ) 


の ひい 沈 ヨコ の ・ コー 計 征 
肢 . 寺 一 革 ー で YS 妃 映 見 。 ぬ と へ C 疲 
鐘 き 党 . へ て ぶせ と べ 愛 < 一 キーH \J> 


※ さ 和議 野 水 HHYSoy・ の ミー ご 4 


きま 
で 半 


タワー キャ ノン ] 一 UIM 固 定 砲台 一 


さき 


ーUIMG 戦 有機 


「 バ イオ レッ ト ・ ビ ピー ーUIM ら 迎撃 機 一 


る 全長 |8m。 モ ノレ ー ザ ー を 装備 し て い 
る が 、 そ れ を 使用 する こと は 殆ど な い 。 

むし ろ 高 速 で 体 当 た り を し て くる こと が 
多く 、 対 UIMS 戦 で は < く ド ラグ 一 ン > を 苦 
し め た 。 < キャ ノン シー ド > 警 護 用 に 配備 
され て いる 迎撃 用 戦闘 機 で ある 


芝 癌 基き NVY ニー 
9 一 で ふ ー で い ヽ ! 。 ヨ 6 妃 下 
肢 。 べ と て 沙 吾 届 | て 代 沿 
陣 画 d 有 穫 生か S 開 諾 ご 息 


(Y < ペーSNINJ> 喜 端 見 . 藻 本 


SS 。 の 光 人 コミ ァァァ ス へ ご 
田 居 朋 則 店 Sc ・ の ミー ご 人 


ーUIMS・9 ひ 戦闘 装甲 車 一 


ム UIMS の 惑星 防衛 用 小型 戦闘 機 。 迎撃 任務 を 主 と する 。 全長 


は 18m。 モ ノレ ー ザ ー を 武器 と し 、 惑星 内 に 侵入 し た 敵 に 対 
し 、 大 編 記 を 組ん で 襲い か か る 。 そ の 様 は まさ に 、 青 い 昌 が 
大 量 に 飛来 し た と 形容 で きよ う 。 対 UIMS 戦 に お いて POINTI947 
で < ドラ グー ン > が 半 遇 し た 


ム UIMS・9 が < ガー プ 〉 上 の 武装 区 画 防御 用 と し て 投入 し て 
いる 戦闘 用 装甲 ホバー。 全 長 は 13m。 対 被弾 性 能 は 高く な 
い 。 モ ノレ ー ザ ー を 装備 し て いる 
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世紀 中 期 、 人 類 の 新 だ な 植民 惑星 こし 

て 開拓 され だ 惑星 エン シア 。 ご ご こ ご で 発 
生 し だ 事件 の 主役 だ つ だ の が ガ がく ゾル ギア > と 
名 付け られ だ 巨大 生物 を 始め こす る 寄生 生物 
群 だ つ だ 。 彼 ら は 単独 で の 宇宙 空間 航行 能力 
を 持ち 、 体 内 に 重力 コン トロ ー ル 用 の 生態 装 
置 ら し きも の まで 持つ 。 ま だ 、 そ の 生態 構 造 
は 、 ご これ ま で 人 類 が 見 て まだ どの よう お な 生物 
と も 異な り 、 遺伝 子 解析 の 結果 も 「 不 明 」 と pe クー 
言わ ざる を 得 な い 。 さ ら に は 、 惹 星 自体 に 宗 区 時 する = と に は 成功 し た が 、 未 だ に その 正体 や 生態 
生 し 、 エ ネル ギー を 了 吸収 する こと で 自己 増殖 が 完全 に 把握 で き て いな いく ゾル ギア > を 始め と する 巨大 寄 
を 繰り 返す らし いと いう 事実 が 判明 レ し て いる 。 生生 物 群 。 異 星人 の 生物 兵器 と いう 荒唐無稽 な 意見 も あっ た 


RAC 
に EL だ 生 8 


る や 全長 IO0km と いう 途方 も な い 大 き さ で あり な が ら 、 自 
重 で 圧 壊す る こと も な いく ゾル ギア >。 こ れ は 衛星 ゾル 
か ら 浮 遊 し た こと で 分 か る よう に 、 体 内 に 重力 コン トロ 
ー ル 器官 を 備え て いた か ら だ と 言わ れる 


タマ ギ エ ネル ギー を 吸収 し て し まう 特性 を 持ち 、 そ れ に よっ 
て 自己 の 体 組 織 を 変貌 、 増 殊 さ せ て いく く ゾ ルギア >。 体 
内 に は 複数 の 抗体 や 寄生 虫 らし きも の が 生息 し て お り 、 侵 
入 者 を 攻撃 する 。 左 の 写真 は く ゾ ルギア > 体内 の < く ド ラグ 
ー ン J 2 > が 射出 し た 戦術 偵察 ポッ ド か ら 撮 影 さ れ た | 枚 


和 


〒UGSF 特殊 戦 の く < く ドラグーン J 2 > の 前 に 立ち は だ か る く ゾ ルギア > 
の 分 身 く < ロドリゲス >。 ヒ ト デ 状 の 怪 生 物 で あり 、 生 体 レー ザー 発 
振 器 を 持つ 厄介 な 存在 で あっ た 。 こ の 他 に も 、 | つ 目 タイ プ の 2 足 
歩行 の 怪物 や 虫 型 の 怪物 も いた が 、 い ずれ も 凶暴 な 生物 で ある と い 
う 点 に 関し て は 疑問 を 差し 挟む 余地 は な か っ た 


NN 


ーー 


p マ 宇 宙 空 間 で UGSF 艦 艇 と 交戦 状態 の く ソ ゾル ギ 
アッ >。 火 線 の 先 に 見 える 戦艦 と 対比 する と 、 そ 
の 巨大 さ が よ く 分 か る 。 まさに 巨大 な 化け 物 と 
いう 形容 が 相応 し い 。 な お 、 こ の 時 に 交戦 し た 
UGSF 戦 艦 く < クロノス > は 撃沈 され た 


〒 外 友 装 甲 前 方 の 両側 の 先端 部 分 。 巨 大 な 触手 状 の 
も の が うねっ て いて 、 生 理 的 に か な り 嫌 な 感じ が す 
る 。 脇 の 明 状 の よう な も の は 感覚 器 ら し い 


外装 寺 端 部 分 


4 一 部 の 科学 者 や 生物 学者 の 間 で 、 く ゾル ギア > が 生物 兵器 と 
言わ れる 訳 は 、 こ の レン ズ 状 の 部 分 に ある 。 こ れ は 実は 生体 
レー ザー 砲 で あり 、 出 力も 高い 。 ま た 、 地 球 圏 の 生物 に は ま 


っ た く 見 られ な か っ た も の だ か ら で あ ろう 


衛星 ゾル の 巨大 クレ ー タ ー で 悠久 の 眠り か ら 有 目覚 め た 
< く ゾ ルギア > を 捉え た 貴重 む ス ナッ プ 。 何故 、 彼 ら は こ 
こ に 眠っ て いた の か ? また 、 こ れ は 人 類 に 対す る ブー 
ビ ピート ラッ プ だ っ た の だ ろう か ?7 


っ 4 
惑星 エク シア の 大 気 圏 に 
突入 する ぐ ゾ ルギア >。 宇 
宙 戦 闘 機 の よう に バリ ュー 
ト も な し に 降下 し て も 、 摩 
擦 熱 で 燃え 尽き る こと が な 
RAN い ほ と ど と 硬 い 外 皮 を 持つ 


計 め 星 エ フシ ア の 衛星 で ある ゾル 。 ご ここ は 
7 外交 用 宇宙 港 と し て 重要 な 存在 だ つ だ 
が 、 重 力 が 不安 定 で あり 、 宇 宙 船 の 発着 に 支 
障 を きた だす と いう 問題 を 抱え て いた 。 調査 に 
よる と 、 衛 星 上 に ある 巨大 フレー ター の 重力 
場 が 異常 で ある と いう こと が 判明 。 探 査 作業 
を 行っ を と ころ 、 そ こ か ら 出 現し た の が この 
巨大 生物 だ つた だ 。 

< ゾル ギア > と 名 付け られ だ この 生物 は 他 
者 の エネ ルギー を 吸収 し て 生息 する 寄生 型 生 


物 で あり 、 場 合 に よ つ て は 変態 (エボ リ ユ ー 


ショ ン ) も 行う 。 緑 褐色 の 外 友 は 異様 に 便 ぐ 
て 硫 ぐ 、 並 の 兵器 で 買 ぐ こと は 不可 能 で ある 。 
まだ 、 外 装 の 先端 に は レン ズ 状 の 目 の よ うな 
も の も ある が 、 こ れ は 大 出力 の 生体 レー ザー 
砲 。UGSF の 重 巡 洋 艦 で も 一 撃 で 破 壌 する 。 
さら に 、 ご ここ に は 無数 の 融 手 らし き 感 覚 器 官 
も 生え て お り そ の 次 は 生理 的 嫌悪 感 を 催す に 
は 十分 な ぐら いで ある 。 ま さ に その 名 の 通り 
「 ゾ ル の 悪魔 」 で ある と 言え る だ ろう 。 
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4A『ー ゾ ルギア 」 に 登場 する メカ ニッ ク 類 と 建造 物 、 く ゾ ル ギ ア > と の 対比 表 。 く ゾル ギア > の 大 き さ が どれ ほど 
の も の か 実感 で きる だ ろう 。 ち な み に 実 際 に I0km と 言え ば 、 東 京 駅 か ら 中 野 駅 まで の 距離 に 匹敵 する 長 さ 


る ム こ < ゾル ギア > を 上 空 、 及 び 腹 
部 か ら 見 た 2 面 攻 。 全 体 的 に 緑 宰 
色 系 の 暗い 色 を し て お り 、 甲 殻 系 
の 生物 と いう イメ ー ジ が 連想 され 
る 。 き し ず 00、 デ ザイ シン モチ ー ア 
は 作家 、F・ カ フカ の 小説 『 変 身 』 
に 出 て きた 甲虫 と いっ た と ころ で 
あろ うか … ? 


A ム マゾ ルギア の 体内 か ら 次 々 と 飛来 し て くる 生物 群 と 交戦 す 
る < く ド ラグ ー ン J 2 >。 下 の 3 枚 は それ ら ザ コ を 3 タイ プ に 
分 けた も の で ある 。 い ずれ も 単眼 の 奇妙 な 形 を し た 生物 で あ 
る 。 シ ル エ ッ ト イ メー ジ と し て は トン ボ に 近い 


み 口 (? ) の 部 分 か ら 余剰 エネ ルギー を 高 
熱 ガ ス と し て 放出 する く ゾ ルギア >。 あ 
まり に も 硬い 外皮 は 戦艦 の 主砲 で も 貫く 
こら が でき な が ない ため 、 く で ドラ ター シン 」 2 3 ee 
は 口 が 開い た 時 に 侵入 、 生 体 組織 を 内 部 ュ 

か ら 破 壊す る 以外 に 策 が な か っ た 。 


品 部 分 


者 の エネ ルギー を 吸収 する 生体 構造 を 
持つ く ゾ ルギア > だ が 、 そ の キヤ パシ 
テイ より も 多量 の エネ ルギー が 流れ 込ん だ 場 
合 は 変態 を 行う 。 ま だ 、 ご この 時 に 消化 し きれ 
な い エ ネル ギー は 超 高 熱 ガ ス と し て 外 友 上 に 
無数 に ある 口 の よう お 器官 か ら 排 由 さ れる 。 
口 (や ) の 周辺 に は 牙 の よう な お 鋭い 開閉 器 が 
整然 と 配置 され て お り 、 硫 い 表 上 友 を 持ち 上 げ 
る ご こと に 使用 ほれ て いる 。 な お 、 上 自己 増殖 に 
より 配下 を 作り だ すこ と も で きる らし い 。 


< く ゾ ルギア > の 生体 組織 の 構造 を 
示し た 設定 の 一 部 。 外 上 友 の 穴 や 牙 の 
構造 、 神 経 な ど と の 接合 部 が 描か れ 
て お り 、 注 目 に 値する 。 ま た 、 実 際 
に は これ ら 以 外 の 生体 組織 の 資料 も 
数 多く 残っ て お り 、 そ の 数 は ファ イ 
ル 数 冊 分 に 相当 する 


MECHANICAL SSTAGES MATERIALS 


大 量 に 発生 し た く ゾ ルギア > 配下 の 生物 税 に より 、 戦 線 は 
混乱 を きた し た 。 実際 、 下 の 写真 の よう な 生物 と の 近接 戦闘 
が 連続 し 、 じ わ じ わ と UGSF は 追い 詰め られ て いっ た の で ある 。 
ESF( エ クシ ア ・ ス ペー ス フ ォ ー ス ) が 全 減 に 近い 状態 と な っ 
て は それ が さら に 顕著 に な っ た 


〈 く 第 * あ 且 2 

第 1 及 ラッ 7 と 低 う と め 交 夫 / 部 
が 第 っ 5 隔 た し 。 まそ 第 3 衝 胡 と 
RzX 3 な 、 操 准 知 閥 9 受 起 な て 、 
敬 装 0 宙 も うい ・ 


^ ム マル 上 下 及 び 、 右 の 2 枚 の 写真 共に 、 く ゾル ギア > が 自己 増 
殖 を 行い 、 生 み 出 し た 配下 の モン スタ ー で ある 。 く ゾル ギア > 
内 部 で の 戦闘 を 別 と し て 、 そ の 外部 で の 戦闘 に お ける 彼ら の 
攻撃 は まさ に 執 拓 だ っ た と 言え る だ ろう 。 事 実 、 く ゾル ギア > 
体外 に お ける UGSF と 巨大 生物 群 の 戦闘 の 中 心 は 、 こ れ ら 小型 
の 配下 と UGSF 戦 闘 艇 と の 間 で 頻繁 に 行わ れ た 


第 3. 叶 4 歩 隊 Dz 
移動 す 3. 


ュ ま 能 b で え を の 欄外 の 首 4 VCN、 
テテ ッ っ りく 国 空 す 2。 


(を: もち オ : 2 _ 


争 4 用 胸 


お 衝 、 


出口 内 は 最初 平坦 で ある が 、 内 部 に 進 神経 節 の よう な 器官 が 集中 し て お り 、 ご ご で 

お に し た が つて 円 筒 状 に な る 。 こ ご これが も 抗体 の よう な 小 型 生 物 が 逢 細 し て い る 。 ま 
人 間 で 言う と ころ の 食道 に 当る 。 ご こ を 進 だ 、 ご これ 以 外 に も エネ ルギー 循 幸 器 ら し き ぎ 組 
お と 巨 大 な 空間 に 出る 。 ご ご こ は 胃 に 相当 する 織 や 重力 コン トロ ー ル 組織 も ある 。 最 深部 は 
部 分 と 思わ れ 、 外 壁 と 内 壁 に よる 二 重 構造 に 脳 の よう に な つて いる が 、 こ こ は L| (大 
な つて いる 。 こ の 中 に は 寄生 虫 の よう な (と は 規模 集積 回 路 ) の よう なお 外観 を 持つ 外壁 か ら 
言え く ド ラブ ー ン J> よ り の 巨大 な の だ が ) 成り 立つ て お り 、 こ こ を 破壊 する と 、 く ゾル ギ 
も の も 生息 し て いる 。 ご ご こ を 更に 興 へ 進 び こと ア > は 色素 が 抜け 、 結 史 化 し て 崩壊 し だ 。 


食道 部 分 っ ee 


る ロ 腔 か ら 侵 入 し 、 食 道 部 MM 
分 内 部 を 進ん で いく く ド ラ IA 
グー ン J 2 >。 牙 の よう な 1 
構造 物 が 前 方 に あり 、 行 く 
手 を 阻む 。 人 間 の 体 に 入っ 
た 病原 菌 が 抗原 抗体 反応 に - 
より 白 血 来 に 駆逐 され る よ 
うに 、< く ゾル ギア > 内 部 の 
< ドラ グー ン J 2 > を 次 々 
と 敵 生物 群 が 襲 う 


IMIMXULITWMM 


は 2 は チ 当 / 


ク 


ぐー この は jj か な いい 
し 且 ) 
は EE/ 
で ん ん 人 6 あな る か 入 / 
ク M 
了 < 只 


CSJK< 


WW oo 4 ム < ゾル ギア > の 
朋 の 内 部 。 こ の 絵 で 
は 分 か り に くい が 、 

実際 に は く ド ラグ 一 


」 も な 入 | が 十 数 隻 ほど 格納 で 
きる ほど の 広い 空間 ム < ゾ ルギア > 内 部 の 神経 接合 構造 図 。 人 間 の 
人 TS 介 シナ プス と は 大 幅 に 異な か り 、 ど ちら か と いう と 
体 は 外 豆 と 内 壁 の 二 伝導 パイ プ が 密集 し て いる と いう 印象 を 受け る 。 

“ い 重 構 造 に 分 けら れ て この 神経 が 朋 部 分 に 集中 し て いる 

2 で ヽ いる 


5 YNK へ 
2 
6 が 8 明 に く 。 さ く て 


脳 外 壁 


人 脳 の 外壁 部 分 。 コ アブ ロッ ク ら し きも の を 中 心 に 、 精 密 回 
路 の よう な 筋 が 8 方 向 に 広がっ て いる 。 無機 的 な E 象 を 受け 
る 形 が 特徴 で ある 
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大 量 に 発生 し た く ゾ ルギア > 配下 の 生物 税 に より 、 戦 線 は 
混乱 を きた し た 。 実際 、 下 の 写真 の よう な 生物 と の 近接 戦闘 
が 連続 し 、 じ わ じ わ と UGSF は 追い 詰め られ て いっ た の で ある 。 
ESF( エ クシ ア ・ ス ペー ス フ ォ ー ス ) が 全 減 に 近い 状態 と な っ 
て は それ が さら に 顕著 に な っ た 


= ば 


く 4 多 服 2 
第 1 及 入 . ラ ッッ プ 修め 、 < 夫 / 部 
が 第 ) 凍 ) た し 。 まそ を 第 3 衝 服 D と 

Azkts3 な 、 部 准 料 閥 9 受 和 は な て 
閣 槍 0 宙 も うい ・ | Nd AT 


4^ マ 上 下 及 び 、 右 の 2 枚 の 写真 共に 、 く ゾル キア > が 自己 増 
殖 を 行い 、 生 み 出し た 配下 の モン スタ ー で ある 。 く ゾル ギア > 
内 部 で の 戦闘 を 別 と し て 、 そ の 外部 で の 戦闘 に お ける 彼ら の 
攻撃 は まさ に 吉 押 だ っ た と 言え る だ ろう 。 事 実 、 く ゾル ギア > 
体外 に お ける UGSF と 巨大 生物 群 の 戦闘 の 中 心 は 、 こ れ ら 小型 
の 配下 と UGSF 戦 闘 艇 と の 間 で 頻繁 に 行わ れ た 


っ だ 彩 D で えも の で 缶 > ., 才 4 (SN 
な テテ っ サ る 国 空 す 2。 


(を : モ も オ :) リ 7 _ 


6 1 ー K ) 
gs 7) ト っ 
リ 2 


28 0 らい 


グー 


出口 内 は 最初 平坦 で ある が 、 内 部 に 進 
お に し だ た が つて 円 筒 状 に な る 。 ご これ が 
人 間 で 言う ここ ろ の 食道 に 当 だ る 。 ご ご を 進 
お と 巨 大 な 空間 に 出る 。 こ こ は 胃 に 相当 する 
部 分 と 思わ れ 、 外 壁 と 内 壁 に よる 二 重 構 造 に 
な つて いる 。 こ の 中 に は 寄生 虫 の よ つ な (と は 


神経 節 の よう なお 器官 が 集中 し て お り 、 ご ここ 

も 抗体 の よう な 小型 生物 が 逢 細 し て いる 。 ま 
だ 、 ご これ 以外 に も エネ ルギー 循環 器 らし き 組 
織 や 重力 コン トロ ー ル 組織 も ある 。 最 深部 は 
脳 の よう に な つて いる が 、 こ ご ここ は LLS 1| (大 
規模 集積 回 路 ) の よう な 外観 を 持つ 外壁 か ら 


成り 立つ て お り 、 こ こ を 破壊 する と 、 く ゾル ギ 
ア > は 色素 が 抜け 、 結 喚 化 し て 崩壊 し だ 。 


言え < ドラ ブー ン J2> よ のり 巨大 な の だ が ) 
も の も 生息 し て いる 。 ご ここ を 更に 奥 へ 進む と 


食道 部 分 


る ロ 腔 か ら 侵 入 し 、 食 道 部 
分 内 部 を 進ん で いく < く ドラ AT 
グー ン J 2 >。 牙 の よう な ンジ 
構造 物 が 前 方 に あり 、 行 く lt 
手 を 阻む 。 人 間 の 体 に 入っ 
た 病原 菌 が 抗原 抗体 反応 に 
より 白血球 に 駆逐 され る よ 
うに 、< こ ゾル ギア > 内 部 の 
< ドラ グー ン J 2 > を 次 々 
と 敵 生物 群 が 襲 う 


ぐー こ A は か な 


! 


2 IOu2A」 す | 


で ん に ん 人 ⑯c3 宮 < な る 
グ 


全音 E: リ 放 上 に 


ク グ 


て (YAE< 


全く ゾル ギア > の 
胃 の 内 部 。 こ の 絵 で 
は 分 か り に くい が 、 
実際 に は く ド ラグ 一 
き 外 店 6% 刻 ン ッ クラ ス の 戦闘 艇 


送信 絆 | が 十 数 隻 ほど 格納 で 


経 構造 図 


きる ほど の 広い 空間 A ム < ゾル ギア > 内 部 の 神経 接合 構造 図 。 人 間 の 
に な っ て いる 。 表 全 シナ プス と は 大 幅 に 異な り 、 ど ちら か と いう と 
体 は 外壁 と 内 壁 の 二 伝導 パイ プ が 密集 し て いる と いう 印象 を 受け る 。 
Rf られ て この 神経 が 脳 部 分 に 集中 し て いる 

い 


全 脳 の 外壁 部 分 。 コ アブ ロッ ク ら し きも の を 中 心 に 、 精 密 回 
路 の よう な 筋 が 8 方 向 に 広がっ て いる 。 無機 的 な 印象 を 受け 
る 形 が 特徴 で ある 
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ム エ ク シア グラ ンド ホテ ル 。 観光 目的 で この 星 を 訪れ る 観光 
客 の 多く が 宿泊 する 巨大 ホテ ル 。 く ゾル ギア > に 壊さ れる 


類 の 惑星 開拓 技術 に より 、 生 み 出 され 


だ 辺境 の 植民 惑星 。 地 球 の 1 .1 倍 の 大 き 
さ を 持 ち 、 自 転 速 展 は 地球 の 1.03 何 で ある 。 
エク シア 太陽 系 6 惑星 中 の 第 4 惑星 で あり 、 
衛星 ゾル を 持つ 。 ゾ ル と の 間 の 距離 は 41 万 Km。 
地球 の ある 銀河 系 と は 別 の 星系 に 属す る 星 で 
ある 。 
当初 は (火星 の よう な) 人 の 住め な い 準 地 
球 型 惑星 ど つ だ が 、 連 邦 主導 に よる 計画 で テ 
ラノ オー テン (0 球 化 衣 自 ) され だ 。 ぞ の 
第 1 段階 は 惑星 全体 に 環境 改造 ユニ ツ ト 160 
基 を 設置 後 、40 年 を ひけ て 気温 と 気圧 調整 を 
行い 、 大 気 組成 を 改造 し た 。 第 段階 は 植物 
ガ がら 始め だ 生態 際 の 育成 で 、 こ ご これ に 50 年 を が 
けた だ 。 そ の 後 は 1 基 で 半径 100km 圏 内 を カバ ー 
する 幅 常 的 調整 用 の 環境 コン トロ ー ル ユニ ツ 
ト を 惑星 の / ノ カ所 に 設置 。 そ こ か らら 年 間 に 
それ ぞ れ の 付近 に 都市 計画 に 基づく / 都 市 を 
建設 。 そ の 後 は 建設 計画 に 従 つ て 10 年 で 交 地 
に 都市 と 環境 コン トロ ー ル ユニ ツ ト を 建設 し 
て いつ だ 。 ご これ に よ つ て 人 類 の 入植 が 開始 。 
その 後 、 く ゾル ギア > の 苗 撃 まで に 10 年 が 過 
ぎ 、 台 計 115 年 が 経過 し て いる 。 蛇 足 だ が 、 こ の 
テラ フ オ ー ミ ング 計画 は 対 り | MS 戦役 < プ 


ム エ ク シア の 首都 の メイ ンス トリ ー ト 。 都市 計画 に より 
全 区 画 整 理 が な され て お り 、 整 然 と し て いる 。 こ の 場 
所 を 舞台 に 、 く ドラ グー ン J 2 > は く ゾ ルギア > 配下 の モ 
ンス ター 群 と 死闘 を 繰り 広げ た 


2 


人 一 見 、 普 通 の 惑星 だ が 、 
テラ フォ ー ミ ング に より 作 

られ た 人 工 の 惑星 と 言え る 。 
惑星 全体 は 開拓 され て お ら 

ず 、 都 市 周辺 部 分 に は 森林 
地帯 が 広がっ て いる 


エク シア 宇宙 港 。 大 小 9 種 
類 の ラン ディ ング ゾー ン ( 落 
陸地 ) を 備え た 軍民 共用 の 多 
目的 宇宙 港 で ある 


環境 コン トロ ー ル セン ター 全景 


ロジ エク フト ・ ド ラグ ブー ン > の 15 年 前 に 開始 さ 
4 し し MS 

な お 、 現 在 の エフ シア は 緑 豊か な リゾ ー ト 
星 と し て 、 多 この 連邦 市 民 の 人 気 を 集め て お 
り 、 エ フシ アプ ラン ド ホ テル な どの 有名 ホテ 
ル ガ 主 要 都 市 に は 点 在 し て いる 。 

まだ UGSF 辺 境 軍 と し て ESF (エフ シ 
ア ・ ス ペー ス フ ォ オー ス ) 艦隊 が 常に 駐留 し て 
お り 、 ご の 星系 の 治安 維持 を 担 つ て いる 。 


3 マギ 径 100km 圏 内 の 自然 環境 を 、 恒 常 的 に 地球 型 環境 に 保つ 
た め の 環 境 コ ント ロー ル セ ン ター。 半径 3 km の 巨大 施設 で 、 
太陽 熱 コ ン デ ン サ な ど を 装備 し て いる 。 こ こ を 破壊 され る と 
た ち ま ち 水 河 期 に 逆戻り し て し まう こと に な る 


マヤ エ クシ ア の 首都 全景 。 環 境 コ ント ロー 
ル セ ン ター を 中 心 に 商業 区 域 や 住宅 地域 、 


回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 還 還 還 還 国 回 回 還 回 還 還 
本 ヨク 

最後 は 業務 用 か ら PS 版 まで の 「GAL 
AX 1AN5』 そ の も の を モチ ー フ こと し た 大 座 
談 会 。 ご F 作 家 か ら 見 た !G』 の GF マ イン 
ド や 方 向 性 、 ナ ムコ の 開発 者 に よる 内 輸 話 な 
ご を すべ て 聞き ます 、 聞 か せま す / 


ここ まで きた ら シ ュー ティ ング 
だ け じ ゃ も っ た いな い 


小倉 本 曰 は お 忙し い 中 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 
今回 、 ナ オハ ムコ さん か ら P ら 8 版 の 『 ギ ャ ヤラ クシ アン 
が 出る ワケ で 、 そ の 設定 資料 集 を 作る 上 で の 一 環 
と し て 本 日 、 野 田 先 生 を 囲ん で 座談 会 を 組ま せ て 
い だ だ ここ と に な り の まし だ た 。 本 日 は 私 が 司会 

を 務め させ て い だ だ きま す 。 

そこ ご で 、 ま ず ざ び 初 めこ に こ 〇 さん と さん に お 韻 き し レ 
だ いん で す が 、『G 〇 3」 つ て きま ぎ び 花 博覧 版 (※ 4 ) 
が あっ て 、 炊 「 プ ロジ エ タタ ヒ ・ ビラ グー シ 」 と 
アタ ッッ ラオ ブフ ザ ソル ギア 」、、 そ し て 5 に 
導 つ 村 わ ば で すれ ね 。 何人 芝 こう いう 8F を デー ノ 
し だ シコ ユー テディ ャ ィング 衣 作 つ だ の か 〒 その 包 の 
経緯 を 聞け ひけ せ て い だ だ きだ いん で す が 。 
ロ 花 天 と いう と 、 私 も 横目 で 見 て い だ 時 な ん で 
そん な に 詳し てく な いん で す 。 あ の と き の や つづ は 勢 
いで す よ ね 。 な に せ 花 博 を や る ん で 、 何 ガ い いも 
の を 作ろ う ぜ 、 と いう 感じ で 作り 始め て …… e 当 
初 は ネー ミン グ も "ギャ セラ フシ アン * (スリ リー) で 
は な か が つ だ 。 
品 ダイ トル の 後に プロ ジェ エ ント ・ ド ラグ ブ グーン シ 
だ し いら ププ タイ レル が つい て いま ざけ けど あれ が 
最初 は メイ ンダ タイ トル だ つ だ ん で す よ 。 社内 で 、 
還 世 ン プ / の ショ ー チ ィング ダ ゲー ム の ギャ ラン 多 
アン 』 と いう タイ トル が ある ん だ か ら 、 そ れ を 3 
けり シシ ユー ティ ング し て 、 8@ 次 売 を あら わす ず 9 乗 
大 ぐつ つづ つけ て … と いう こと な つて 。 茅 ほ スリ ー 
と 呼ん で いる ん で すけ ど ご 、 当 時 は キュ ユー プ ブ と ん 
いい R。 
品 ぞう そう 、 年 コー ブ プ 。 神内 で も 上 びび 方 が 人 に 
よ つ て 違う ん で す 。 キ ユー プ と 昔 か けら 読 む 人 も い 
る し 、 ス リー と 読む 人 も いる し 、 結 局 スリ ー に な 
つ ち ゃ いま し だ ね 。 

今 、 私 も スリ ー と 呼ん で いま す よ 。 
小倉 今回 PS 版 の ROM を 見 せ て 頂い て る と 
結構 作り が 峯 つ て る と 思う ん で すけ ど 、 野 田 先生 
は SF 作家 と し て の 自ら あれ を 見 て 、 ご どう 思わ 
オ 42 まし だ 平 


野田 ちよ つと 話 が 飛び ます けど 、 私 は 昔 、 マ ツ 
の 前 、 ア ジッ プル II (※) が 日 本 に 最初 に 入 つ 
だ 10 台 中 の 1 台 ぐ らい を いじ つて いる ん で す よ 。 
だ つて ハー ド ビ ド デ ィ スク な ん て な い 了 だから 、 テ デー 
プ で プロ グラ ム を ロー ド す る 時 代 で す よ ね 。 そ れ 
で も っ て 『 ス ター トレ ツク 』」 な ん ガ が を 一 家 で ' フ イ 
ワイ や つて い だ 頃 に 比べ る と 、 も う う 雲泥の差 と い 
20eYm ( 笑 )。 今 回 の PS 皮 の 前 に ナム コ ・ ワ フン 
ダー エッ ツ グ て で 実際 に 私 も や や つて お り の まし て ね 。 
あつ 、 そ うな ん で す ガ が 。 
野田 それ わが その まま 家庭 に 中 て くぐる と いう の は 
スゲ エ な と 思 つ て 、 大 い に 感 以 レ し を ん で す 。 あ の 
し PU ディ ャ あか 株 悪 は "スス ター ウォーズ,( が 5) 
の 具 い っ て 名 を 。 いあ いよ こ 二 で きだ か どい 
う 感 じ で 非常 に 印象 的 と いう か ガ …。 ま だ 、 出 て ぐる 
宇宙 艇 と か も 沢山 ある ん で 、 そ れ を ベー ス に 『G3」 
の サ プ ス トー リー が 出 て こる だ ろう と 思 つ て 期待 
し レ し て いる ん で す 。 ご れ は 後 で ちよ つと 言 お つと 思 
だ ん ん gg 和 どの 、 と こと まで きき 呈 多 コ ー ザ ディ ング 
だ け じ ゃ 、 も つ だ いな いで すなお 。 
桜井 例え ば シミ ュ レ ーション と か が 


野田 さも な いと 、 私 だ ち は つ いて いけ ませ ん よ 、 


これ は (全員 額 こ )。 私 は ぜひ その 辺 の お 話 を 伺い 
だ いと 思 つ だ ん で すけ ど 。 
ロ 彼 〈S) に 直接 言っ つて や つて こく ださい 。 企画 
書 が 出 て こる と 思い ます の で ( 笑 )。 「 


紀 「 ら ュ つ て 、 殆 つこ と ガ が 主 作 の ゲー ム な ん 


で すけ ご ど ご 、 ち よ ょ つと 膨らませ て … 例 えば 登場 人 物 
と ガ 欲 し いで すね 。『 ご 3 つて 、 固 有名 詞 こ が 人 
物 は 全然 出 て こない ん で 。 今回 ロ ご で は コン ピュ 
ー タ ガン ナー が ガ 一応 人 ぐら い 用 意 さ ご れ て いる ん 
で すけ ご ど ご 、 そ ね れ 以 外 の 特定 の 人 物 こ と か 、 そ うつ いつ 
だ も の を 盛り 込み を いよ うな …。 例え ば 敵 の ボス 
と し レ し て! や ヤマト 』( ポ まう) で いう ながら デ スラ ー(※ ら ) 
で と か) ガン ダム の で いう と シン で す と か 、 
スス ター ウォ オー ズ 」 で いづ つ 大島 ば 、 ダー スペ イダ ー 
(※6) と が が 、 あ あい つ だ 人 間 性 を 表現 し だ ナムコ 


押 の そう いつ だ 一 大 スペ ベ ペース オペ ベ ペラ と いう よう な 
も の が 欲し い 。 
人 靖 そう いう 強烈 な 個性 を 持つ だ 悪役 


が 登場 す 


層 装 茶 の ③ 口 ヽ 」 人 4 


S ば で 議 G 洪 中 記 部 
本 


へ 
ピン 


て の H 琴 生 「 の 」 吹か す の どき の 事 可 寺 2 計 州 装 /( 測 ) は へ 毅 ロ ご 落 wt 


滅 浴 の と さき 再 谷 S(( 。 人 団 は と へ で 添 汗 当 幅 で 石 


る よう な シミ ユ レ ーション も (〈 笑 )。 

野田 ぜひ 、 そ うい うつ 方 向 に 行 つ て ほし いな こと 。 
D あれ に 入れ ば 完璧 だ ね 〈 笑 )。 

野田 そこ ご まで きら 、 次 は コシ トド ロー ラー ね 。 
いわ ゆる コン ピュ ユ ュー タダ の ソフ トウ エア 全般 に つい 
て いつ も 私 が 主張 し て いる ご と な ん で すけ ど 、 プ 
ログ ラム ん に 古 レ だ だ コシ トロ ローラー が 、 ソラ と どー 
繕 区 ぐう つい で る どい い 。 プラ スチ ッ ク 梨 の ス 
ティ イッツ ク で いい ん で す よ 。 ご これ を や る と 非常 に プ 
ログ ラム ハ の 量 は 桁 違 い に 大 きこ な つ ち ゃ うん だ け 
れ ご ど ご 、 そ れ を 承知 で 、 要 する に 機 細 上 げ や 機 細 下 
げ 、 左 右 の 操作 ね …… 9 

に に チコ |ー ル と あの 5 

野田 あま け に ヨー (※ プ ) まで で きる と ご ころ に 
補 ひい っ て いい だ だ きい 。 ぞ そし だ ら 、 ほ ん と に だ 
つと 広がる と 思う つん で す よ 。 飼 は 反射 神経 の 発達 
レ て いる ぎ 供 と プレ イレ た 
いで す お あめ ね 、 


の 方 で は 、 シ ステ ム 的 に は 旦 
で すけ れ ど 、 小 型 の も の に 乗 つ て シュ ー テ ィング 
する 「 フ ファイヤ セー プル と いう アト ラク ショ ン が 
で きる こと に な り ま し だ 。 そ れ は ヘ ツ ド ・ マ ウン 
ト に ・ デ イィ スプ レイ (て ※10) みお ぶつ て プレ イ す る ん 
で すみ 2 が ・。 

野田 そう な つた だら お も し ろ い な ( 笑 )。 

金子 ええ 。 是非 、 オ ー プ ン 前 に プレ ビ ユ ー に 来 
て 頂け れ ば … 招 待 状 を お 送り し ます の で ( 笑 )。 
野田 ヘッ ド マ ウ ント で 撃つ だ け で すか ガ 。 

金子 まだ 言え な いん で すけ ど 、 ア ッ ツ と 驚 ご 仕 揚 
け を し て あり ます の で (〈 笑 )。 あ と も うろ ーー3 カ 月 
で す の で 、 よ ろ し ご お 願い し ます ( 笑 )。 

野田 あそこ まで いい 絵 が 出る と シュ ユー ティ ング 
以外 も 欲し いよ 。 

そう で すね 。 

野田 質感 まで 出 て きだ ら 、 そ れ は 次 の こと を ぜ 
ひび 考え て い だ だ きだ いな ど と 。 

ぜひ 考え だ いで す (〈 笑 )。 ほ ん と は 設定 画 な ん 
ガ 、 表 面 上 に 現れ な いや つが 、 ご ど ご さっ つと 資料 ある 
ん で す よ 。 

小倉 結構 あり ます ね 。 

D ご 覧 に な つ だ こと あり ます 

小 廊 今 、 本 の 制作 の だ め 見 せ て 頂い て ます 。 


を ゲー ム で 表現 し た い 


野田 プレ イレ し て いて 、 ド ラグ ブー ン の 飛ん で いる 
(プレ イレ て いる ) シ ー ン な ん ガ が 『 ス ター ウオ ー ズ 』 
以上 の 迫力 で 、 私 な ん ぞ は それ を 見 て いる だ け で 
楽し いん で すけ ど ご ね 。 

選 花 二 の 時 の コン セプト と し て は 、 宇 宙 戦 争 を 
体験 し て も ら お うと いう 狙い が あつ て 開発 が 始ま 
つう だ らし し いい で 可 っ 

小 訪 90 年 に あめ むれ を 見 だ とき に 、 第 一 印象 で ぐ 銀 
河辺 境 シシ リー ズ (※11) と ガ み 、 あ の 辺 の イメ ー 
ジ が パッ ツ と 頭 に 浮 が ん だ と いう つう の は あり の まし だ ね 。 
映画 で 『 ス ター ファ イダ ヤー ュ 』 (※12) と いつ CG の 
宇宙 船 の も の が 昔 あ り ま し だ けど ご 、 そ れ を 連想 す 
に 由 時 Ia kV 有 電 の に 2 同 矢 選 


方 作物 。 そ こま で や っ て これ と か ある ん で 
.。 や つっ ぱり ゲー ム ハ な ん で 、 見 だ 目 は 派手 に 
レ た いん で 、 そ こ は 派 近 に や る と いう 。 


す が - 


野田 赤 亡 偏 移 ね 。 NASA の 天文 学者 で 、 ハ イ 
ン ラ イン (※14) と 非常 に 親 し か ひつ だ 人 で 近 藤 陽 
二 き ん と いう 人 が NASA (※15) の ゴダード 宇 
再 セ ンタ ー に いて 、 私 は 昔 か ら の つき 含 い な ん で 
雪 ほ ら 、 科 うい う 入 いう て ん や 清 て … 
芝 れ ご ぞ ワ リー プ の イメ ー ジ と か ね 。 あの 和信 ほ な 大 
で す よ 。 野次 語 な ん だ 。 

けけ が オー ツ 。 

野田 日 本 の 大 学 出 て が ガ ら 向こう へ 行 つ を 人 で す 
ら 、 い つ で も 紹介 し ます よ 。 ご どうせ ナム コ は 依 
か っ て いる ん だ か ら ( 突 )。 リシン シ ヒ シン まで 告 ろ て 
お 会 いじ な つ だ ら ど う で すか が や ダメ も と で 。 何 


SS 
タロ ッ ダ を 人 す 筐 江村 きた 閣 あ に 「 タ ^ ピ に ュ だ | 


2 なさ を そこ も シキ プ ミ ・、 和 た さあ 
欠 線 を 信和 愉 ざ うに 鍛 送 えらく 


野田 


< 人 交 ST っ が 下 間 信和 くそ どら は 。 


も 収穫 な けれ ば な いで いい じゃ な いで 
す カ 。 是 非 、 や る と お も し ろ い で す よ 。 敵 請 壮 
それ か ら 、 あ そこ ご へ 行こ と 、 | いと 
いう 国際 紫外 線 観 測 衛星 の コン トロ ー 
ル セ ン ター な ん ガ が あつ て 、 ボ タン を 
ぽん と 押す と 、90 イ ンチ の 望遠 鏡 ら | 
の 映像 が ゲ ビ デオ プロ ジ エ フ ター で ドー 
ン と コン トロ ー ル セン マー の 中 へ 出 て | 
こる わけ で す よ 。 そ うい う の を 一 度 直 
か に 見 る と 、 何 か 感じ る 部 分 が 出 て ご 
る ん じゃ な いか な 。 そ れ か ら 、 ご これ も 
お 話し し よう と 思っ て い だ ん で すけ ど 。 
多分 、 あ な だ 方 ご らん に な つ だ こと あ 
る と 思う ん で す が 、 ボ イジ ヤー(〈※16) 
が 土星 に 接近 し た と き の 〇 G 覚 えて ます か 
DO は い 。 

野田 土星 の 環 を 上 か ら 抜 ける と 一 瞬 、 直 線 の よ 
> ご な っ つて その まま 下 に 抜け る 。 そ うす る と 、 直 
s* に まだ た 環 の 裏側 が パッ ノ と 広 が びる 。 あ れ な ん ガ 
クワ フク する シー ン じ ゃ な いで す ガ 。 あ あい う 
と を ゲー ム で 楽し め る 一 一 侵入 角度 を 自分 で 決め 
て 小惑星 帯 まで 突 つ 込 め る こと が で きれ ば 、 だ ま 
ん な いで し よう ね 。 


ロロ そう で すね 。 そ ぞ の 辺 を きっ ぢ お り 作 りこ ん で い 


と 世界 が び ド ワッツ と 広 が びり ます ガ が ら ね 。 
次 は それ で す よ 。 あ そこ まで 宇宙 艇 な ん か が 
の 質感 びちゃ や ん と し を も の が で きだ ら 、 ご の 次 は 
今度 は その 舞台 を そう いう ふう に 広げ る こと が 絶 
対 必 要 と いう こと で す な 。 NASA の ご CG な ん ガ が 
巡 まき 人 ガ ね 。 お あれ は パプ リッ ク ・ に ドメイン で 
すか ら 、 ア メリ カ 政 府 が 作 つ だ も の で すか がら 。 
竹田 よび つ だ で す 
ね 〈 笑 )。 

野田 だ ガ ら 、 それ こそ 協力 に NASA の クレ ジ 
ツ ト を 入れ て お け ば いい わけ で 。 

Y. 協 カ ンプ NASGA。 カ ツ コ いい じゃ な い 。 
釜 子 NASA と 協力 する ナム コ ( 笑 )。 

野田 そう な れ ば 、 炊 は ロス の ジ エ ッ ト 推進 研究 
所 に いく 。 ご れ は カリ フォ オル ニア 工科 大 学 の 研究 
所 て リピ し ) な ん で す が 、NASA こ と 契約 し て 宇宙 
開発 関係 の 惑星 探査 を 全部 や つて いる 組織 で す ガ が 
5 お 。 行っ だ ご こと あり ます ざ 〒 

うち の アメ リカ の 会 社 ザ サン ノン ゼ に ある ん で 
す 。 だ か が ら 横 は 通 つ だ を こと あり の ます 。 

野田 サン ン ゼ だ つ だ ら 、 エ ー ム ズ 開 発 セ ンダ ヤー 
じゃ な いで すか が や あな だ が 通ら れ だ の は 。 

避 衝 う ガ が し れ ま せ 
ん ね 。 

野田 J ピ し は ロス の 
TS で の 。 パワ テ 
イイ "で W ガ 色 。 代え 
まで ら 万 円 ざら いで し レ し 
よ 、 安い 切 符 な ら 
( 笑 )。 だから 、 い つ ペ 
ん 半 非 行か れ て つい で 
の こと に そう いう デー 
プ な ん か ガ が を 皿 つ て き て 
うま < ゲー ム に 組み 込 
む お 。 非常 に 壮大 な 規模 


と … 
24 に は 3 も > | 


| 
| 


…N 


ハー ド ら F の 世界 実現 し た い の は あっ た 


太陽 系 内 の | リア リティ の ある と ご ころ で 、 色 々 お 惑 
星 探 索 機 が 送っ つて きだ 絵 と ご G を 使 つ て 太陽 系 が 
台 の や つ を 1 つぐ らい 作る の も すご くぐり リア ル な 
ん じゃ な いで すか ガ ね 。 
桜井 U り GSF と いう 設定 が し つの し て いる ん 
で 、 そ れ ら を 用 いて その 辺 を 作 つ だ ら 面 白 そ う で 
すね 。 
野田 あ れ は だ われ だ つけ 太陽 系 の 惑星 を 全部 
回 る 宇宙 船 レ ー ス の …… e 
小 准 『 エ イリ アン ・ ス ピー ドウ エイ 』“P (※17 う 
野田 『 エ イリ アン ・ ス ピー ドウ エイ 」 は 人 遥 が どこ ご 
ガ の 星系 じ や な いで す ガ 。 じゃ な ぐ て ……| ども 
向き に だ れ ガ が 書い だ を やつ 。 ご これ が 「『 大 宇宙 オリ 
ッッ 2 プ ュ と いう タイ トリ レル で ね 。 それ か 人 ち 、 学 
言わ われ だ ロジ セ ヤー・ ゼ ラズ ニン イィ (※18) の エイ 
リア ン ・ ス ピー ドウ エイ 』 は 物凄く リア リティ イ あ 
る も の こ な り ます な 、 絶対 。 ご れ は 高度 な 話 で 妥 
する に 宇宙 船 レ ー ス だ け で 食 つ て いる 星系 が 1 つ 
ある ん で す よ 。 要 ず ぎる に F 4 フク ラス の や つか ら デ で 〒 
ン デ イ み だ いな 。 あ れ は いつ べ ん 読 まね る と …… 
せつ か がく 乗り 物 の ほう が 先行 し て いる ん だ か ら 
( 笑 )。 炊 は 環境 を そう いう ふう に 設定 する と 、 う ラ 
ん と お も し ろ こ な る ん じゃ な いで す ガ が ね 。 
小寺 Py と か の に ビラ イブ グー ム も お ナ ムコ き 
ん 強い ん で … あ あい う ノ リ で 、 星 系 を 舞台 に し だ な 
宇宙 レー ス の ゲー ム な ん ガ が な さる と …… @ 


Eo 全 旨 る で ys 
を % 鐵 、 人 を ま か る 人 SSー こ 移 合 ン ーー て る そる 。 


| 


D 結構 、 頭 の な ひで ある と 思う ん で すけ ど … 最 
初 に 業務 用 で し だ か ら 、 業 務 用 だ と あま り の 複雑 な 
こと や つて ぐれ な いん で 。 

野田 そ ね は そう で す な 。 

D 家庭 用 の 第 1 弾 こ と いう こと で 、 今 回 の は 移 殖 。 
スタ ッ ツ フ は 次 の 構想 練 つ て いる ん じゃ な い ガ が な 。 
8 最近 の ハー ド ビ が すご い 進 歩 し て 、 絵 が 凄い の 
が で きる よう に な つて き て いる ん で 、 ご れ か が ら 中 
身 も 深く て 、 絵 も 凄い と いう つの が 結構 作れ る ん じじ 
や ゃ や ない が な 。 そ れ を 作り だ いな 一 と 。 


で どこ の 星系 分 ガ ら 
な いと いつ うつ の も 結構 そ 
れ は いい で す が 、 逆 に 
本 物 の 火星 の 地表 な ご 


閑 償 2CELN て や 、 を うー 系 か 下 先 る 要 符 に まき 。 


実は "サイ バー コマ ンド 」 チ ー ム は 
UG ら F の 部 隊 な ん で す 


野田 これ は お そら ご ぐ 、 我 々 み だ い な 無責任 な 素 
人 入 が 言う こと で (〈 笑 )、 作 る ほう と し て は 大 変 な ん 
で し よう が 、 や つば ぱり 自分 の コク ピ ツ ト か ら 見 だ 
目 の ゲ ー ム で 、 そ れこ そ ビ ピッ ツチ ロー ル な ん ガ が 自 
貼 に コン トド トロール で きる の が 欲し こなつ て きま す 
ね 。 

D うち の 会 社 は 地上 版 だ と 『 エ ー ス コン バツ トコ ュ 
が 出 て いる ん で す よ ね 。 そ ね れ の 宇宙 版 が 何 ひ ある 
と いい ん で すけ ど ね 。 

野田 ご う せ 宇宙 空間 で の 戦闘 機動 な ん て も の が 
将来 あり 得る けど ご どう ガ が 分 ひ お ん な いで すか が ら ね 。 ス 
ピー ドガ ら 詩 つ 志 つて ざさ ( 美 )。 お そら ご 上 自 に 見 え 
な い ロ ング レン ジ か ガ がら の 砲 黄 戦 主 体 に な る で し よ 
PP 1 

そう で きす ね 。 

野田 そ む を X 緑 レー ダー な ん ガ が で 敵 を 捉え て 撃 
つこ と に な る で し よう けど 、 そ ん な ご と を 実際 に 
や つて だ ん じゃ つま ん な い の で 〈( 笑 )、Fー15 み だ 
いな ノリ で いい わけ で す な 、 逆 に 言え ば 。 

小 廊 あれ だ け 技 術 が 進歩 し て 〇 GO も が な りき ぎれ 
い に こなつ て いま すか が ら 、 同 時 に 画面 上 に に プレ イレ 
て いる 仲間 の 機体 や 陸軍 部 隊 の 情報 こみ か が ガリ アル 
タダ イム 表示 され る よう な …。 そ ご こま で 今 の 技術 が 
い ぐ < か どう ガ 分 か らち な いで す が 、 そ ん な 『G。』 が 
あつ だ な だら 確 ガ に 面白 そう で すね 。 そ うい うつ う 陸 軍 を 
詩 合 と し だ "G ュ ムシ リー ズ の サイ ビス ドー リリ ー ビ 
ああ 写る ゲー ハム と の ・*。 

桜井 そう いえ ば 『 サ イ バ パー コマ ンド (※19) と 
いう ゲー ム が ある じゃ な いで ざす ガ カ 。 

人 金子 は い 、 あ り の ます ね 。 

桜井 あれ の 機体 に は U り GSF と マー キン グ さ れ 


金子 まさ に 先程 ひか ら そ れ を 申 レ 上 げ よ うと 待ち 
構え て いた ん で す ( 笑 )。 一 応 、 裏 設定 と いう の は 
変 で すけ ど 、 り GSF に は 、 あ あい つ だ 地上 部 隊 
と 言う か 、 陸 軍 み だ いな も の が あり まし て 。 あ ち 
ら は コマ ンド 戦車 部 隊 、 マ ンク 部 隊 で ある と いう 
よう な 設定 に な つて る らし いで ざす 。 

実は 、 そ の 裏 を 話し ます と … 私 、 当 時 まだ 業 
務 用 の チー ハ に いた ん で すけ ど 、 "サイバー コマ 
ンド ュ チ ー ム が 訪ね て きだ ん で す よ 。U り GSF と 
いう ロゴ を 使わ むせ て ほし いと 。 何故 で すか と 言 つ 
だ ら 、 筐 体 に いろ ん な シー ル を 貼る ん で すけ ど 、 


足り な い の で … と (笑う)。 
竹田 それ わ だ け や 

選 実は 『 サ イ バ ー コ マン ド ュ チー ハム へ を UG ら SF 
の 部 隊 と し て 使わ むせ て も いい か と 。 それ は いい ん 
じゃ な い ガ 、U り GSF と いう の は そう いう 部 隊 も 
ある ん だ とこ 。 

人 金子 そう いう こと だ つ だ ん で すか ガ 。 

ら 経緯 は そう で すけ ど 、 非常 に いい 。 「 サ イ バ ー 
コマ ンド は UGSF の 41 部隊 チー ム と いう ふう 
に し よう と 、 そ ご こ で 決め だ ん で す 。 

人 金子 『「 サ イ バ ー コ マン ド 。』 で 反乱 を 起こ す メ イン 
コン ピュ ユー タ は 確 サ ラー マ で す よ ね 。 

己 ラー マ 。 

釜 子 私 当時 、 広 報 で 業務 用 の 担当 だ つ だ ん で す 
けど 。 ウ ラノ ンス の 反乱 と いう の は U | MS と 何 か 
関係 あめ る の な と か ガ 、 裏 を 読ん じゃ や つ だ を り とか ガレ 
だ ん で すけ ど ご (〈 笑 )、 そ うい う 設 定 も 合わ せ だ ん で 
す ガ ね 、 あ ちら は 。 
呈 ご うな ん で すか ガ か ね 。 だ ぶん 直接 は 関係 な いよ 
っ な 気 が 〈 笑 )。 
金子 そう で す ガ が 、 
づ いいえ 。 

金子 開発 びそ うい うふ うに 開発 の 
げ て いつ て いる と 面白 いん じゃ な いか ガ た 
小倉 で も 、 そ うい う 深 読み が あつ て も お も し ろ 
いで すね 。U | MS つて 、 機 械 知性 体 な ん で 、 マ 
イフ ロマ シン 〈※20) み だ な いな の が あつ て も あお 
し こない わけ じゃ な いで すか ガ 。 そ うい う の が コン 
ピュ ユー タマ に 侵入 し て 、 暴 走 を 起こ きせ だ と か いう 
設定 が びあ つ だ りす る と 結構 面白 いで し よう ね 。 
金子 そう で すね 。 


すい ませ ん 。 


s を つ な 


機械 生命 と いえ ば 、 ア ー サ ー・ 〇 ・ フ ラー フク 
C※21) の 3 回 コロ ニー が 来る 話 … "宇宙 の ラン デ 


ヴー ュ (て ※22 の 。 あれ の 生物 こと いう つの は 機械 で 作ら 
れ て いる けど … 違 いま し だ を つけ や 

小 訪 ラー マ (※23) が 来る 話 。 

野田 ラー マ が 来る 話 ガ 。 

そう で の 9。 

田 うす る と 、 ス デー ショ ン に 人 間 ガ が 入 つ て 
い ぐ 話 で すね 

ご 入 つ て い ぐ と 生命 が いて 、 分 析 し だ 結果 すべ 
て 機械 構造 。 で も 機械 な ん だ けれ ど ご 、 生 命 だ と い 
うつ よう な お 設定 だ つ だ 。 そ ご こ に 近い な と 自分 で は 思 
てい だ ん で すけ ど 。 

釜 子 ラー マ つ て 、 だ し ガイ ンド の 戦い の 神様 ガ 
な ん が で す よ ね 。 で すか がら 、 そ れ が か がら こつ だ 神話 
シリ ー ズ ガ が な こと 思 つ だ 
つけ ど ゃ 。 

ら 相当 、 リ ング し て 
いる や 。 

野田 シラ ー ジ は それ 
が ら と うな だ ん で し よう ラ 。 


SE 


金子 ああ 、 そう で さす ね 。 

野田 あの 人 は スリ ラン カ に 、 の め り の 込ん で いる 
が ら 。 

小 訪 9 RU Fl 2 


野田 『 宇 宙 の 戦士 」 こ と は 、 お 若い の に 古い で す 
よ 。『 ハ ー ド ワイ ヤー ド ュ (て ※26) な ん ガ が は 必読 で 
すず 。 

小 訪 話 脱線 し 続け を つえ に 、 宇 宙 ガ ら 一 転 す る 
で ダ け どど ニュ コー ロマ シリ サー」 (みう) み だ い 競 
5T/ We ソン ツン て SR26) も の ね 完 生 に ゲー ム 傾 し 
だ ら 面 白い と いう 気 び する ん で すず が 。 

DO だ けど いち ぢ ちば ん 難し い ジ ヤン ル で す よ ね 、 あ 
れ は 。 

小 産 そう で し よう ね 。 で す が 、 そ うい う の に 挑 
戦 し て み を だ いと いう の は 、 ゲ ー ム の 制作 者 と し て 
や つば りあ り の ます か が 

己 そう で すね 。 いろ いろ ある こと いう が か ガ 、 本 読ん 
で 感 久 受け る と 、 ご れ は いい な あと いつ て …… 
だ と えば 、 読 ん で ワク ワク し た 要素 と か ガ 、 ドキ ド 
キ と ガ が 、 販 が ガ つ だ りこ と が 、 そ の 感覚 み の を い の を ゲ 
ー ム で 表現 で きだ らい いな あと いう の は 結構 考え 
て いま すけ ご ど ご ね 。 最近 、 特 に これ と いう の は ちよ 
つと 出 て こない で すね 。 


も 秀才 孝志 = 上 あ : 老 委 季 = 疾 


ae キー 
電電 


本 を 読ん で ワク ワク し た 感覚 
な ご を ゲー ム で 表現 し た い _ 


サイ バー も の は 結構 イン ター ネツ に ト か が ら や つ 
て き て 、 そ の 辺 に みん なお 誰 識 行 つちや つて いる が 
らち なあ …。 
野田 ナハ ムコ な ん て 金 が 購 つ て いる ん だ か ら (〈 笑 )。 
で を れ ご そそ ウィリアム ・ ギ プス シン や プル ー ス ・ ス 
の テー リン の し 20) だ カカ 、 和 その 向う きち 号 条 
件 出し て 書 ガ せる 〈( 笑 )。 それは ぜひ や つて ほぼ ほし じい 
な あ 。 

それ か が ら 『 ア ンタ レス の 夜明け (て ※30) 読み ま 
し 生 で の 

ご れ は 太陽 系 の 周 の の あつ ちこ つ ち の 量 系 の 植 
民 地 と の 連絡 が 途 綴 し だ 中 で 、 そ ご に 住む 主人 公 
が 地球 と い ガ に コン タフ クト を と る ガ と いう 話 。 ゲ 
ー ム 性 が びあ る わけ で す よ 。 それに 対し て 敵 一 一 工 


イリ アン が いろ ん な お 妨害 を し て ぐる 。 そ いつ を い 


つ 。 
マニュ ユア ル と 別に 、 設 定 ブ ッ フ レッ ト 60 べ 
ー ジ ぐら い を 特典 と し て 付け て 、PS で どど 枚 組 の 
コス ユ レ ーション ガ ア ド ベ ペン チャ ヤー な ん に 9 る 


と ガ が ( 笑 )。 

そう いつ だ の も 面白 い ガ ひも し れ ま せん ね 。 そ 
う ラ いう の 、 ビ )/ Yw と うつ いて 名 と 。 

金子 ゲー ム と いう より も 、 イ ンタ ラフ ティ プ ブ ・ 
ハッ デー ビー に 導い よう ろう 春 …… 

野田 し ・ ニ ー ヴ ン (※31) や J り ・P・ ホ ー ガ ン 
(※32) な ん か の 小説 で 何 ガ 一 発作 ね ば 、 茅 度 
F フ ァ ン の 連中 が 付い て 新しい ゲー ム 人 口 を 獲得 
で きる ん じゃ な いかが と も 思う ん で すけ ど ね 。 ホ ー 
ガン な ん か な ら 、 お そら ぐ 世 界 中 に 販路 が 広がる 
で し よう し ね 。 

ご これ が ガ ら は 世界 を ター ゲ ツ ト に し て 考え て い 
な こち ゃ いけ な いな -… と 。 

野田 そう いう こと で すね 。 ハ イン ライ ン な ん ガ が 
だ つ だ らい いじ ゃ な いで す ガ 。『 宇 宙 の 戦士 な ん 
て いつ の は 特に 。 

呈 ハイ ン ラ イン は 小学 生 の ころ か ガ が ら 読 ん で いる 
( 笑 )。 

野田 ナハ ムコ の 将来 の 戦略 とし て 、 世 界 的 に 販 器 
在 店 げ ける の に 、 ペー スズ に ・ ア ポン ・ ザ ・ ィ 人 ペル ・ 
オプ ・ ハイ シラ イン と いう ラ 、 ある い 民 、 ア ダブ プ テ 
に ラン 申 ム ・ イン ライ ンー と か さき 。 

小倉 そ む に 、 協 力 プ NASGA と つけ る (〈( 笑 )。 
金子 すご いで すね 、 も う 。 

野田 いや 、 だ けど 、 そ れ 冗 談 抜 き で マジ な お話 で 、 
不可 能 な こと じゃ な いで す よ 。 ご ご が や り の ます よ 、 
いずれ 。 私 は セガ で も 同じ こと を 吹い て ます ガ がら 
ね 〈( 笑 )。 早 いと こ や つ だ ほう つ が 勝ち 。 


は すき すま まま きす 


金子 も し 、 そ うな つ だ ら ホ テル で 記者 会 見 し な 
いと ( 笑 )。 
口 そう いう こと し な いと だ め だ と 思う よ 。 
野田 うん 。 だ か ガ ら 本 気 で や る 気 び あれ ば 、 私 は 
喜ん で 近藤 さん で も ハイ ン ラ イン 未亡人 で も 橋 渡 
し レ し は で きま すか ガ ら 。 
釜 子 ほん と で す ガ が 。 じゃ あ 、 早 速 、 ち よ つ と あ 
レ だ うち で 話 を し まし て (〈 笑 )。 
野田 これ は マジ お話 で ね 。 夢 物語 だ な ん て 考え 
て いなだ ら 、 さ つ さ つと ライ バル 社 に や られ ちゃ う 
導 誤 早 いと ご ハイ シラ マン と クラ マー ン と ァ 有 シモ 
フ (※33) ぐら い 押 さえ ちゃ うつ とか が ね 。 
小倉 そう する と が な り の 差 が つき ます ね 。 
アシ モン フ だ っ だ な だ なら < ファ アンデ ーション シッ 多 リ 
ー ズ (銀河 国 興亡 史 ) が ある (※34)。 
野田 ね え 、 す ご いよ な あ (〈 笑 )。 ゲ ー ム に で きま 
きよ ファンデ ーション ) 。 
ロロ あれ は 結構 ゲー ハム つぼ ぽい 。 
野田 そう そう 、 ゲ ー ム つぎ ぽい ね 。 
らら 昔 、 地 球 と いう 星 に 人 類 が 住ん の で い だ ん だ よ 、 
と いう の が 伝説 じ に な つて いる ん で す よ ね 。 そ つう つい 
うう 設定 と が 、 地 球 を 探し に 行 ぐ 話 。 
野田 私 、 コ シン ピュ ユー タラ シミ コレ ー ラ ション と りう 
も の を 『 フ ァ ン デー ショ ン 」 を 読ん で 初め て 学ん 
だ よう な も の で す よ 。 つ まり 銀河 国 びす つ ぶれ つ 
つ あ る と いう ね 。 
ああ 、 そ う で すね 。 
小計 確か が に 。 "ファ ウン デー ああ ョ ンダ ゲー ム に 
な つ だ ら 、 ハ リ ・ セ ル ダ ン (※35) の 気持 ち に な 
つて ゲー ム へ を する こと (人 笑 ) 
野田 そう そう 。 あ れ は 『 シ ムシ ティ 」』 の 逆 み だ 
いな も ん で すわ ね 。 
小 廊 そう で すね 、『 シ ムシ ティ は 構築 する ん だ 
の 
野田 シ ハ ギャラクシー を いか ガ が に 潰れ な いよ うに 
し て い 愛 放 と いう 。 
あれ つて 、 結 構 理 屈 つ ぽか が つ だ か が ら な あ 。 
野田 他 に は ヒ E・ ビ ・ ス ミス の 『 ス カイ ラー クジ 』 
(※36) み を い に 、 1 人 の 人 間 の 発明 が 特殊 な 物質 
で も つて 宙 に 浮く 物質 を 開発 し を ば が ガ の に 、 そ れ 
ガ ら いか ガ に 宇宙 空間 へ 飛び 出し て いく ぐ が と いつ ね 。 
あれ も まだ テコ ユ レ ーション ゲ ダーム と し て も お も 
し レ し ろ い で し よう し ね 。 あ ね れ は 結構 途中 で シ ユ ー デ テ 
ィング も 出 て くる し 、 そ うい うま も ある ん じゃ な 
い の ガ が な あみ 。 
ロロ 必 * 上 * ス 人 る 
最近 知 つ て いる 人 、 だ 
ん だ ん 少な ぐ く な つて き ぎ き 
て いる か ガ がら (〈( 笑 )。 で も 
今 読ん で も 新鮮 味 あ り 
ます よね 。 
野田 まあ ね ( 笑 )。 
日 本 宇宙 開発 事業 団 
の 宇宙 飛行 士 の 毛利 さ 
ん が スペ ー ス シヤ トル 
に 乗 つ て いる と き 、 真 
下 に オー ロラ が 見 え だ 
と いう ん で す な 、 下 に 。 
基 要 下 カー デン 
杖 避 記 基 て いる ん で て で ラ 
が 、 一 瞬 真 上 通る と 線 
に な る わけ で す よ 。 線 
に な つか た 次 の 瞬間 に 飼 
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度 は オー ロラ の 裏側 見 えて くる と いう 。 ご れ が 、 
自分 が び ス ペー スシ ャ トル で 最も 衝撃 を 受け だ 光景 
だ つ だ と いう ん で すね 。 そう いう も の は ご 〇 なら 
で きる ん じゃ な いで すか ガ 、 簡 単に 。 

ら その 絵 つ て 、 い まだ が つて な いで すね 。 

ロロ な お ない 。 

小倉 そう いう 何 げ な い シ ー ン で セン ス オ プ ワン 
ダー を 感じ ょ せ せ る よう な と ご ころ が 欲し いで すね 。 
OO そう で すね 。 その 辺 か ら 中 稀 が 想像 で きる と 
すばらし いで す よ ね 。 

小 薦 似 だ 話 な ん で す が 、「 一 ドラ ブーン 」 で 、 崖 
を 飛び 越え て 真下 に キヤ ン ン シー ド が 見 えま す よ 
ね 。 あ れ に 接近 し て いくこ シーン な ん が 、 大 き さ を 
感じ ませ せる の が すご く よ ぐ く で き て い だ と 思 つ ん で 
けど 、 そ ぞ そう いう の も 悩ん で 作 つ だ と か 

呈 や っ つ ぱ ら り 巨大 感 を 見 せる を め に … ち よ つ と 話 
違い ます けど 、『-ー ゾ ルギア に 出 て ぐる ゾル ギア 
が あり ます ね 。 全長 10km 近 べく ある ん で すけ ご ど そ の 
大 き さ を どう や つて 感じ ませ せよ うつ が と いう つこ ご と で 、 
UGSF の 戦艦 が ゾル ギア と 戦 つ て いる こと 爆発 レ 
ちゃ う 。 そ ご こ ご を ドラ グー ン が 通り 抜け て 行 ぐ ん で 
すけ ど 、 ゾ ルギア か ガ ら 見 れ ば すご ぐ 小 さい 戦艦 が 
ぽ ー ん と 爆発 し て 、 そ れ に ドラ グーン が 近づい て 
し りあ 志 意 外 と すご と ぞい 。 それ で 、 ご れ が この 
ぐら い デ カ い ん で あれ ば 、 ゾ ルギア は も つと デカ 
いん だ よ と いう ご と を 一 遍 狙 つて 作 つ て ある ん で 
すず す 〈( 笑 )。 そ れ が どう 感じ られ だ ガ が は 別 と し て 、 一 
応 そ うい うつ 狙い は ある 。 ' 

桜井 一 瞬 の 表現 と いう つ 感 じ “ 

ら 意識 し て つく ぐつ て ます ね 。 ゲー ム で すか ら 、 
短い 時 間 で 効果 的 に 見 せよ うと か が 、 一 応 そ つう いつ 
工夫 は 結構 し て あり ます 。 そ れ と な ぐ 、 勘 づ が れ 
な いよ うに 入れ て いる の も あり の ます 。 

野田 巨大 と 言え ば 、 何 と 言 つ て も 『 ス ター ウオ 
ー ズ 』 の 冒頭 の カツ ト (※3/7)。 い つま で だ つて も 
艦 底 が 終わ ら な い 。 あ れ が や つば ぱり 1 つの SF の 
イメ ー ジ の 桜 届 的 な は な イメージ で す な 。 

呈 そう で すね 。 戦艦 の 細か がい 部 分 が 次 々 と 重 な 
つう てい 名 の が ゆめ うっ て で のど " そう いつ だ 、 戦 艦 も 
出す ん で すけ ど 、 や つ ぱ ば り の 模様 と ガサ も わり の こと 細か 
い 模 様 を いつ っ ぱい こつ つけ て 、 め ゆめ つ ぐり の 動 ガ す 。 
あま り の クイック フ に 動 の みお し ち ゃ うと 軽 や び な ん で 、 
ゆ の つこ り の ガー ツ と 近づい て こる と 大 きぐ ご 見 える み 
だ い の は 入 つ て ます ね 。 


短い 時 間 で 効果 的 に 見 せよ うと 工夫 し て ます 
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ここ 


の 人 


も の を 入れ て し まう ( 笑 ) 


小倉 そう いえ ば 、 今回 の PS 版 つ て 発売 が 延期 
に な り ま し だ よね 。 

確 そう そう 。C ご SG と いう 展示 会 ガ 今 ある ん で 
すけ ご ど … 東 京 こ 大 阪 こ 名 古屋 で 。 東 京 と 大 阪 は 終 
移ら ん で き ガ 。 

野田 東京 は どちら で や つ だ ん で すか 

小倉 池袋 の サン シャ イン で す 。 

人 そこ ご で や り ま し て 、 大 阪 は ATC ホ ー ル つて 
いう 、 中 埋 頭 と いう 港 の と ころ で や つ だ ん で すけ 
ご ど ご 、 ユ ー ザ ー に 発売 日 が 延び な 件 を 聞け ひれ ます ね 。 
「 個 で 蛇 び だ ん で ざす ガ か つて 。 それで 、。 そ の 後 で 
プレ イ し て も ら つ て も 、 展 示 会 な ん で 最後 まで プ 
レイ で き な い ん で す よ ( 笑 )。 

野田 な る ほど ご 、 予 告 編 ふ うつ で すなお 。 

金子 待て ば 待つ を だ け 、 も し か し たら 何 ガ 入る 
か も し レ れ な い 。 そ うい うこ ご と も あり の そう な …。 

巳 あえ て 言い ませ ん けど 、 結 構 裏 技 と か み 入 つて 
いる ん で す よ ( 笑 )。 

小倉 バラ ンス 調整 考え て 少し で も 時 間 あ つ だ ほぼ 
う が 絶 対 い いで すか ら ね 。 

釜 子 そう で すね 。 

飼 で も ね 、 パ ブ (※38) は 大 変 な ん で す よ 。 

口 そう で す 栓 。 そ れ われ は 大 変 害 と ど と 思い ます ざす 。 ごっつ 
ち は 、 何 ガラ ツキ ー ガ な と いう 気持 ち を 抑え て 、 

「 大 変 で すね 」 と いい な が ら 、「 じゃ あ 、 頑 張り ま 
すず から 」 と 言え ば いい ん で すけ ど ね 。 

竹田 で も 、 う ちの 開発 の いい 所 な ん で すけ ど 、 

納期 が ヴ 延 びる と 悪あがき を する ん で す よ 、 絶 対 。 ご 
れ は 「『 鉄 健 の 」。 で も そう だ つ だ ん で すけ ど 、 納期 
が 延び る と 、 ご の 曰 ま で に 開発 を 上 げ れ ば いい 。 
だ つ だ ら 、 最後 の ゲ ー ム の バラ ンス の 調整 と か 、 

そう いう の に 使え ば いい の に こ 、 ま だ 新しい も の 入 
4 れ ち や つん で ざき 9。 先 ご こ と て 。 

金子 延び だ ら 楽 に な る が ガ と いう つと 、 そ うじ ゃ な 
ご て 、 自 分 だ ち で も つと こう いう こと ガ が や の だ い 
と いつ て 、 が ん ば つて し まう ( 笑 )。 

小 廊 ご この 業界 の 内 部 の 人 間 は 、 そ うい うつ 事情 が 
分 ひる ガ ら 、 そ れ だ け 延 び て も 新しい も の が 入る 
な ら … と いう 考え が 畿 ら みか は ある と 思う ん で す よ 。 
レ か が し 、 そ れれ は ユー ザー か がら 見 る と 、 怠 本 こ し か が 
見 られ な い 。 な が な ガ 葵 いこ と ころ で すね ( 笑 )。 

区 子 そう で すね 。 私 も 自分 ザ ナ ム コ と いう ラー 企 
業 の 中 に 入 つ て 思 つ だ の は 、 や つ ぱ り の 企業 つて い 
ろ ん な 顔 を 持つ て いる と 思う ん で す よ 。 だ だ 、 ユ 


ーー ザー ざき ん だ ちな が 知 つ 


間 て いる 顔 と いう の は 一 
関 面 で し か な いと も 言え 
る か も し れ ま せん 。 中 
に いる 人 間 と 外 に いる 
飛 人 間 と で は 視点 な ど が 
違う か ら 、 見 だ 後 の 意 
し 見 が 違う の も し よう が 


な い 。 そ ん な に 即 ら な 
いで こぐ くだ さい よ ( 笑 ) 
と いう 感じ で す よ ね 。 
「 一 生 懸 命 作 つて ます 」 
と いう つう しがない ( 笑 )。 
小 訪 その 辺 を 踏ま え 
だ で 、「 本 び だ けど 、 
どん な いい と と ガ あ 


HH 田 曲 の 台 へ 導 べ どり ii 睦 泊 商 9 トー の 人 


| 


滑 き トー せ 穴 びき 中 司 Std 放 幸 斬 S 話 聞 某 半 填 横 T く で 


| 


る よ 」 と いう の を 〇 さん と さん ガ ら 一 言 、 何 か が 


あり ます ガ が 
選 より 良 こ な つて いる こと 思い ます よ 〈 笑 )。 裏 的 
な と ころ で 、 ハ ツ と いう 驚き が 結構 …。 


桜井 衰 的 な こと と いつ と 。 あ れこ が 、 あ れ ご と が か が 、 


あれ と か で すか ガ 。 
確 前 に 衰 技 シー ト 渡 し じゃ な いで す ガ 。 それ が 
まだ 増え て ます 。 
桜井 え 、 な に 〈 笑 )。 
夏 まだ 、 増 えて きま し た ( 笑 )。 _ 
や つっ ぱり 敵 の 調整 と か と いう の は で きだ の 
結構 大 きい か な 一 。 

己 ゲー ム 的 な 面 で より よこ な つ だ 。 

ロ 『 ギ ャ ラク フシ アン 』 タ イプ の 敵 つ て 大 変 な ん 
だ よね 。 お 3D だ と 。 

結構 、 ゲ ー ム は 単純 な ん で すけ ど 、 作 る の は 
すご こく ご 大変 な ん で す よ 〈 笑 )。 ぶ つちや ゃ け だ 話す る 
と 。 敵 1 個 飛 ば す の に 結構 時 間 こ と られ て 。 

PS は ハー ば ド 技術 が びす ごい 。CG や ら ポ リ ゴ 
ン や ら 何 や ら っ つて 、 だ けど 結局 飛 ば す の は 人 の 手 
に よる デー タタ だから 。 あ こと 、 想 像 と 実際 が 違い ま 
すか ガ ら 、 何 度 も 何 度 も 直し て 、 そ うい つ だ 細か がい 
調整 が 結構 き を れ て ます 。 

ロ やら り 続け る と 、 何 と な ここ の デー 打つ た ら 、 
ご ん な 感じ ひな と が 見 えて こる 時 が ある 。 

小倉 ほん の ちよ つと し た 曲線 軌道 で も 、 ち よ つ 
と 違う よ な と いう と き あ り ま す よ ね 、 確 か に 。 

己 『 ス ター ウォ ー ズ 』 で 、 イ イ (て ※39) ガ す ご い 
何 重 に も 合成 し て る ん じゃ な いで すか 。 

飛ん で こる 映像 を 1 枚 撮 つ て 、 今 度 は この 絵 を 撮 
つて 全部 重ね て 、 最 後に は 何 十 機 も バー ツ と カツ 
コ よ ご 飛ん で こる 。 で も その 製作 過程 を 見 る と 


1 個 層 ば すけ だけ で すご い モ ーション カメ ラ 〈※40) 


や な に や ら 使 つて … そ の 気持 ち が ザ よ ぐ わ か る <〈 笑 )。 


1 機 飛ば す の に すご い 苦 労 び あつ て 、 そ ね れ の 積み 
重ね で …。 け ど 、 出 て きだ ら す ぐ 破 震 ぎ きれ ちゃう 
ん で す (笑う 。 花火 師 み だ い 。 

小 訪 一 瞬 の 美 を 追求 する 。 

ご 結構 、 職 人 の 仕事 こい う ガ 、 そ うい うつ 感じ が 
レ ま す 。 

野田 や つば り 、 宇 宙 戦 闘 こ いう と 『 ス ター ウオ 
ー ズ 」 が 原点 で すか 

ご 私 の 世代 、 私 な ん ガ も や つば り の 『 ズ スター ウオ 
ー ズ 。 で ガ が なり の 感 鉛 受け を ツイ プ で すね 。 

野田 や つば り ね 。 

小 廊 そう 言え ば 、 そ うい つ だ ディテール 部 分 に 
関し て … ち よ つ と 個人 的 に 突 間 に 思 つ だ の は ドラ 
グー ン 。 ワ ンダ ー エ ッ グ の 全 方 位 筐 体 の 関係 も あ 


る ん で し よう が 、286 人 の ガン ナー が 機体 中 央 の ド 


960 度 全 万 向 に 撃て 
う の は 実際 の 属 


p。 の 1 し 


2 グーン を 作 つ で | 
\ つ だ め に 作 つ だ 戦闘 


カーブ 」 2 が 
なし いい る あん で きき ば ど 。 
「5 一 プ ム 

桜井 そう な ん で す ガ 。 
台 だ か ら 、 ド ビラ ブーン 朋 は ドラ ンー ン と 比べ て 
大 きく デザ イン が ガ が 違わ な いん で す 。 

小倉 な る ほど 。 

そう いえ ば ドラ グー ン つ て 真下 ガ ら の 攻撃 に 
弱い ん だ よね 。 

台 下 ガ ら の 攻撃 に 弱い ドラ ゲー ン 。 デカ いか ガ がら 
狭い こと ころ を うつ まぐ 飛べ な い (〈 笑 )。 

小 六 確 サ に 言わ れ ね て みる と そう で すね 、 上 の ド 
ー ム は 28 門 も 砲 び つい て て 強 そ うだ けど 、 下 は 何 
も な いな あ … と 。 

ご 下 は 何 も な い 。 

桜井 ミサ イル ガ 何 ガ びな いん で す が ガ が “" 

DD それ ね は 暗黙 の 了解 で 〈( 笑 )。 

金子 特撮 番組 な ん が で 、 名 乗り を 芋 げ て いる 時 


結構 、 職 人 の 仕事 こい うつ 感じ は し ます 


W 
いい 


の 


デン ンク 
レイ 
/ 


に 攻撃 し ちや ゃ いけない 。 あ れこ と 同じ 〈( 笑 )。 

ロロ そう そう 。 

小 廊 最後 に 開発 者 で ある お 二 人 に 、 ユ ー ザ ー ビ 

対す る アピ ー ル が あり まし だ ら 、 ぜ ひい だ だ きだ 

いん で すけ ど 。 開発 の お 二 人 に 限ら ず 、 供 さん な 

ご や 。 

呈 や つば り の ご ちゃ ご ちゃ し だ た だ ごと を 抜き で 地球 

を 守る べ ご 敵 を や つつ ける 、 そ の 師 場 感 を 味 わ つ 

を と し りあ か … 導 間 に な の きっ て ジレ イ し で と だ き 

い 。 そ れ は 十分 場 能 で きま す 。 

ロ ほん と に 集大成 、『 〇 』 シ リー ズ の 1 つの 区 切 

りこ な る ん じゃ な いか と 。 騙 後 、 次 の 世代 へ 向け 

て 、 皆 様 フ ァ ン の 熱い 意見 な せ ど び が い だ を だ けれ ば あ 

の 走 い で す 相 どい うと ころ で す 。 

小 准 パプ か ガ ら の 一 言 は 。 

確 全部 言わ れ て どう し よう か ガ な (〈 笑 )。 オリジナ 

ル の 仕様 と ガ み がい つ ぱ い 入 つて いて 、 い ろ ん な お 遊 

び 亡 が び で きま すか が ら 、 な に こ は こ と も あれ 人 触 つ て ほし 
みよ ね 。 それ で 新しい 『G*』 の シナ リリ 


、 家 で 楽し め る だ め に こう 

ム ハ ム を つこ つ だ らい いん じゃ な い ガ な と ど 考 
え だ と 思う ん で す よ 。 も ちろ ん 今回 の 『G*』 は 現 
在 考え られ る 家庭 用 の レベ ル で は 最高 だ と 思う ん 
で すけ れ ど も 、 も つと 今後 に 期待 し て くだ さい 。 
これ は あご まで 通過 点 に 過ぎ な い 。 も つと すご い 
こと で きま す よ 、 と いう の を ちよ つと 言い を いか 
な 。 
小倉 こい うこ と は 、 将 来 的 に も っ と すご い "G*』 
が 出 て こる と … や 
金子 それ は どう いう 形 に な る か ガ …。 
小倉 開発 の 御 二 人 に 期待 する … と いう こと で す 
ね 〈( 笑 )。 
O 期待 し ます か ら 、 と 振 つ だ り し て <〈 笑 )。 私 は 
サポ ー ト し ま ざ ガ ら 。 
結構 、 世 界 市 場 つ て いう の を 意識 し て …。 今 
まで 海外 で も 勿論 出 て ます けど 、 わ り の と 国内 を 意 
識 し て だ を ガ な と いう の が あっ て … も うち よ つ と ワ 
ー ル ビワ イ に な と ころ を 目指 し て みた だ いな 。 
小倉 一般 的 な ユー ザー と し て の 観点 ひら 、 野 田 
先生 も ひと 言 お 願い し ます 。 
野田 さつき か ら お 話し し て いる こと で すけ ど 、 
ゲー ム が あそこ まで リア リティ を 持ち は じ め な ら 、 
あと は それ を 使っ て いろ ん な 面白 いこ と が で きる 
だ ろう と いう ここ と で 、 非 常に 楽し み で す 。 そ の ひ 
と 言 に 尽き る な 。 あ そこ まで きち や ゃ つた だ たら 。 
今度 作る 時 は 、 是 非 参考 意見 な ど を い だ だ い 
で 《 答 )。 
野田 ほん と に 、 そ れこ そ NASA と ガス ミソ ニ 
アン C※41) だ と ガ 利 用 する べき で す よ 。 ハ イン 
ライ シン と カク ラー の と みか も で す な 。 ' 
小倉 それ で は 、 次 の 『G*。 は や は り ベ ー ス ド ・ 
アポ ン ・ ザ ……。 協 カン NASA と いう こと て で 決 
ま の です 8 ( 美 )。 

本 日 は 、 皆 さん どう も 有り 難 う ご ざい まし だ た 。 
(9 月 12 日 収録 ノ 文 中 敬称 略 ) 
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・length/ 昌 大 
| 。w1dth/ コ ヨロ 大 
| ・weapon/proton 1azer cannon xB 


の "マー ク お よび "PlayStation" は 株 式 会 社 ソ ニー・ コ ンピュータ エン タテ イン メン ト の 商標 で す 。 


川 川 ーー 
T1066451011285 雑誌 66451 一 01 = PU (fg4sm) 


